
・寄せられた意見の件数

意見番号 件数

第1部 総論編 1～39 39件

第2部　第1章 ねりま未来プロジェクト 40～83 44件

　　　　　第3章 各政策・施策の内容（全般） 84～86 3件

　　　　　第3章 １　子ども分野 87～142 56件

　　　　　第3章 ２　健康と福祉分野 143～265 123件

　　　　　第3章 ３　区民生活と産業分野 266～351 86件

　　　　　第3章 ４　環境とまちづくり分野 352～477 126件

　　　　　第3章 ５　行政運営分野 478～511 34件

全般 512～531 20件

531件

長期計画（素案）に対する意見と区の考え方について

合　　　計

練馬区長期計画（素案）　掲載項目





長期計画(素案）に対する意見と区の考え方

番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

1

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

２２年度終結の長期計画、中期実施計画の総
括を訊きたい。

パブ
リック
コメント

□新長期計画および同計画に基づく中期実施計画
等において定めた計画事業については、21年度末
での達成状況(見込み）を長期計画素案の巻末に参
考資料としてお示ししています。約8割が、達成また
は概ね達成となっています。成案化する際には、平
成21年度に実施した各施策の評価の結果も掲載し
ます。

2

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

平成18～22年度の“新長期計画”を並記せ
ず、なおかつ、その達成度がいかなるものか
に触れていないままで、22年度～26年度の新
長期計画を語ってよいのか？

パブ
リック
コメント

□新長期計画および同計画に基づく中期実施計画
等において定めた計画事業については、21年度末
での達成状況(見込み）を長期計画素案の巻末に参
考資料としてお示ししています。約8割が、達成また
は概ね達成となっています。その状況も踏まえて、
素案を取りまとめました。成案化する際には、平成
21年度に実施した各施策の評価の結果も掲載しま
す。

3

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

「新基本構想を実現するために取り組む５年間
の施策・事業を明らかにします」と、あるが、こ
の程度の期間なら長期でなく、中期計画と思
う。

パブ
リック
コメント

※現行の新長期計画も5か年を計画期間としてお
り、また「中期実施計画」として3か年の事業計画を
策定しているため、「長期計画」としています。

4

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

前の長期計画と内容が似ている。なぜあらた
めてつくる必要があるのか。

パブ
リック
コメント

※新基本構想では、分野横断的なねりま未来プロ
ジェクトを設定しているとともに、政策分野について
も｢子ども分野」を一つの分野として設定するなど、
現行の新長期計画とは異なる施策体系となっていま
す。このため、新基本構想を実現する具体的施策・
事業を明らかにする長期計画を策定します。

5

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

現行の新長期計画は平成２２年度までだが、１
年前倒しで長期計画を策定する理由は。

町会連
合会支
部会

○新基本構想で掲げる「区のめざす姿」を実現する
ためには、新基本構想に基づく施策・事業を体系化
し具体的な目標を設定して取り組む必要があるた
め、新基本構想の策定後、速やかに長期計画を策
定することとしたものです。

6

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

協働を前面に押し出した今回の「新基本構想」
は、よく頑張っている。しかし、現行長期計画と
今回策定する長期計画とで、計画の内容が分
断されるようでは困る。

NPO交
流会

○現行の新長期計画について、行政評価により事
業・施策の達成状況を点検し、その結果を踏まえて
施策・事業の内容を設定しています。

7

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

現在ある諸計画とのすり合わせの実施状況が
不明である。

パブ
リック
コメント

○新基本構想の策定に向けて、さまざまな個別計画
の内容を踏まえて区のめざす姿や政策の方向性を
検討のうえ、新基本構想の素案を取りまとめました。
　今後、新基本構想と長期計画は、全ての個別計画
を先導する計画という位置付けとなります。現在策
定中の個別計画については、新基本構想・長期計
画と整合を図りながら検討を進めています。また、既
にある個別計画については、改定に当たっては新基
本構想・長期計画と整合を図ります。

1



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

8

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

分野別に具体的な達成目標が明示されて極
めて分かりやすい。受益目標の多さはありが
たいが、単なる人気取りのバラマキでない証
明はそれを実現できる財源の裏づけである。
どの程度財源裏づけの検討がなされているの
か説明してほしい。

パブ
リック
コメント

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。

9

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

財政についての裏付けはあるのか。
区政モ
ニター
懇談会

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。

10

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

この長期計画を実現するのにどれぐらいの予
算がかかるのか。

区政モ
ニター
懇談会

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。

11

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

計画には費用がかかるであろう。希望あふれ
る練馬はよい。

パブ
リック
コメント

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。

12

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

今後、財政篇が追補されることを期待していま
す。

区政モ
ニター
懇談会

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。

13

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

自由企業においては収支計画、資金計画が重
視されていますが、政府、自治体の場合も基
本的に同じだと思います。絵に書いた餅と云わ
れぬ様充分ご検討いただきたい。

区政モ
ニター
アン
ケート

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。

14

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

長期計画の計画事業はたくさんあるが、予算
の問題がある。少なくとも初年度については事
業の予算を示すべき。また、決算時には、各年
度の計画事業の具体的な実施状況を区民に
知らせてほしい。

町会連
合会支
部会

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画と計画事
業の年次別目標事業量・事業費等の概略をお示しし
ます。
○行政評価の中で、事業は毎年、施策は隔年で進
捗状況を点検・評価し、公表します。

2



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

15

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

景気回復、税収との関連からみて、財政的基
盤はいかがか。

パブ
リック
コメント

※景気の低迷を受け、平成21年度当初予算では、
区の基幹的歳入である特別区交付金や特別区税な
どの一般財源が約90億円減収となる中での予算編
成を余儀なくされ、来年度もさらに厳しい状況は続く
と考えています。一方、区はこれまで、行政改革に
積極的に取り組み、職員数の削減や公債費の縮減
を図るとともに、経済状況の変動に備えて基金への
積立を行ってきたところです。平成20年度決算の段
階では、区の財政状況を表す様々な財政指標はき
わめて健全な水準にありますが、今後は、厳しい経
済状況を踏まえ、特別区税をはじめとする歳入の確
保に努めるとともに、歳出については無駄を省きつ
つ限られた財源を長期計画の重点事業に配分し、
基金の活用等も図りながら、持続可能な財政運営を
行っていきます。

16

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

国政・都政とも混沌としており、政治的空白状
態が予想されるが、補助金等の問題も含め、
その影響について不安を感じる。

パブ
リック
コメント

※国政の動向等を注視しながら、基本構想で明らか
にする区政運営の基本的指針に基づき、区民が安
心して暮らせる練馬区にしていくため、必要な財源
の確保に努め、区民に最も身近な基礎的自治体とし
て最善の努力をしていきます。

17

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

出来るところから、身近なところから確実に着
手し、具体化する計画をまとめること、時代の
流れ、変化を見極め、計画を前倒しで進化させ
ることも大切。

パブ
リック
コメント

※施策や事業の実施状況を点検・評価する行政評
価制度との連動を図り、改革・改善しながら計画の
実現に取り組んでいきます。また、主要な事業につ
いて定める実施計画については、社会経済情勢の
変化や新たな区民ニーズに対応するため、計画期
間の中間に見直しを行う予定です。

18

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

長期計画を実現するためには、種々の環境の
変化に対応する短期計画の積み重ねが重要
となるので、臨機応変な運営を希望します。

区政モ
ニター
アン
ケート

○長期計画のうち、主要な事業について定める実施
計画については、計画策定時に、計画期間の前半3
か年の財政計画と事業計画をお示しします。また、
社会経済情勢の変化や新たな区民ニーズに対応す
るため、計画期間の中間に見直しを行い、後半3か
年の実施計画を策定します。

19

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

基本計画に基づく実施計画がどう示されるか。
住民の一人として、どう協力できるのか考えて
もよい。

パブ
リック
コメント

※長期計画においては、基本計画で区民の皆さまと
ともに分野横断的に取り組むねりま未来プロジェクト
を設定するともに、計画期間に取り組む主要な事業
をお示しした実施計画を定めます。これらの事業の
実施にあたっては、区民の皆さまとの協働で、ある
いはご協力をいただきながら進めていきます。

20

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

財政について。基本構想、長期構想の素案
は、殆どが現状と到達点、もしくは26年度の姿
しか示されていないように思うが、途中の経過
年度の目標値はないのか。

区政モ
ニター
懇談会

□長期計画策定の際には、計画期間の前半3か年
に当たる平成22年度～24年度の財政計画と長期計
画事業の年次別の目標事業量・事業費等の概略を
盛り込んだ事業計画についてもお示しします。

21

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

内容は立派に出来ていると思うが、実施運用
上の組織、リーダー、年間のスケジュール、コ
スト等の検討が効率の良さを左右すると思う。

パブ
リック
コメント

□長期計画策定の際には、計画期間の前半3か年
に当たる平成22年度～24年度の財政計画と長期計
画事業の年次別の目標事業量・事業費等の概略を
盛り込んだ事業計画についてもお示ししたうえで、行
政評価制度を活かして進捗度を測定し、改革・改善
を行いながら計画の実現に努めていきます。また、
施策を効率的に展開できるよう組織の見直しを検討
します。
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番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

22

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

「実施計画」に、年次は示されているが月次は
示されていない。

NPO交
流会

※長期計画を策定する際には、長期計画事業の平
成22年度～24年度の年次別計画と財政計画をお示
しします。

23

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

理想的な案であるが、財源確保の手段や既成
制度、施設の見直しも各項目の重要案件とし
て加えて欲しい。また、何割の目標達成をもっ
て、“実現”したと評価するのかを示すべきであ
る。

パブ
リック
コメント

□計画期間内に取り組む施策・事業に必要な経費
と、区税収や交付金、国・都の支出金などの歳入の
見込みなどについて、過去の区財政の推移等や最
近の経済状況を踏まえて精査し、計画を策定する段
階では、計画期間の前半3か年の財政計画をお示し
します。施設の改修改築計画についても、長期計画
と併せて策定し、その経費を財政計画の中でお示し
します。
○施策ごとの成果指標や長期計画事業の目標事業
量については、原則として目標を100％達成したもの
を｢達成」としています。

24

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

子ども、高齢者、若者とあり、どうか全ての年
代に平均的に策があると良いと思う。素案はこ
のままで良いが、時代の状況変化に柔軟に対
処できるように！　いつも区民の意見の反映を
願う。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、区民の皆さまの多様なニーズに
対応できるよう、５つの分野のもとに２２の政策・７７
の施策を体系化しています。
○長期計画のうち、主要な事業について定める実施
計画については、計画策定時に、計画期間の前半3
か年の財政計画と事業計画をお示しします。また、
社会経済情勢の変化や新たな区民ニーズに対応す
るため、計画期間の中間に見直しを行い、後半3か
年の実施計画を策定します。

25

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

外環道の完成等の具体的内容が欲しい。
パブ
リック
コメント

○施策の成果をはかる指標の目標値、計画期間に
取り組む主要な事業の26年度目標について、可能
な限り具体的な数値目標を設定しています。区が担
当する施策はもとより、国や東京都が事業主体と
なっている事業についても、区としての考え方を踏ま
え、一層具体的で分かりやすい内容としていきます。

26

第1部
第1章
長期計
画の基
本的考
え方

区だけでなく、国や都とも連携して区政を進め
てほしい。例えば、自衛隊の官舎を建て直した
場合、その広大な跡地ができるが、そこは国
のものだから知らないということではなく、病院
を作るなど考えてはどうか。

町会連
合会支
部会

○今回の長期計画の中でも、新病院の整備をはじ
め、区だけでは実行できない事業は多々あります。
国や都との協議・連携は不可欠であり、積極的に連
携を図っていきます。

27

第1部
第2章
計画策
定の前
提・背
景

人口について、１０年先は何万人で計画されて
いるのか。

区政モ
ニター
懇談会

※10年後には概ね73万5千人で、15年後には74万4
千人程度に増加すると推計しています。

4



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

28

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

耳障りの良い抽象的な表現に反感を覚える。
「にぎわい」「ふれあいのある」といった言葉で
はなく、具体的に「○％の収入増」や「○％の
利用者数増」等の表現にして欲しい。また、5
年後の成果評価に区民参加を認める等の区
制への厳しい姿勢を示して欲しい。

パブ
リック
コメント

○長期計画では施策ごとに「めざす状態」を明らか
にするとともに、施策の「成果をはかる指標」と具体
的な目標数値を設定しています。長期計画の進捗
状況は、行政評価制度と連動し測定していきます。
毎年度、各事業の進捗状況を評価する事務事業評
価を行うとともに、各施策の「成果をはかる指標」と
目標値などを用い、隔年で施策の進捗度を点検・評
価し、改革・改善を行っていきます。この施策評価の
結果については、公募区民や学識経験者等による
行政評価委員会において第三者評価を行います。
　事務事業評価、施策評価の結果はホームページ、
区報などで広く区民の皆さまに公開しています。

29

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

年度実施計画推捗評価の為のオンブズマン体
制。

パブ
リック
コメント

○長期計画では施策ごとに「めざす状態」を明らか
にするとともに、施策の「成果をはかる指標」と具体
的な目標数値を設定しています。長期計画の進捗
状況は、行政評価制度と連動し測定していきます。
毎年度、各事業の進捗状況を評価する事務事業評
価を行うとともに、各施策の「成果をはかる指標」と
目標値などを用い、隔年で施策の進捗度を点検・評
価し、改革・改善を行っていきます。この施策評価の
結果については、公募区民や学識経験者等による
行政評価委員会において第三者評価を行います。

30

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

達成度を測る具体的な成果目標と５年後の目
標を設定し、達成状況を公表することは結構な
のであるが、そこへいたるロードマップ、工程
表をつくり、そのマネジメントをきちんと行うよう
になっているか。いわゆる＜PDCA＞サイクル
でまわしていくことが、実現のため重要であり、
長期計画では「過程」こそが大切である。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、各施策に成果指標と目標値を設
定し、行政評価制度と連動し進捗度を測定していき
ます。行政評価は、施策の進捗度を点検・評価する
とともに、評価結果に基づいた改革・改善を行ってい
くものです。このことにより、長期計画の目標を着実
に推進していきます。  また、評価結果はホームペー
ジ、区報などで広く区民の皆さまに公開しています。

31

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

「指標例」を提示しているのはよい。ぜひ「指
標」をきちんと設定し、評価をお願いしたい。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、各施策に成果指標と目標値を設
定し、行政評価制度と連動し進捗度を測定していき
ます。行政評価は、施策の進捗度を点検・評価する
とともに、評価結果に基づいた改革・改善を行ってい
くものです。このことにより、長期計画の目標を着実
に推進していきます。また、評価結果はホームペー
ジ、区報などで広く区民の皆さまに公開しています。

32

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

概ね良いと思う。計画における成果をある程度
の間隔で、具体的に提示してもらいたい。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、各施策に成果指標と目標値を設
定し、行政評価制度と連動し進捗度を測定していき
ます。行政評価は、施策の進捗度を点検・評価する
とともに、評価結果に基づいた改革・改善を行ってい
くものです。このことにより、長期計画の目標を着実
に推進していきます。また、評価結果はホームペー
ジ、区報などで広く区民の皆さまに公開しています。

33

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

目標の設定、整備状況、26年度末の目標等に
ついて、具体的な数量を明示すべき。

パブ
リック
コメント

○施策ごとに成果を図る指標として、20年度の状況
と26年度目標を設定するとともに、目標は可能な限
り数値でお示ししています。また、目標を達成するた
めに取り組む主要な事業である計画事業について
は、21年度末の現況見込みと5年間の事業量、26年
度末目標をお示ししています。事業の内容について
は、現在精査を進めており、計画を策定する段階で
は、具体的な前半3か年の年次別事業計画をお示し
します。

5



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

34

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

具体的に実行年度や数値を用いたものなので
イメージしやすいものであった。今後はこの構
想を実現するにあたり、効果がはっきり現れる
施策実効を期待したい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○長期計画で設定した目標の達成に向けて、行政
評価制度を活かして進捗状況を点検・評価し、改革・
改善しながら計画の実現に取り組んでいきます。

35

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

ＰＤＣＡを確実にやってほしい
区政モ
ニター
懇談会

○長期計画では施策ごとに[めざす状態]を明らかに
するとともに、施策の「成果をはかる指標」と具体的
な目標値を設定しています。長期計画の進捗状況
は、行政評価制度と連動し測定していきます。毎年
度、各事業の進捗状況を評価する事務事業評価を
行うとともに、各施策の「成果をはかる指標」と目標
値などを用い、隔年で施策の進捗度を点検・評価
し、改革・改善を行っていきます。この施策評価の結
果については、公募区民や学識経験者等で構成す
る行政評価委員会において第三者評価を行いま
す。
　事務事業評価、施策評価の結果はホームページ、
区報などで広く区民の皆さまに公開しています。

36

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

長期計画素案に行政評価のイメージとして
PDCAサイクルのイメージ図が示されている
が、区の行政は毎年内部監査のようなもので
PDCAを実施するということか。

区民と
区長の
つどい

○行政評価は区が行う全ての事務事業・施策につ
いて、各所管部・課を中心に行います。評価の客観
性、信頼性および透明性を高め、区民の視点に立っ
た成果重視の効率的で質の高い行政活動を実施す
るため、公募区民や学識経験者等で構成する行政
評価委員会において、区の施策について第三者評
価を隔年で行っています。

37

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

基本構想、長期計画の枠組みおよび基本政策
については、よいと思うが、これらを実現する
ための施策が抽象的である。　基本政策を基
本構想実現のための戦略であるとするなら
ば、施策には、政策を実現するための具体的
かつ適切な行動計画・ゴール・評価指標が明
確に示されている必要がある。　分野別の指
標例、計画事業、目標等の例が示されている
が、これらの施策・指標・事業計画・目標が適
切であるのかについて、今後早急に評価・検
討する必要があると考える。

区政モ
ニター
アン
ケート

※素案でお示しした各施策の指標については、施策
を代表するものであるか、区民の皆さまにとってわ
かりやすいか、目標値は妥当であるか、等につい
て、公募区民や学識経験者等で構成する行政評価
委員会で検討していただき、改善の方向性について
提言をいただいています。 この提言や区民の皆さま
のご意見を踏まえ、指標を含めた長期計画の記載
について精査します。

38

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

長期計画の147頁の図書館利用する満足度と
資料の充実度は違い、適切でない指標が見受
けられる。指標の立て方について専門家の力
を借りたりして、区民にとっての指標を精査す
るべき。

区政モ
ニター
懇談会

※素案でお示しした各施策の指標については、施策
を代表するものであるか、区民の皆さまにとってわ
かりやすいか、目標値は妥当であるか、等につい
て、公募区民や学識経験者等で構成する行政評価
委員会で検討していただき、改善の方向性について
提言をいただいています。 この提言や区民の皆さま
のご意見を踏まえ、指標を含めた長期計画の記載
について精査します。
△施策332「読書活動を支援する」の推進に当たり、
練馬区は23区中1人当たりの蔵書数が低位にあり、
蔵書の充実を図る必要があることから、これを指標
化して目標値を設定しました。この指標については、
行政評価委員会の検討においても、代表性・分かり
やすさ・妥当性とも特段の指摘はなかったところで
す。図書館利用の満足度については、毎年度利用
者アンケートをとり、個別の項目ごとに数値化し、図
書館運営に役立てています。

6



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

39

第1部
第3章
計画を
実現す
る仕組
み

区が取り組む姿勢と、NPO含む民間組織の考
え方をすり合わせていくことが重要。

パブ
リック
コメント

○新基本構想第2章「区政経営の基本姿勢」の1つと
して、区民と区との協働のまちづくりを挙げていま
す。区民の皆さまや、さまざまな団体、事業者と区
が、それぞれの持ち味を発揮できるよう、協働の仕
組みづくりを進めていきます。今年度、区民の皆さま
にご参加いただいた練馬区区民協働のあり方懇談
会から提言をいただいています。懇談会の提言を踏
まえて、平成21年度中に協働の指針や職員向けの
手引書を作成し、区民の皆さまとの協働を推進して
いきます。

40

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

長期計画について。『練馬区の特色』がもっと
表面に現れるような計画があれば良いなと思
います。例えば子育てでは、子ども達が他区に
行かなくても良いように『学園都市計画』を行
い、大学も知名度のある大学キャンパス誘致
などを積極的に行えないものでしょうか。

区政モ
ニター
アン
ケート

□新基本構想の「未来の練馬を区民とともにはぐく
む」視点に基づき、練馬区の特色を活かす分野横断
的な重点事業として「みどり」「農」「アニメ」等の「ねり
ま未来プロジェクト」を計画化しました。これらを区民
の皆さまの参画・協働のもとに実現し、練馬区らしい
まちづくりをめざしていきます。また、プロジェクト相
互間の連携を図り、総合的に練馬ブランドとして魅
力を高め広く発信する先導的なモデル事業を検討し
ます。

41

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

区の一番の目玉事業は何か。
町会連
合会支
部会

□新基本構想の「未来の練馬を区民とともにはぐく
む」視点に基づき、練馬区の特色を活かす分野横断
的な重点事業として「みどり」「農」「アニメ」等の「ねり
ま未来プロジェクト」を計画化しました。これらを区民
の皆さまの参画・協働のもとに実現し、練馬区らしい
まちづくりをめざしていきます。また、プロジェクト相
互間の連携を図り、総合的に練馬ブランドとして魅
力を高め広く発信する先導的なモデル事業を検討し
ます。

42

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

長期計画素案に関しては、５つのプロジェクト
を掲げているのは良いと思うが、構想だけで終
わるのではという心配もある。また、このプロ
ジェクトを実施するのであれば全国に知れ渡る
くらい大々的に取り組まなくてはならないと感じ
る。（実際ねりま未来プロジェクトの中の「アニ
メプロジェクト」はまだ練馬区民にも浸透してい
ない気がする）

区政モ
ニター
アン
ケート

□練馬区の特徴を活かす各プロジェクトの内容を情
報発信し、区民・事業者との協働により推進します。
また、プロジェクト相互間の連携を図り、総合的に練
馬ブランドとして魅力を高め広く発信する先導的なモ
デル事業を検討します。

43

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

長期計画素案の５つのプロジェクトの政策・施
策はいずれもすばらしいと思うが、区民が一番
何を望んでいるかを分析調査をして、総花的
な政策でなく重点分野を掘り下げてほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

□練馬区の特徴を活かす各プロジェクトの内容を情
報発信し、区民・事業者との協働により推進します。
また、プロジェクト相互間の連携を図り、総合的に練
馬ブランドとして魅力を高め広く発信する先導的なモ
デル事業を検討します。

44

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

「人づくりプロジェクト」と「地域コミュニティー活
性化プロジェクト」にマッチングする施策を求め
る。

NPO交
流会

□各分野の施策において、ねりま未来プロジェクトと
の連携を図ります。また、プロジェクト相互間の連携
を図り、総合的に練馬ブランドとして魅力を高め広く
発信する先導的なモデル事業を検討します。

7



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

45

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

1から5まで素晴らしいプロジェクトである。励ま
される表現が多く、感動した。長期計画前半5
年間で実現できる事業一覧やデータが示され
ていて良い。
 プロジェクトのナンバーと分野別政策・施策と
の対応に一貫性がなく、現状分析や実態・予
算などのデータが示されていないので、どのよ
うに協働し、どのように期待をもっていいのか
見えない。また、都や他自治体の中でどのよう
に機能しようとしているのか理解できない。

パブ
リック
コメント

※ねりま未来プロジェクトは、複数の分野にかかわ
る事業を横断的、総合的に取り組む内容として設定
していますので、プロジェクトの番号と各分野の番号
は対応するものではありません。プロジェクト内の各
事業については、分野別の施策の中で現状や課題
等を踏まえて事業化しているものを、プロジェクトご
とに各分野から抽出してお示ししています。
また、例えば農プロジェクトにおいてお示ししている
ように、都市農地保全に向けた税制度等の見直し
を、他自治体と連携して国に働きかけるなど、区が
単独で実施する施策に限らず、国・都・他自治体と
の役割分担や連携による取組も進めていきます。

46

第2部
第1章
ねりま
未来プ
ロジェ
クト＜
全体＞

４ページの５つのプロジェクトと、４つの政策・
施策が連動していないのに、疑問を感じてい
る。即ち、プロジェクトの１は政策の４，になっ
ており、以下も同じく２は、３に、４は１に、５は３
になっています。これをプロジェクトと、政策を
揃えたほうが理解しやすいと考える。また、政
策２がプロジェクトに盛り込まれていないが、
重要な政策なのでプロジェクトにも盛り込むべ
きと考える。

パブ
リック
コメント

※ねりま未来プロジェクトは、複数の分野にかかわ
る事業を横断的、総合的に取り組む内容として設定
していますので、プロジェクトの番号と各分野の番号
は対応するものではありません。プロジェクト内の各
事業については、分野別の施策の中で現状や課題
等を踏まえて事業化しているものを、プロジェクトご
とに各分野から抽出してお示ししています。

47

第2部
第１章
１　みど
りプロ
ジェクﾄ

建築物の敷地面積の最低限度が定められた
のは、大変立派な施策だが、建蔽率というもの
が、これと密接不可分な関係にあるといえます
が、「みどりプロジェクト」をここに絡ませること
は出来ないか。建築基準法上の建蔽率や容
積率の指定に加えて、緑化率とでもいった数
字も指定を行い、どんなに小さな敷地でも、必
ず自然排水も考慮して地面を露出させた部分
があることを義務付け、植木鉢ではなく地植え
の葉をつけた植木が何本かある、といった
ルールにしてはいかがか。みどりプロジェクト
推進の為には、思い切った施策が必要と思う。

パブ
リック
コメント

※区では、練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例に
基づいて300㎡以上の開発事業には緑化を義務付
けています。また、敷地が300㎡未満でも、開発行為
などにより、全体の区域が300㎡以上となる場合に
は緑化を義務付けています。これらの義務付けによ
る緑化率は、敷地面積から建築面積を引いた残りの
面積の30％となっており、植木鉢やプランターは緑
化面積には算入できないことになっています。300㎡
未満で単独の敷地の場合には緑化を義務付けては
いませんが、生け垣化や屋上緑化・壁面緑化等の
助成や、出生や結婚の記念の苗木の配布など、住
宅や民間施設の緑化の促進を図る事業を推進して
おり、みどりプロジェクトにおいても、これらの事業も
含め、区民の力でみどりを守り育てる仕組みづくりを
進めることとしています。

48

第2部
第１章
１　みど
りプロ
ジェクﾄ

みどりを守るプロジェクトをより強力に進めるよ
うに。不動産業者による開発で、みどりは減る
一方である。

パブ
リック
コメント

※区では、練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例を制
定するとともに、この条例に基づくみどりの基本計画
や、子どもたちが大人になる30年後に緑被率が30
パーセントとなることをめざす「みどり30推進計画」を
策定し、樹木樹林や農地などの練馬らしいみどりの
保全や、公園の整備などの取組を進めています。こ
れらの計画を区民の皆さまとともに推進していくた
め、新基本構想・長期計画において「みどりプロジェ
クト」として位置づけ、練馬らしいみどりを公有化する
ための練馬みどりの葉っぴい基金の拡大など、さま
ざまな事業を実施していきます。また、一定規模以
上の開発事業を行う場合は、練馬区みどりを愛し守
りはぐくむ条例で緑化を義務付けています。この緑
化については、新たに樹木を植栽するだけでなく、
既存の樹木樹林がある場合は、できる限り保全する
よう指導しています。

8
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※・・・その他

49

第2部
第１章
１　みど
りプロ
ジェクﾄ

みどりの保全には相続税の改正が不可欠であ
る。

町会連
合会支
部会

※練馬区みどりの基本計画およびみどり30推進計
画においては、都市の樹林や農地について、税負担
の軽減策を、国・都に要請することを掲げ、現在関係
自治体と連携し、要請しています。

50

第2部
第１章
１　みど
りプロ
ジェクﾄ

広大な光が丘公園はみどりが多い。何か大き
なイベントを計画して他区、他県から人を呼べ
ないか。

区政モ
ニター
アン
ケート

※年に一度光が丘でねりまグリーンフェスティバルを
開催し、区内外より約６千人が来場しています。今後
もＰＲを行うとともに、さらに魅力あるイベントを開催
していきます。

51

第2部
第１章
１　みど
りプロ
ジェクﾄ

環境情報メールマガジンの創設は無駄になる
のでは。

区政モ
ニター
アン
ケート

※区民・事業者がどのような情報を求めているの
か、また、区としてどのような情報を発信すべきかな
どについて十分に検討しながら、効果的な環境情報
メールマガジンの創設をめざします。

52

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

農業について国の長期施策ビジョンすら定ま
らない中、一区の都市農業問題を論じても重
箱の隅をほじくる感が否めない。人に施策を求
めるのではなく「体験農園」のように自らユニ－
クなアイデアを出して強力に推進していくこと
以外解決の道はないと思う。

パブ
リック
コメント

○都市農地は、本来機能である安全で新鮮な農産
物の生産に加え、環境保全、防災や食育への寄与
など多面的な役割を担っています。こうした重要な都
市農地を保全するため、本区が中心となり、平成20
年、都内38の基礎自治体が連携し活動するために
都市農地保全推進自治体協議会が設立されまし
た。今後、この協議会の枠組みも活用しながら、都
市農業の振興や都市農地の保全に取組んでいきま
す。また、ご指摘の練馬区の農家と行政が協力し作
り上げた「農業体験農園」の成功例等も踏まえ、本
区にふさわしい農業施策を進めていきます。

53

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

「農プロジェクト」では、昔から漬け物に重宝が
られた練馬大根を練馬活性化の切り札として
活用すべき。

パブ
リック
コメント

※練馬大根育成事業は平成21年度で21年目を迎
え、毎年、生産本数は増えています。また、練馬大
根引っこ抜き競技大会を通じて収穫されたものは、
全区立小中学校の学校給食に使用されています。
農産物のブランド化、地産地消、食育などの観点か
らも重要な施策として位置づけていきます。

54

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

都市農業については、企業資本を導入してで
も、一つのモデルとして外部に発信してほし
い。

パブ
リック
コメント

※企業の農業参入は一定の条件の下に可能となっ
ています。しかし、都市部（市街化区域内農地）にお
いては、農地法の制限はもとより、地価が高いことや
農地が分散していることなどから、参入が進んでい
ない状況です。そのため、まず都市部の農業の実情
に応じた農業振興が図られるよう、平成20年、練馬
区の呼びかけにより都内38の基礎自治体で立ち上
げた都市農地保全推進自治体協議会などを通じ、
制度改善の実現に努めていきたいと考えています。

55

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

生命は、自然の中の営みから誕生した。長期
計画の中では、農業を重視していただきたいと
思う。

パブ
リック
コメント

○農プロジェクトを推進し、農業の振興、農地の保全
に積極的に取り組み、本区にふさわしい農業施策を
進めていきます。

9
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○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
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56

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

農業復権の声ある中、どうするか？かつては、
２３区の殆どのキャベツを練馬区が供給してい
たと思うが・・。また　都民農園・・と地名はある
が、実際には存在しない。中身を入れるのも一
考かも知れない。単なる家庭菜園と税金逃れ
の土地活用はもったいないので、アグリビジネ
スとしてもっと高度な産業政策を打つべきと思
う。

パブ
リック
コメント

○練馬区の農家と行政が協力し作り上げた「農業体
験農園」の成功例等も踏まえ、都市農業・農地のも
つ多面的機能を活かす、本区にふさわしい農業施策
を進めていきます。

57

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

農プロジェクトについて、何処かモデルとする
区、あるいは地方都市などあるか、具体的な
例などあれば分かりやすいと思う。急速に農地
がなくなってゆく実感がある。何か農家に優遇
策を考えているのか？農地は広くなくては意味
が無いと思う。分割されそうな農地を区が買い
上げて農家に貸しだす制度を作ってはどうか。

パブ
リック
コメント

○70万人余が暮らす練馬区と同様な状況にあり、か
つモデルとできるような都市はありません。農地保
全については、農業・農地に関連する法改正や見直
しが必要なことから、練馬区が呼びかけ設立した都
内38の自治体による都市農地保全推進自治体協議
会を通じて国へ要望しています。また、練馬区の農
家と行政が協力し作り上げた「農業体験農園」の成
功例等も踏まえ、都市農業・農地のもつ多面的機能
を活かす、本区にふさわしい農業施策を進めていき
ます。

58

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

地場の農業の充実･拡大･発展のために、支
援・育成・養成・他分野への働きかけなどを具
体的に計画する。
地産・地消はもとより、他地域からの消費拡大
に結びつける。

パブ
リック
コメント

○練馬区の農業、農家を一層元気にするため、魅力
的な都市型農業を振興することとしています。

59

第2部
第１章
２　農プ
ロジェ
クト

農プロジェクトについて。緊急時において区民
の“食”を守る、提供すると云う連携システムな
ども考えていただけたら良い。

区政モ
ニター
アン
ケート

※緊急時の食（練馬産野菜等）の確保については、
区とＪＡ東京あおばにより、協定が結ばれています。

60

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

練馬区でアニメの殿堂またはアニメミュージア
ムを建設して欲しい。

パブ
リック
コメント

※区では２１年１月に「練馬区地域共存型アニメ産
業集積活性化計画」を策定しました。この計画を踏
まえて設定したアニメプロジェクトでは、練馬区のア
ニメ文化普及を大きな柱としており、アミューズメント
施設の誘致などアニメ関連施設について検討してい
きます。

61

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

「アニメプロジェクト」は、産業振興をメインに構
成されているが、広範な区民が”アニメのふる
さと練馬”を真に誇りを感ずることができるよう
になるためには、身近な場所で多様なアニメー
ションに触れて親しみ感動し、心豊かな気持ち
となって地域の交流にアニメーションがより有
効であると実感できる環境があってのことだと
思う。その視点で見ると、”アニメプロジェクト”
という側面がきわめて不十分であり、また、産
業振興という面も”制作労働環境の改善”とい
う視点が欠けている。

パブ
リック
コメント

※練馬区は日本のアニメ産業発祥の地であり、現在
も９０社を超えるアニメ関連企業が所在し、日本一の
集積地となっています。そこで区では、２１年１月に
アニメ産業振興の根幹となる「練馬区地域共存型ア
ニメ産業集積活性化計画」を策定しました。この計画
を踏まえて設定したアニメプロジェクトでは、練馬区
のアニメ文化の普及や、商店街イベントでのアニメ
キャラクターの活用や鉄道事業者との連携による地
域活性化に取り組みます。また、アニメ作品の製作
に関しても、スタジオなどの共同利用施設整備に対
する支援を行い、産業全体の発展を図ることを通じ、
制作労働環境の改善に必要な産業基盤の強化にも
取り組んでいきます。

10



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
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　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

62

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

「（１）　国際競争力を持つ産業へ育成する」の項について
①なぜ”競争力”なのか。”競争力”とは具体的に何をさす
のか。経済競争、経済効率に偏った視点を感じる。「豊か
なアニメーション産業に育成する」もしくは、「国際的にさ
らに活躍できる産業に育成する」などにすべき。
②「国際的見本市」の項も同じく、経済的側面を強く感じ
る。最近世界各地で開催されるアニメーションフェステバ
ル（映画祭）では、映像文化として優れた作品への評価
が、経済的にも優れた成果を上げる場合もある。「国際
見本市や映画祭など」とすべき。
③アヌシーのアニメーションフェステバルに出品し一定の
評価があれば、世界各地の映画祭から出品要請があっ
たり、スタッフの招待、あるいは派遣を求められたりする。
製作に携わるスタッフが海外に出て国際交流を豊かにす
ることが、より国際的に活躍できる人材を育み、新たな作
品の誕生につながる。その視点から、国際的な映画祭へ
の出品やスタッフの派遣を積極的に奨励し、その費用
（出品費用、英字幕化の費用、旅費）などを具体的に援
助すべき。
④アヌシーとの産業交流は、相互に何をめざしているの
か。第一回の交流で、なにが得られてどんなことが課題
になったのか。経費はどれぐらいかかったのか。区民に
もっと分かりやすく報告し、今後の方針を提起すべき。
⑤国際アニメビジネスセンターとは、何をする場所なの
か。もっと区民に分かりやすく、具体的に提起すべき。
⑥アニメーションのプロダクションやスタッフに海外から来
客があった場合、通訳を紹介したり、その通訳費用など
を援助すべき。
⑦練馬には、日大、武蔵大などがあり、それぞれにアニ
メーションの研究者や学生がいる。その活動を積極的に
参加できるよう奨励し、それで得た成果を練馬のアニメー
ション産業の発展に寄与するように援助すべき。

パブ
リック
コメント

△①アニメ産業は国内市場が縮小傾向にあり、海外市場に展
開していくことが活性化策の一つであるため、「国際競争力をも
つ産業へ育成する」としています。
△②アニメ産業発展の主要事業である海外市場展開に直接的
効果の高い、区内アニメ事業者の国際的見本市への出展を支
援対象としています。また、映画祭への出品も重要な取組であ
ると認識していますが、行政の関与のあり方については今後検
討していきます。
△③アヌシー市では、アニメ映画祭と見本市が同時に開催され
ており、見本市への出展を支援することによって、映画祭へ関わ
る機会が拡大されると考えています。
※④２１年４月のアヌシー市とのアニメ産業交流の協定締結に
際しては、交流の経緯や今後の展開も含め、区報やホームペー
ジ等により広く情報発信を行いました。今後も、節目節目で区民
の皆さんに交流内容をお知らせしていきます。
※⑤海外から区内アニメ事業者へ、また区内事業者から海外へ
のビジネスに関する問合せや相談に関して直接外国語で対応で
きる人員を配置することを考えています。
※⑥国際アニメビジネスセンターは、このような外国語でビジネ
ス交渉のできる人員を備えたセクションです。
○⑦区内の日本大学芸術学部、武蔵野音楽大学および武蔵大
学とのアニメ産業を基軸とした関係づくりを行い、産業分野と学
術・芸術分野の相乗的な発展をめざしています。

「（２）　作品製作や人材育成を支援する」の項について
①アニメーターをはじめとするスタッフたちの劣悪な労働環
境の改善、生活支援、技術習得の支援から始めるべき。
②第一に、現行の労働法や社会保障制度をどのようにした
ら守れるのか。アニメーション協議会や労働組合と相談し、
区だけで改善できない課題は都、国に改善策や支援策を求
めるべき。第二に、就労実態や生活、技術の習得などの相
談に応じる窓口を設けるべき。第三に、海外の安い労働力に
依存しない、脱却できる製作環境の支援策を講ずべき。
③具体的な支援策として、第一に雇用や就労につながる技
術の習得期間を対象に、杉並区が実地したようなアニメ事業
者を通じての支援策を講ずべき。第二に、アニメーション協
議会などと連携し、無権利状態の個人事業主〔フリーの出来
高契約者）や小規模プロダクションを対象に、共済制度（ファ
ミリーパック）への加入促進の支援、動画机やパソコンを備
えた仕事が出来るフリースペース提供。仕事情報の交換が
できるスペース提供。技術研修の機会とスペース提供などを
講ずること。（それらスペースには、区内空き教室や空き店
舗などが活用可能。）第三に、アニメーションを志す人や携わ
る人々を区内に定着させるために区内の格安住居の提供ま
たは家賃補助などを実施すること。
④コンピュータやソフトのグレードアップが作品の完成度や
経済効率に決定的な影響を持っている。最新設備を、区内
のプロダクションや技術者が軽負担で導入できるよう、補助
金や融資策を講ずること。

⑤製作した作品の試写会や関連商品の展示や販売を区内
で活発に出来るように、小さくて低利用料金のギャラリー（15
～50名以下）を複数以上設けること。
⑥録音スタジオは出演者数によって、あるいは音声、音楽、
効果音、ナレーション録りなどの目的に応じてスタジオの仕
様や規模が異なるが、計画にある録音スタジオはどの程度
のものを想定し、スタジオの使用頻度を、どの程度と見込ん
でいるのか。また、音響設備、機器とともに習熟した専門技
術者が常時居て初めて活用できるが、人材の確保をどのよ
うに考えているのか。
⑦録音スタジオは、音楽、映画、演劇など諸分野の専門家や
区民愛好者など、それぞれの活用にも応えるものか。
⑧区内の事業者とその下で働くスタッフの支援だけでなく、
アート系の作家やそれをめざす学生、自主制作をする人々
への支援も重要。個人や小さな集団が活用できるデジタル
機器を含めた制作環境と、作品発表と情報発信の場を整
え、映画祭への出品や参加を支援することなどの施策が求
められる。

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

63

○①作品製作などに関しては、スタジオなどの共同
利用施設整備に対する支援を行い、産業全体の発
展を図ることを通じ、製作労働環境の改善に必要な
産業基盤の強化にも取り組んでいきます。
※②国ではアニメ、映画、音楽などのコンテンツ産業
を世界に通じる日本ブランド戦略の重要産業と位置
づけ、強力に諸施策を推進することとしています。今
後、国・都とも連携し、対応を検討していきます。
※③～⑧具体的な支援策については、今年度アニメ
産業集積の活性化策を調査・検討しているところで
す。いただいたご意見は施策を実施する際の参考と
させていただきます。

パブ
リック
コメント

11



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

64

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

「（３）アニメ文化を通して練馬の魅力を高める」の項につ
いて
アニメーションを文化として区民が親しみつつ誇りと思え
る環境作りが、このプロジェクトで最も重要。区民が日常
的にアニメーションの楽しさに触れ合える環境づくりに力
を注ぐべき。
ー質問ー
①アミューズメント施設には、具体的にどんなものが対象
となるのか。その設備支援とは、どのようなことを考えて
いるのか。
②区内の学校へのアニメ出前講座「ネリタンアニメ講座」
とは、何をどのように実施するのか。
③アニメーションの制作現場の見学コースの整備は、具
体的にどのようなコースを考えているのか。
④「ふるさと文化館でのアニメーション資料の展示、観光
資源としての活用」とありますが、観光資源にするための
プランをどのように考えているか。
ー提案ー
（１）アニメーションの上映鑑賞会を奨励し、区民が身近な
場所でアニメーションの素晴らしさに接することができる
ようにすること。
①区内各文化施設の上映鑑賞設備を整備すること。（防
音設備、プロジェクター、スクリーン、音響設備、防音環
境など）
②区民が自主的に開催する上映鑑賞会を、積極的に支
援し、経済的負担が軽減するように配慮すること。
③世界中のアニメーションの鑑賞を通じて、国際理解や
交流を深める手立てとする。少なくともで、フランスのアニ
メーションやアヌシーで受賞した作品のＤＶＤライブラリー
などを設けて、広範な区民が手軽に鑑賞できるようにす
る。

パブ
リック
コメント

※①区民だけでなく、区外からの観光客をも対象と
して、アニメ制作や作品を紹介する民間アミューズメ
ント施設の誘致、整備支援を検討しています。
※②区内の子どもを対象に、区の地場産業であるア
ニメ産業の概略を説明するとともに、実際に制作体
験を行い、アニメを深く理解してもらうことをめざして
います。
※③小学校の社会科見学や区外からの観光などで
見に来てもらえるよう、常時見学できる場の設定を
検討しています。
※④展示・体験を通して楽しみながら練馬区の特色
を学べるように考えています。
ー提案ー
※①練馬文化センターなどの施設では一定程度整
備されているものと考えます。
※②区内で製作された優れたアニメ作品の上映会
の開催に関しては、可能な範囲で後援等の支援を
実施します。
※③アニメカーニバル等のイベントにおいて、国際
的映画祭受賞作品の上映の実施を図ります。

65

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

「アニメプロジェクト」に関心を持っている。
「アニメ」にこだわる理由は
１．練馬区には残念ながら「強い個性がない」。２３区は東
京都と言う巨大な組織の傘下で、それぞれに、個性が出
し難い立場にある。これを打破するにはかなり強力な個
性を打ち出す必要がある。それには「アニメ」が一番よ
い。
２．「プロジェクトの指標」と目標値を見ると、残念ながら、
この程度では弱い。他の地区でも、アニメに興味を持って
いるところがあるし、それなりにアニメの街として売り出そ
うとしている。
３．他の地区と競争するには、スピードとパンチ力が必要
である。
４．それには、早く全国的に名乗りを上げることである。
以上の理由から、練馬区主催の「全国アニメ・コンクー
ル」を提案する。
現在、松山市では、「俳句甲子園」の名前で、毎年夏に全
国の高校単位で俳句を募集して、多数の高校が各県の
予選を勝ち抜いて、松山市で日本一を決めており、すで
に全国で知られる存在になっている。
練馬の場合はアニメであるから、
１．高校に限らずに「一般」と「学生」に分ける。仮称「アニ
メ日本シリーズ」
２．応募は「絵コンテ」「３０分前後」などの条件をつけて一
次審査をして、何本かの当選作を「日大芸術学部」と「東
映大泉」で作品化して、日本一を決める。などいろいろな
細部はプロジェクトチームで煮詰めたら良いと思う。
３．松山市は人口５７万人くらいで練馬区より小さい。そ
れなのに、練馬区は２３区の一つとしか見られず、全国規
模のイベントが出来ないのは情けないと思う。どうか、元
気を出して、思い切った企画を打ち出してほしい。（８月２
４日の読売新聞　文化欄のマンガ５０年、トキワ荘のよう
にＰＲに使えないか）

パブ
リック
コメント

※アニメプロジェクトでは、アニメ文化を通して練馬
区の魅力を高めるため各種の事業を展開する予定
です。ご提案の「全国アニメコンクール」については、
既に実施している「アニメクリエイターズアワード（ア
ニメ企画コンテスト）」等の今後の事業の参考とさせ
ていただきます。

12
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掲
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　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

66

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

アニメは公共が介入するものではない。区民
の意見をよく聞いて、やるかどうか判断すべ
き。アニメについてはその業界に任せておけば
よいと思う。

パブ
リック
コメント

※練馬区は日本のアニメ産業発祥の地であり、現在も９０
社を超えるアニメ関連企業が所在し、日本一の集積地と
なっています。そうした中、国ではアニメ、映画、音楽など
のコンテンツ産業を世界に通じる日本ブランド戦略の重要
産業と位置づけ、強力に諸施策を推進することとしていま
す。そこで区では、２１年１月にアニメ産業振興の根幹とな
る「練馬区地域共存型アニメ産業集積活性化計画」を策
定しました。本計画の策定の際には、区民意見反映(パブ
リックコメント)制度により、区民や事業者の方から各種ご
意見をいただいています。この産業集積をさらに拡大・強
化し、区内産業全体の活性化を図るとともに、アニメ文化
を育み、練馬区の魅力を高め、観光振興につなげることを
めざしています。なお、アニメ産業の振興策に関しては、
区内の多くのアニメ事業者が参加する「練馬アニメーショ
ン協議会」が自主的に行う事業活動に対し支援することを
基本としています。

67

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

「アニメ」について。ハコものには抵抗がある。
まずは区のＨＰやポスターなどで活用してはい
かが？（区のＨＰはかなりヤボったいので）

区政モ
ニター
アン
ケート

※アニメプロジェクトでは、区が直接建物を整備する
ことは考えていません。
○練馬区独自のアニメキャラクターを開発し、区の
ホームページをはじめ、各種事業・イベント等で活用
することを検討していきます。

68

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

アニメプロジェクトにお金をかけるのはあまり
賛成できない。今あるものをうまく生かすのな
らよいが、箱物などを新たに作ることはしない
方が良いと思う。（税金の使い道として適切か
と言うと疑問です）

区政モ
ニター
アン
ケート

○アニメプロジェクトでは、区が直接建物を整備する
ことは、考えていません。事業の推進にあたっては、
東京都と連携し、財源の確保を図っています。また、
アニメ産業の振興策に関しては、区内の多くのアニ
メ事業者が参加する「練馬アニメーション協議会」が
自主的に行う事業活動に対し支援することを基本と
しています。

69

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

アニメ産業自体が極めて脆弱な経営基盤しか
もたないことを考えると、構想実現のためには
相当な覚悟を持って臨まないと達成は困難で
あり、ひとつ間違うと税金の垂れ流しに繋がり
かねず非常に心配されるプロジェクトに感じ
る。
コンテンツ産業を始め知識集約型の産業をと
いうのは理想ですが、企業の誘致を含め、人
材育成、施設整備などどれをとっても継続的に
資金の必要なものであり、また投資効果もさほ
ど高くはないアニメ産業の活性化を未来プロ
ジェクトの柱のひとつとして掲げる以上、資金
も含め年度毎の具体的な目標を立てて取り組
むべきであろう。
光が丘の小学校４校を廃校にあたり、例えば
アニメ関連産業を誘致する利用方法の一つと
して、校舎を格安の賃料で提供する企業誘致
候補として検討に上がらなかったのか。校舎
の跡利用の事例で言えば、台東区の「デザイ
ナーズビレッジ」など成功例もあると思う。

区政モ
ニター
懇談会

○アニメプロジェクトでは、区が直接建物を整備する
ことは考えていません。事業の推進にあたっては、
東京都と連携し、財源の確保を図っています。また、
アニメ産業の振興策に関しては、区内の多くのアニ
メ事業者が参加する「練馬アニメーション協議会」が
自主的に行う事業活動に対し支援することを基本と
しています。
計画事業の一つである企業集積に向けたアニメスタ
ジオ等の施設整備支援に関しては、学校跡施設等
の利用目的を満了した公共施設の活用も含め検討
していきます。

13
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掲
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目
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意
見
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　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

70

第2部
第１章
３　アニ
メプロ
ジェクト

アニメ関連事業は近隣自治体でも取り組まれ
ているため、新規性はない。また、アヌシー市
との産業交流とあるが、アヌシー市は映画祭を
開催しているため、具体的な取り組みとしては
映画作品の出品ということになるのか。議員が
視察に行くようなことになるのはおかしい。国
際アニメビジネスセンターもどのようなものに
なるのかよく分からない。費用対効果が適正な
取り組みをお願いしたい。有形の効果は税収
増であり、これが一つの尺度である。さらに、
専門学校の誘致とあるが、他区でも立地して
いるため、練馬区でもやることに対して疑問が
ある。

区民と
区長の
つどい

※練馬区は日本のアニメ産業発祥の地であり、現在
も９０社を超えるアニメ関連企業が所在し、日本一の
集積地となっています。そこで区では、２１年１月に
アニメ産業振興の根幹となる「練馬区地域共存型ア
ニメ産業集積活性化計画」を策定しました。長期計
画ではこの計画を踏まえてアニメプロジェクトを設定
しています。
　アヌシー市とは平成21年４月に、アニメを通じて産
業交流をすることとしました。国際アニメビジネスｾﾝ
ﾀｰは海外から区内アニメ事業者へ、また区内事業
者から海外へのビジネスに関する問合せや相談に
関して直接外国語で対応できる人員を配置すること
を考えています。アニメ関連の事業の推進にあたっ
ては、東京都と連携し、財源の確保を図っています。
また、アニメ産業の振興策に関しては、区内の多く
のアニメ事業者が参加する「練馬アニメーション協議
会」が自主的に行う事業活動に対し支援することを
基本としています。専門学校の誘致については、人
材育成支援として調査・検討します。

71

第2部
第１章
４　人
づくりプ
ロジェ
クト

年齢は問わない生涯教育をする「ねりま区民
大学」を設立して欲しい！

パブ
リック
コメント

○新基本構想の｢未来の練馬をはぐくむ｣視点を具
体化する｢人づくりプロジェクト」の主要な取組とし
て、「（仮称）ねりま区民大学」を設置し、地域活動を
担う人材の育成や区民の生涯にわたる学習機会の
提供とともに生涯学習活動の一層の充実を図ってい
きます。

72

第2部
第１章
４　人
づくりプ
ロジェ
クト

青少年の自立支援について、この１０年位の
間に、就労せず、自宅で親にパラサイトしてい
る若い男女が周辺で増えてきている。男子は
高校中退でそのまま１０年以上もブラブラして
おり、女子の多くが、子持ちの離婚者である。
親は豊かな家庭でないことが多く、老親の年
金に依存して暮らす４０～５０歳の息子もいる。
親がなくなった後、当然無収入になり、行政の
お世話になることになる。本人の無自覚と親は
世間体を気にしつつも、ズルズルと過ごしてし
まったもの思われる。こうした人々をこれ以上
増やさぬためにも相談窓口を作って、早い時
期に手を差しのべてやって頂きたいと思う。放
置できない問題である。

パブ
リック
コメント

○ワークサポートねりまなど、国や都の関係機関と
協力し、雇用や職業訓練についての情報提供や職
業相談を行っていきます。また、青少年の自立支援
について、平成２０年度から「わかものスタート支援
事業」として、若者の就労を促進するため、就労に必
要な技能のひとつであるパソコン実務講座やコミュ
ニケーション能力・面接のスキル等を習得する就職
活動支援講座を実施しています。さらに、就労困難
な青少年を抱える家族を対象として、家族にできる
対応と支援について講演会を開催しています。今後
は、自立支援に関わる教育、福祉、保健医療、就労
支援等のネットワークの構築や個人の状況に応じた
適切な支援を継続的に実施していくための事業のあ
り方等について検討していきます。

73

第2部
第１章
４　人
づくりプ
ロジェ
クト

地域コミュニティの１つとして子ども会がある
が、支えの必要な子どもに対して、子ども会が
実質的に関わることはない。特定の目的のた
めに、地域の人と人をつなぐことができる専門
性のある人材育成について何か考えはあるの
か。

区民と
区長の
つどい

○現在も福祉や子育て支援など、さまざまな分野で
の人材育成事業を実施していますが、これらを総合
化する（仮称）ねりま区民大学を活用しながら、人材
の育成に取り組みます。

74

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

区民は家の中で静かにしている人が多い。コ
ミュニティを早期に増やして欲しい。

パブ
リック
コメント

○地域コミュニティは区民の多様な活動によっては
ぐくまれるものと考えています。区は区民の自主性・
主体性を尊重しながら、地域の実情に応じた支援策
を検討し実施します。

14
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　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
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※・・・その他

75

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

地域コミュニティ活性化プロジェクトの年度見
込と目標の一覧を示して欲しい。

パブ
リック
コメント

○地域コミュニティ活性化プロジェクトの内容につい
ては、今後、区民参加の検討組織を設置し、十分検
討したうえで、地域の実情に即した支援策を具体化
していきます。長期計画を策定する際には、長期計
画事業「地域コミュニティ活性化の支援体制の整備」
の22年度～24年度の年次別計画をお示しします。

76

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

中学校は違う地域に住んでいても自分の行き
たい中学校へ通えるように、敬老館や老人向
け施設も住んでいる場所と違うところを利用し
ている。地域をどのように構築していくのか疑
問だ。
地域コミュニティ活性化プロジェクトの中身はど
こを見れば分かるのか教えて頂きたい。

区政モ
ニター
懇談会

○地域コミュニティ活性化プロジェクトの内容につい
ては、今後、区民参加の検討組織を設置し、十分検
討したうえで、地域の実情に即した支援策を具体化
していきます。長期計画を策定する際には、長期計
画事業「地域コミュニティ活性化の支援体制の整備」
の22年度～24年度の年次別計画をお示しします。

77

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

賃貸住宅の住民でも地域コミュニティに入りや
すいような活性化プログラムであってほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○地域コミュニティの活性化を図るためには、賃貸
住宅にお住まいの方も含め、区民が地域活動に参
加しやすい環境づくりや、地域活動団体の支援な
ど、多くの取組が必要であると考えています。今後、
区民参加により十分検討したうえで、地域の実情に
即した支援策を具体化していきます。

78

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

地域コミュニティがしっかりしているとは思えな
い。コミュニティの育成とグループの性質と歯
止めが必要。

区政モ
ニター
アン
ケート

○地域コミュニティの活性化を図るためには、区民
の皆さまの自主性・主体性を尊重しながら、地域活
動に参加しやすい環境づくりや地域活動団体の支
援など、多くの取組が必要であると考えています。今
後、区民参加により十分検討したうえで、地域の実
情に即した支援策を具体化していきます。

79

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

地域コミュニティ重視は良いが、支援の方法と
支援する団体の性格、活動等のチェックが不
可欠。

区政モ
ニター
アン
ケート

○地域コミュニティの活性化を図るためには、区民
の皆さまの自主性・主体性を尊重しながら、地域活
動に参加しやすい環境づくりや地域活動団体の支
援など、多くの取組が必要であると考えています。今
後、ご指摘の支援方法や支援対象等も含め、区民
参加により十分検討したうえで、地域の実情に即し
た支援策を具体化していきます。

15



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

80

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

「地域コミュニティ活性化プロジェクト」に「地域
活動団体を支援する」とあるが、どのように町
会・自治会への加入を促進していくのか。町
会・自治会に魅力がない。町会・自治会の活動
に創造性を乗せていく必要があるのではない
か。

NPO交
流会

※町会・自治会の加入率は低下傾向にあります。区
ではこれまで、町会・自治会への加入促進を図るた
め、加入の呼びかけを行うための冊子やパンフレッ
トを作成するほか、町会・自治会がホームページを
立ち上げる際の作成支援等を行ってきました。町
会・自治会に関する区民意識意向調査などの結果
を踏まえ、加入促進や活動が活発化するための施
策を検討し、加入率向上に向けた区の支援策を効
果的に推進していきます。

81

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

「地域コミュニティ活性化プログラム」の策定の
前にまず町会・自治会を活性化すべきではな
いか。区はコミュニティに関しては31年前に基
本構想の中で位置づけているにもかかわら
ず、実現されていない。

区民と
区長の
つどい

※町会・自治会の加入率は低下傾向にあります。区
ではこれまで、町会・自治会への加入促進を図るた
め、加入の呼びかけを行うための冊子やパンフレッ
トを作成するほか、町会・自治会がホームページを
立ち上げる際の作成支援等を行ってきました。町
会・自治会に関する区民意識意向調査などの結果
を踏まえ、加入促進や活動が活発化するための施
策を検討し、加入率向上に向けた区の支援策を効
果的に推進していきます。

82

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

１　区報特集号５ページ「５地域コミュニティ活
性化プロジェクト」のうち、特に(１)地域活動団
体を支援する。（５）地域活動推進拠点を整備
する　の協力推進を願います。高齢化が進ん
でいます。

教育委
員会関
係団体
説明会

※地域活動団体への支援、地域活動推進拠点の整
備も含めた、地域コミュニティを活性化するための具
体的な方策については、来年度以降、区民参加によ
り検討する場を設け、「（仮称）地域コミュニティ活性
化プログラム」を策定し、順次、実施していきます。

83

第2部
第１章
５　地
域コミュ
ニティ
活性化
プロ
ジェクト

１　ねりま未来プロジェクト４および５（計画素
案２５～２７ページ）の、地域活動の入口づくり
や地域活動団体のネットワーク化など推進整
備により、活動がより深まることに期待します。

教育委
員会関
係団体
説明会

※地域活動団体への支援、地域活動推進拠点の整
備も含めた、地域コミュニティを活性化するための具
体的な方策については、来年度以降、区民参加によ
り検討する場を設け、「（仮称）地域コミュニティ活性
化プログラム」を策定し、順次、実施していきます。

84

第2部
第3章
各政
策・施
策の内
容＜全
体＞

提案として少子化と高齢化の対策として幼稚
園と老人ホームの合体、一人暮しの支援策の
大学生の御用ボランティアを。

区政モ
ニター
アン
ケート

※練馬区では、高齢者福祉施設と保育施設の整備
にあたり民間誘致を進めていますが、施設の併設に
ついては立地条件などを考慮する必要があるため、
今後の検討課題とさせていただきます。
※「一人暮しの支援策の大学生の御用ボランティア」
については、今後の検討課題とさせていただきま
す。

85

第2部
第3章
各政
策・施
策の内
容＜全
体＞

子育て支援と高齢者について優先して頂きた
い。

区政モ
ニター
懇談会

○子ども分野の重点事業として子育て支援施設の
充実、健康と福祉分野の重点事業として高齢者の
生活を支援する施設の整備を進めます。
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86

第2部
第3章
各政
策・施
策の内
容＜全
体＞

無益な豪壮箱物は要らない。保育所や老人介
護所を質素でも充足するよう責任を持つべき。

パブ
リック
コメント

○子育て家庭が必要なサービスを必要なときに利用
でき、就学前の子どもが健やかに成長できるよう、
私立保育所・認証保育所の誘致・新設等による待機
児童解消や延長保育・病後児保育・一時預かり等の
多様な保育サービスの拡充等に取り組みます。ま
た、区立保育所の委託化などにより効率的な園運営
を図り、財政的資源、人的資源を効果的に活用して
いきます。
　また、区では、特別養護老人ホームの整備にあ
たって民間誘致を進めています。そのために、定期
借地権制度や、区や都などの公有地の活用に加
え、都営住宅の建て替え時での用地確保など、様々
な手法により特別養護老人ホームの建設促進を
図っていきます。

87

政策11
子ども
と子育
て家庭
を地域
で支え
る

子どもを呼び込む取組も必要。
町会連
合会支
部会

※子育て支援施策・事業の実施にあたっては、子育
て家庭や子どもに分かりやすい周知を図るとともに、
利用者・関係団体から意見を伺い、反映させること
で、利用しやすい制度となるよう取り組みます。

88

政策11
子ども
と子育
て家庭
を地域
で支え
る

欧米では乳幼児教育に力を入れている。練馬
区でも乳幼児教育など子どもにお金を使って
ほしい。

区民と
区長の
つどい

○子どもが健やかに成長できるよう、幼稚園・小学
校連携の視点を大事にして、幼児への教育の充実
を図るとともに、保育所待機児童の解消や、多様な
保育サービスの充実に取り組みます。

89

施策
111　地
域で子
育てを
支える

「次世代を担う子どもの健やかな成長を支え
る」基本政策に今までのような保育サービスの
充実のみならず、乳幼児期からの在宅子育て
家庭への支援の充実、青少年の健全な育成
に向けた取り組みとして‘地域全体で子どもを
見守り育てる仕組みづくり’がすすむことを願
う。
学校が地域の核となることももちろん大切かつ
必要なことだが、そこに限界がある。0歳～18
歳までの子どもたちと、育てる親たちを地域住
民が主体的に支えることができる、新しい地域
コミュニティを、新しい事業として、区と区民の
協同で実施することが必要である。学校と地域
の子育てコミュニティが連携をとれることで、子
どもたちの健やかな成長は実現できる。
具体案として、実施計画「外遊びの場の提供
事業」において、区のみどりを活かした自然豊
かな環境のなかで子どもたちが外で遊び、親
や教師だけでなく、地域の様々な人が子ども
のと関わることができ、0歳～18歳の子どもの
育つ力と、親の育てる力を、地域で支えられる
事業の実施を希望する。

パブ
リック
コメント

○外遊びの場の提供事業については、公園などを
活用して、幅広い年齢層での交流や様々な体験など
ができる事業を考えています。この事業を通して、地
域で子育て・子育ちを支えられるよう今後検討してい
きます。

90

施策
111　地
域で子
育てを
支える

プレーパークは親側からの要望で週2から週4
日開催になり、消耗品を補充するお金などが
足りず、来年度は開催できないかもしれない。
子供たちにとって、親たちにとって、当たり前に
あった遊び場がひとつ無くなるのは残念。

パブ
リック
コメント

○プレーパークではありませんが、同様の趣旨であ
る「外遊びの場の提供事業」の実施を検討していき
ます。
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91

施策
111　地
域で子
育てを
支える

子どもに関わる社会問題を予防するために、地域の人と
人のつながりが温かい　’地域の子育てコミュニティー’を
つくり子どもの育つ力と子育てを見守る「プレーパーク」を
提案する。
虐待、育児不安、いじめ、学級崩壊、不登校、ニート等、
子どもに関わる様々な社会問題を予防するためには、地
域住民と地域の様々な子育て機関や教育機関が連携
し、人と人のつながりが温かい　’地域の子育てコミュニ
ティー’　の中で、子どもたちが育つ力を見守られること、
親が安心して子育てできることが望まれる。「プレーパー
ク（＝冒険遊び場）」は、地域の様々な子育て施設、教育
施設、地域の方々とつながり　’地域の子育てコミュニ
ティー’　をつくる「外遊びの場」である。遊びながら実体
験を積み重ね、本物の生きる力を育むこと、親の孤独感
や子育て不安をなくすことで、子どもに関わる様々な社会
問題を予防する。
近い将来「プレーパーク」が東京都の子育て支援政策と
なる可能性を感じているが、３０年近い活動の歴史があり
事業実施している他の区や市も多いにかかわらず、地域
との連携、事業効果の実証、そして専門スタッフ研修等
の体制が十分に整っていないプレーパーク活動が多い
現状の中、数々の課題も見えている。
そこで、練馬区の新基本構想が目指す区と市民の協働
事業として「外遊びの場提供事業」に「プレーパーク」を採
用していただき、都内の他の区や市のモデルとなるような
プレーパーク実施体制を実現していただきたく、提案す
る。
外遊びが楽しい！人のつながり温かい！だから、子育て
しやすい！子育てするなら、練馬区へ引っ越そう♪と、評
判になる「外遊びの場提供事業」の実現を願う。

パブ
リック
コメント

○プレーパークではありませんが、同様の趣旨であ
る「外遊びの場の提供事業」の実施を検討していき
ます。

92

施策
111　地
域で子
育てを
支える

学校の部活動に参加している生徒はよいが、
そうでない子どもたちのフォローが大切であ
り、地域とのつながりが求められている。子ど
もが監視されるような室内は子どもも行きにく
い。プレーパークなど室外のオープンな居場所
づくりが必要だと感じている。

区民と
区長の
つどい

○プレーパークではありませんが、同様の趣旨であ
る「外遊びの場の提供事業」の実施を検討していき
ます。

93

施策
111　地
域で子
育てを
支える

学校応援団、児童館、区民館など子供たちの
放課後の生活は自分が子どものころよりはる
かに充実していると思うが、今の子供達に足り
ないと感じているのは外遊びである。土に触
れ、木に登り、水や火を感じ泥だらけになって
遊ぶ場が欲しいと思っている。

教育委
員会関
係団体
説明会

○子どもの外遊びの機会の提供としては、青少年育
成地区委員会で行っているキャンプや川遊び、放課
後や休日などにさまざまな自然体験やものづくりな
どができる「ねりま遊遊スクール」（地域団体等に委
託）などがあります。また、各学校開放運営委員会・
学校応援団に委託して、児童放課後等居場所づくり
（ひろば）事業や校庭開放事業を実施し、子どもたち
が放課後や休日を校庭で過ごせるようにしていま
す。
　さらに、公園などを活用して幅広い年齢層での交
流や体験ができる｢外遊びの場の提供事業」の実地
を検討していきます。

94

施策
111　地
域で子
育てを
支える

子どもが安心して遊べる環境の創出を望む。
それには子どもが遊べる場の増設、整備と生
活道路における車両通行の制限強化（一方通
行の徹底的推進や車両通行禁止時間を朝～
日暮れまで拡大するなど）が不可欠であると思
うので、計画に具体的に織込んでいただきた
い。

区政モ
ニター
アン
ケート

※子育てのひろばの増設、外遊びの場の提供事業
の検討・実施、放課後子どもプランの推進などによ
り、安心して遊べる場の創出に努めます。
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95

施策
111　地
域で子
育てを
支える

練馬区次世代育成支援行動計画（平成
17(2005)年度～21(2009)年度）の現時点での
実績について説明し、計画どおりにならなかっ
た理由について回答してほしい。

パブ
リック
コメント

※練馬区次世代育成支援行動計画のうち、保育所
等の入所定員、延長保育、病後児保育、ショートス
テイ、トワイライトステイ、乳幼児一時預かり事業に
ついては目標を達成していますが、一時保育（現一
時預かり）および緊急一時保育（現短期特例保育）
については、目標に至っていません。一時保育は、
今年度中に2か所、来年度に1か所で開始予定で、
目標の7か所を達成する予定です。また、緊急一時
保育は、保育員の退職等により目標に至っていませ
ん。今後、保育員の補充など鋭意努力していきま
す。

96

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

保育園（延長、病後・・・含む）の必要充分量の
増設。子育て支援の充実・拡大をはかり、子育
て世帯の区内定着、さらに他区からの移入促
進を図る。

パブ
リック
コメント

○保育所の待機児童の解消のために、私立認可保
育所、認証保育所の誘致などを進め、平成22～26
年度の5年間で約1,900人の受け入れ枠を拡大する
ことををめざしていきます。また、延長保育、病後児
保育、一時預かり等子育て世帯の保護者の多様な
就労形態やさまざまな保育サービスへの要望にお
応えするため、多様な保育サービスを拡充していき
ます。

97

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

「待機児童」の施策が弱い
パブ
リック
コメント

○保育所待機児童の解消のために、平成17～21年
度において、約760人の受け入れ枠を拡大しました。
しかしながら、保育所の入所希望者は増加してお
り、待機児童対策は、区政の最重要課題の一つであ
ると認識しています。
　そこで、長期計画では、私立認可保育所、認証保
育所の誘致などを進め、平成22～26年度の5年間で
約1,900人の受け入れ枠を拡大することを目標とし、
待機児童の解消をめざしていきます。

98

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

今年の保育園待機児は429人とのことだが、緊
急的な具体的な対応をどのように考えている
か。新基本構想と長期計画の素案では、具体
的な提案がなされていないようですので、具体
的な政策を望む。

パブ
リック
コメント

○保育所待機児童の解消のために、平成17～21年
度において、約760人の受け入れ枠を拡大しました。
しかしながら、保育所の入所希望者は増加してお
り、待機児童対策は、区政の最重要課題の一つであ
ると認識しています。
　そこで、長期計画では、私立認可保育所、認証保
育所の誘致などを進め、平成22～26年度の5年間で
約1,900人の受け入れ枠を拡大することを目標とし、
待機児童の解消をめざしていきます。

99

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

第4-1から
子育て家庭の支援で、安心して誰でも子供を
保育園に早期に預けられる体制を整えて欲し
い。

パブ
リック
コメント

○保育所待機児童の解消のために、平成17～21年
度において、約760人の受け入れ枠を拡大しました。
しかしながら、保育所の入所希望者は増加してお
り、待機児童対策は、区政の最重要課題の一つであ
ると認識しています。
　そこで、長期計画では、私立認可保育所、認証保
育所の誘致などを進め、平成22～26年度の5年間で
約1,900人の受け入れ枠を拡大することを目標とし、
待機児童の解消をめざしていきます。

100

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

第４章分野別の基本政策の子育てについて。
働きたいお母さんが、子どもが小さい為に就労
につけない事がある。子どもを保育園に預け
たいのに審査が厳しく子どもを預けられない事
がある。家族の収入等でもっと優遇を与えてほ
しいと思う。

区政モ
ニター
アン
ケート

※私立認可保育所・認証保育所の誘致などを進め、
平成22～26年度の5年間で約1,900人の受け入れ枠
を拡大することを目標とし、待機児童の解消をめざし
ていきます。また、現在、入園選考時に、ご家族の収
入状況により、生活保護世帯で2点、非課税世帯1点
の調整指数を付与しており、同点選考では収入の低
いご家庭を優先しています。

19



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

101

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

「多様な保育サービスの充実」で保育施設につ
いて28施設増ということになる。平成20年度か
ら21年度で保育所受け入れ枠が151人増加し
ているにもかかわらず、今後５年間では28施
設しか増えずに、目標が達成できるのか。

区民と
区長の
つどい

○「多様な保育サービスの充実」における施設の整
備数は、病後児保育・一時預かり・延長保育等のさ
まざまな保育サービスを拡充する目標値です。な
お、保育所待機児の解消のために、私立認可保育
所・認証保育所の誘致・新設と既設の保育所の増改
築等により、今後5年間で約1,900人の受け入れ枠の
拡大をめざします。

102

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る　他

区民参加というのなら、区民が「うんざりする」
行政の姿勢は改めるべき。保育園、学童クラ
ブの委託により、保護者の間に不安と怒りが
ある。区民参加で「基本構想」をつくっていこう
とするのなら、区長や課長レベルの認識から
改める必要があると考える。

パブ
リック
コメント

※新基本構想は、平成19年度から、幅広い区民の
皆さまの参加を得ながら検討を進め、平成21年12月
に策定しました。
△区立保育園の運営業務の委託にあたっては、保
護者の皆さまにご理解をいただくことを第一に、心配
や不安を解消していただけるよう、意見交換会や説
明会を実施してきました。今後も、安心してお子様を
お預けいただけるように配慮していきます。多様な
保育サービスを提供するためにも、引き続き、保育
園や学童クラブの運営業務の委託を行っていきま
す。運営するのは受託をした事業者ですが、区立で
あることには変わりありませんので、区が責任を持っ
て対応していきます。

103

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る　他

「協働」という名の保育園や学童クラブの民間
委託はとりやめるべき。国も方向転換をはじめ
たように、強引な民間委託はやめ、行政が責
任を負って必要なサービスをすすめることを明
記すべき。

パブ
リック
コメント

△区立保育園の運営業務の委託にあたっては、保
護者の皆さまにご理解をいただくことを第一に、心配
や不安を解消していただけるよう、意見交換会や説
明会を実施してきました。今後も、安心してお子様を
お預けいただけるように配慮していきます。多様な
保育サービスを提供するためにも、引き続き、保育
園や学童クラブの運営業務の委託を行っていきま
す。運営するのは受託をした事業者ですが、区立で
あることには変わりありませんので、区が責任を持っ
て対応していきます。

104

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

46ﾍﾟｰｼﾞ　「就学前の子どもの成長を支える」
は、「保育サービスを充実する」とした方が良
い。

パブ
リック
コメント

△46ページの「就学前の子どもの成長を支える」とい
う施策名については、平成18～22年度練馬区新長
期計画において、「保育サービスを充実する」として
いました。しかし、今回の長期計画素案の策定にあ
たって、次世代を担う子どもたちの健やかな成長を
支援するため、基本政策の柱の一つに新たに子ども
分野を設けました。この政策を年齢層に応じて体系
的に進めていくため、「就学前の子どもの成長を支え
る」を施策名とし、各種保育サービスの充実ととも
に、保育と教育の総合的な提供等をめざしていま
す。
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105

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

保育室は、制度発足以来４０年近くにわたって、児童福祉法２４
条但し書きに基づいた保育施設として、保育に欠ける児童の保
育を基本としながら、小規模の利点を活かし、保護者と子どもの
要望にきめ細かく柔軟に対応してきたが、都が２００１年度に認
証保育所制度を創設して以来、認証保育所への移行を進め、保
育室制度についても廃止の方向性を示してきた。練馬区も都の
施策を受け、保育室の認証化を進めてきたが、区にあった保育
室のうち、いままでに３園が認証に、１園が認可に移行したもの
の、残り９園は、移行の為の移転や改築に多額な費用と時間、
認証基準や条件から、認証保育所への移行がままならない状況
にある。長期計画素案の中には、保育所の待機児童の解消を目
指す重点事業として、２０１４年までの間に私立保育所・認証保育
所の誘致及び新設、そして既設の保育所の増改築等により約１
９００名の受け入れ枠拡大を目指すことが示されている。また、認
証保育所・家庭福祉員などの認可外保育施設の量・質の充実を
図ること、と記されているが、保育室への言及はない。次世代育
成支援対策協議会においても、これをうけ、２０１０年度からの次
世代育成支援計画の策定にむけ、審議を始められると伺ってい
る。
　現在までの計画では、保育室は公的な保育の一環として位置
づけられ、「保育の充実のための助成をします」と明記されてい
る。
保育室は、練馬区の保育を支えていく意欲と蓄積を充分に備え
ており、今後も保育活動を安定して継続できるよう、新しい計画
の中にも、是非保育室を位置づけて下さるようお願いする。ま
た、長期計画案でも「認可外保育施設の量・質の充実」がうたわ
れているが、最近都内各地の認証保育所などで、運営面だけで
なく、給食、保育士の確保など「保育の質」についても問題が指
摘されることが多くなっている。様々な保育サービスの充実、必
要なサービスが必要な時にうけられるようにする事は絶対に必
要であるが、「保育の質」がないがしろにされてはならないと感じ
ている。とりわけ重要なポイントは各保育施設の保育士が安定し
て働き続けられる条件整備ではないか？今後行われる審議にお
いては、これらの点を踏まえ、「保育の質」についてもしっかり検
討していただきたい。練馬区の子どもたちが格差なく同じように
健やかに成長していく事が出来る環境を作っていけるよう、練馬
区が保育室を含む認可外保育施設に、充分な助成をするよう
に、新しい長期計画に反映していただきたい。

パブ
リック
コメント

△東京都は、保育室の認証保育所への移行促進を
行い、保育室制度のあり方を検討していますので、
現時点では保育室として今後の計画に位置づけるこ
とは困難です。今後、区としては、東京都の動向を
注視しながら、引き続き、各保育室の個別事情に応
じた安定的運営体制への移行を支援していきます。
また、東京都には認証保育所へ移行したくとも移行
できない状況を踏まえた要件緩和策を講じるように
要請していきます。

106

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

区報特集号５ページに関して：
「次代を担う子どもの健やかな成長を支える」
とありますが、障害を持った子どもたちに対し
てはどのようにお考えですか。実際に、障害を
持った子どもたちは、自宅近くの幼稚園・保育
園に通えず、受け入れてくれる数少ない園を
探さねばなりません。
　「特別支援学級の増設」では、小中学校の増
設は計画されておりますが、幼稚園・保育園に
関してはどのようにお考えですか。障害を持っ
ているとお話しただけで断られてしまう場合も
あります。

教育委
員会関
係団体
説明会

※区立幼稚園では、心身に障害があると思われる
幼児を各園で若干名受入れています。私立幼稚園
においては、心身に障害のある幼児を受け入れてい
る園に心身障害児保育委託を行い、区としては、受
け入れ園の広がりを図っています。区立保育所にお
いては障害児を各園3名まで受入れ、統合保育（健
常児と障害児を一緒に保育する制度）を実施してい
ます。障害児保育は、原則として3歳児クラス以上で
障害の程度が中・軽度で統合保育が可能な児童を
対象にしています。障害児保育の条件を満たしてい
る児童であれば障害児であることを理由に申込みを
お断りすることはありません。なお、長期計画では
「（仮称）こども発達支援センター」の整備を計画して
おり、診察・相談や療育等を通して発達に心配のあ
る子どもたちの発達を支援していくとともに、乳幼児
期から成長段階に応じた一貫した支援ができるよ
う、幼稚園・保育所等の関係機関と連携を図ってい
きます。
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107

施策
112　就
学前の
子ども
の成長
を支え
る

練馬区には小学生以下の障害児を教育する
制度がない。保育園で障害児を受け入れる枠
はあるが、全員が通えるわけではない。

区政モ
ニター
懇談会

※区立幼稚園では、心身に障害があると思われる
幼児を各園で若干名受入れています。私立幼稚園
においては、心身に障害のある幼児を受け入れてい
る園に心身障害児保育委託を行い、区としては、受
け入れ園の広がりを図っています。区立保育所にお
いては障害児を各園3名まで受入れ、統合保育（健
常児と障害児を一緒に保育する制度）を実施してい
ます。障害児保育は、原則として3歳児クラス以上で
障害の程度が中・軽度で統合保育が可能な児童を
対象にしています。障害児保育の条件を満たしてい
る児童であれば障害児であることを理由に申込みを
お断りすることはありません。なお、長期計画では
「（仮称）こども発達支援センター」の整備を計画して
おり、診察・相談や療育等を通して発達に心配のあ
る子どもたちの発達を支援していくとともに、乳幼児
期から成長段階に応じた一貫した支援ができるよ
う、幼稚園・保育所等の関係機関と連携を図ってい
きます。

108

施策
113　学
齢期の
子ども
の成長
を支え
る　他

区報特集号　５ページ
政策１１：放課後子どもプランの推進：学校応
援団の設置
施策１２３：小中一貫連携教育の推進：小中一
貫教育校開校
政策１３：中高生の居場所づくり：事業の実施
拡大
　との関連について質問します。
　区立の小中一貫教育校に加え、都立の中高
一貫教育校が大泉地区に開校するとの事です
が、学校応援団や中高生の居場所づくり事業
が発展・拡大していく将来において、行政は、
各中学校のPTAやPTA連合協議会、同OB会、
PTAのOBも参画している各地域団体に対し
て、どのような役割を期待されていますでしょう
か？

教育委
員会関
係団体
説明会

○現在、進めている学校応援団や中高生の居場所
づくり事業は、学校を支えている地域住民の方々や
ＰＴＡの方々の協力がなければ、円滑な事業運営は
困難と考えています。そこで、ＰＴＡ関係者の方々に
は、学校・地域・子どもたちを繋ぐ、調整的役割や青
少年の健全育成活動に対する具体的な実践を期待
しています。

109

施策
113　学
齢期の
子ども
の成長
を支え
る

児童福祉に関して、後退することのないようお
願いしたい。（学童クラブの現状維持）全児童
クラブは子どもが放っとかれてしまう心配があ
る。共働き家庭の不足を補完する機能が必
要。

パブ
リック
コメント

○児童の放課後の居場所として、放課後子どもプラ
ンの推進を図るとともに、学童クラブ事業について
は、受入時間や障害児枠の受入拡大等により保育
サービスの向上を図ります。

110

施策
113　学
齢期の
子ども
の成長
を支え
る

放課後子どもプランの推進をもっと早いペース
で進めて欲しい。

区政モ
ニター
アン
ケート

※平成21年9月に、練馬区における「放課後子ども
プラン」連携実施マニュアルを策定しました。今後は
これに基づき、安全で安心な放課後の子どもの居場
所についてさらに充実を図っていきます。
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111

施策
113　学
齢期の
子ども
の成長
を支え
る

学校応援団に従事する人が専門職でないこと
である。そうした人たちへの講習会など働きか
けが必要でないか。子どもへの理解を深める
ための講習会などの取り組みは計画として考
えられていないのか。

区民と
区長の
つどい

※学校応援団は、学校開放運営委員会を母体に、Ｐ
ＴＡや町会・自治会、青少年委員などの地域の人達
で設立されており、専門職であることを求めているも
のではありません。しかし、様々な子どもたちや学校
との係わりの中で対応が難しい場合等もあることか
ら、それぞれの学校の課題を整理しながら、知識、ノ
ウハウや問題点を共通理解し、円滑に対応できるよ
うに研修会等の仕組みを作っていく予定です。

112

施策
113　学
齢期の
子ども
の成長
を支え
る

杉並区和田中学で始めた「土曜寺子屋」の改
訂練馬版をやればいいと思う。民間の学童保
育を拡大し充実させながら官民一体となって
取り組む必要がある。また、子ども関連施設の
参画など総力をあげて一体的に取り組む体制
を作ってほしい。

パブ
リック
コメント

※民間の学童保育は現在6か所あり、区と連携して
運営を行っています。今後のあり方については、待
機児童の状況等を考慮し対応していきます。
△学校教育においては土曜日における定期的な補
充的な学習の場の設定については考えていませ
ん。また平日の放課後等における補充的な学習の
場の設定については学校の状況に応じ、自校の教
員や区の講師による学力補充教室などを実施して
おり、現在のところ、民間委託する予定はありませ
ん。

113

政策12
子ども
が楽し
く学ぶ
ことが
でき、
地域に
開かれ
た学校
教育を
進める

子どもたちが生涯学習としての教育(how to
learn)をしっかり身につけられるように、学校図
書館での学びを支援するボランティア育成に
ついて官民両者でプロジェクトとして進められ
ないか。学校教育では望めない(主として以下
に述べるようなことを教えるには時間が足りな
い)「自立した個人づくり」を図書館が担うべき。
なぜなら生涯学習としての位置づけが図書館
の機能に大きく関わっているからである。即
ち、読解力、要約力、資料の分析力、文書作
成力、議論の仕方、会議のまとめ方、ファシリ
テーターの役割と実践、スピーチの仕方、話の
聞き方など各学年に応じた実力を附加する
サービスを子どもたちに訓練、身につけさせる
べきと考える。社会に出て本当に役立つ実力
とはこうしたコミュニケーション技術であり、そ
れらを学んでいく内に会得する人間力および
生涯学習力に他ならない。

パブ
リック
コメント

※子どもの読書活動を通して、子どもたちが、自ら考
え、判断し、表現し、さまざまな問題を解決すること
ができる資質や能力をはぐくめるよう、区を挙げて子
どもの読書活動を推進していくことが重要であると認
識しています。図書館では、関係機関と連携しなが
ら、図書館サービスの充実を図り、子どもの読書活
動を推進していきます。

114

政策12
子ども
が楽し
く学ぶ
ことが
でき、
地域に
開かれ
た学校
教育を
進める

児童の体力低下解消には、どんな事を考えて
いるか。少年団だけに任せずに学校で体力づ
くりを考えてほしい。専科の先生を増やしてほ
しい。高校生のボランティアでもよいと思う。

パブ
リック
コメント

※区教育委員会においては、体力調査を全校で実
施し、体力向上にかかわる委員会を設置したり、体
育実技の指導力を高める教員研修を実施したりする
など体力向上に向けた取組を推進しています。
△専科の教員の増加については、学級数に応じた
専科の教員の定数が規定されているため、困難で
す。高校生のボランティアについては現在のところ区
としては考えていません。
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115

政策12
子ども
が楽し
く学ぶ
ことが
でき、
地域に
開かれ
た学校
教育を
進める

地域での小学校はとても大切な拠点と感じる。
学校と地域の人たちの交流場がもっとオープ
ンな形であれば、地域コミュニティの一つにつ
ながるだろう。学校はもっと地域にオープンに
なって欲しい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○小学校は地域コミュニティにおいて重要な拠点で
あると認識しており、現在も学校の施設、設備を有
効に活用するために、PTA・町会・自治会など地域
の方々が中心になって学校応援団を設立し、学校で
様々な活動を行っています。今後、さらに充実を図っ
ていきます。

116

政策12
子ども
が楽し
く学ぶ
ことが
でき、
地域に
開かれ
た学校
教育を
進める

「学校を地域の核として位置付け、地域とのか
かわりの中で『生きる力』を育てる機会を充実
します」について、賛成。現在も地域の方が学
校にボランティアとして参加している。ボラン
ティアの方には長年培ったさまざまな経験があ
るにも関わらずに、学校は最大限に活用して
いるとは言えない。ボランティアの方は役立ち
たいと希望している。地域の方、放課後の子ど
も達がもっと学校に通い、互いに知力・体力を
向上できる場にしてほしいと。

パブ
リック
コメント

○区立小学校に町会・自治会やPTAなど地域住民
を主体とした学校応援団の設置を進めています。
　各学校応援団は、地域人材を確保し、放課後の学
校で、児童が遊び、学び、読書などをして過ごせる
「児童放課後等居場所づくり事業」を実施していま
す。
　また、地域住民の知識や経験を活かし、小学校施
設で子どもたちや地域の方々向けの講座などを企
画・開催する「地域教育資源活用事業」等を実施し
ている学校応援団もあります。今後さらに充実を
図っていきます。

117

政策12
子ども
が楽し
く学ぶ
ことが
でき、
地域に
開かれ
た学校
教育を
進める

「子どもが楽しく学ぶことができ」は、スローガ
ンとしては良いかも知れないが、確かな学力を
つけるには苦しい勉強も必要、また、豊かな人
間性は苦しさを経験しない人間には無理。

区政モ
ニター
アン
ケート

※子どもが学ぶ目的や意義を理解し、考える楽しさ
やわかる楽しさ、また、困難を乗り越える達成感を味
わえるような授業づくりに努めていきます。

118

政策12
子ども
が楽し
く学ぶ
ことが
でき、
地域に
開かれ
た学校
教育を
進める

教育について、小中学生の頃からマナーをしっ
かり教えて、全盲者が一人で歩いているときに
手を引いたりブロックへ誘導したりするような
子どもを育ててほしい。

区民と
区長の
つどい

※小中学校生活を通じて社会生活上のマナーを指
導しているほか、小中学校の道徳の授業では思い
やりや気遣いについて指導しています。引き続き豊
かな心の育成に努めていきます。

119

施策
121　地
域の特
色を活
かした
教育を
推進す
る

学校教育に地域の協力を得る為には、地域住
民（特定ではない）が学校に関心を持ってもら
わなくてはならない。そのための政策・施策は
考えているのか。

教育委
員会関
係団体
説明会

※地域住民からの理解と協力を得ることは学校教育
の充実にとって大変重要なことであると認識してい
ます。学校評議員による学校運営への支援、地域住
民の声も踏まえた学校評価の充実、地域の人材を
活かした教育活動の充実などについて今後も一層
推進していきます。
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120

施策
121　地
域の特
色を活
かした
教育を
推進す
る

子どもの教育は、現在親に問題があることが
多い。教育委員会は子供の教育だけでなく、
親の教育についての政策・施策は考えている
のか。

教育委
員会関
係団体
説明会

※子どもの健全育成には、学校・家庭・地域社会の
緊密な連携が必要であると考えています。特に子ど
もの教育についての第一義的な責任をもつ保護者
の役割は重要です。教育委員会において「道徳授業
地区公開講座」における保護者との協議会を設定す
ることや情報モラルについての講習会に保護者の参
加を呼びかけることなど様々な機会に保護者への啓
発を行うよう各学校に働きかけており、今度も一層
の充実を図っていきます。

121

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

長期計画の目標設定について、目標を高く設
定するのは素晴らしい事だが、「子ども分野」
政策・施策の中の素案・施策123　授業に対す
る理解の程度が、26年度目標で子どもの学習
の理解度100％とは如何なものか？他の施策
（112・保育所）（124・耐震）は100％の目標は
それぞれ人員・環境を整えるのは可能だと理
解できるが、この施策123の個人差がある学習
能力には100％の数値はどうしてもわからな
い。目標は、実践できる現実に近い数値が必
要ではないか。

パブ
リック
コメント

△すべての子どもが「分かる」と意識できるよう授業
改善に努めていきます。

122

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

理解度の程度を100％目指すとなっているが、
何をやろうとしているかお聞きしたい。また、教
育の中身を方向として明記してほしい。

区政モ
ニター
懇談会

※どの子にも分かるように授業を工夫し、確かな学
力を定着させたいと考えています。具体的には、学
校、学級、子どもの実際の学力の状況をきちんと把
握し、把握をした上で結果を分析し、それに合わせ
た取組を進めていきます。また、少人数指導、ティー
ムティーチングなど指導方法も工夫できるように人
的な支援も行っています。学力向上に向けた様々な
取組を今後一層充実させていきます。

123

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

以前の日本社会において必要とされてきた学
校行事を、大幅に見直すべき。運動会や学芸
会(市民のレクレーションの意味が大きかっ
た)、入学式や卒業式または始業式や修了式
などはクラス単位で必要な情報伝達に特化す
る(形式のみに意味がある訳ではないはず。形
式だけでも、というのなら教師とPTAだけで行
い、クラスではホームルームやゆとり教育の時
間にあてることも可能であろう。遠足や修学旅
行も学校行事としては意味をなさない、これら
は出来る限りPTAやNPOにまかせて、教師と
学校は自由参加にすべき。欧米先進国はこう
したケースが多い。学校は教科時間を確保す
る努力をすべきである。こうした方向に徐々に
一つずつ変えていくことが望ましい。

パブ
リック
コメント

△学習指導要領に基づき、教科等の授業時数を確
保するとともに、教育活動を精選し、充実させていき
ます。

124

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

大きな方針として、教育では生涯学習としての
徳育を重要視して、知育と体育を保障するよう
に変化させる流れを作っていくべき。

パブ
リック
コメント

△学習指導要領に基づき、知・徳・体のバランスとれ
た「生きる力」の育成に努めていきます。
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125

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

学力向上（テスト）の目標（東京で１０指内）を
作り、目指す。

パブ
リック
コメント

△学力調査結果については、他自治体との比較で
はなく、指導の改善と個々の児童生徒が自己の課
題を明確にすることを重要な目的として活用していき
ます。

126

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

練馬区は、不登校児、病気で休んでいる児童
が東京都でワースト１である。みどりやアニメ
などくだらないプロジェクトはやめて、子どもの
教育をしっかりやるように。学校の先生は補習
もしてくれないから、塾にいれるしかないと保
護者が言っている。

パブ
リック
コメント

※本区の不登校児童の出現率（在籍児童数全体に
占める不登校児童数の割合）は、都平均と比べてそ
れほど高くはなく、学校および関係機関による指導
や働きかけが一定の成果を上げていると考えていま
す。補習については、区教育委員会では、夏季休業
日の学力補充教室や授業における少人数指導、放
課後の学習指導などを補佐するための講師を配置
するなどして学校の教育活動を支援しています。今
後も全校に配置している「心のふれあい相談員」や
中学校と一部の小学校に配置しているスクールカウ
ンセラーの活用など教育相談体制の強化を一層図
るとともに、関係機関および家庭との連携強化を図
るなどして、不登校の未然防止や不登校および病欠
の児童生徒への丁寧な対応に努めていきます。

127

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

「子ども教育」について。まずは何より基礎学
力の向上を図っていただきたい。学校単位で
の検定へのチャレンジ、朝の読書など。

区政モ
ニター
アン
ケート

※基礎的・基本的な内容を確実に理解させることは
重要であり、確かな学力の定着に向けて各校で授業
改善を進めています。様々な検定を踏まえた指導や
朝読書については各学校の実態に応じて実施して
います。

128

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

学校・家庭・地域の連携による子どもの健全育
成支援について。学校によって（同じ公立でも）
差が出ているような気がする。

区政モ
ニター
アン
ケート

※学校や地域の状況には違いがあります。それぞ
れの実態に合わせて、適切な取組方法を工夫し、子
どもの健全育成を全校で推進していきます。

129

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

子ども分野について、全国学力調査の結果が
公表され、東京都は小学生が全国平均以上、
中学生は平均以下となっている。結果を踏ま
えた取り組みの方向性を教えてほしい。子ども
の非行と学力レベルとの相関についても教え
てほしい。

区民と
区長の
つどい

※学力調査結果を踏まえ、各学校で授業改善の計
画を毎年立案し、実施しています。生活の実態調査
の中で非行の実態についての調査項目はありませ
んが、朝食を食べる子どもと国語等の学力には、一
定の相関が見られるなど、生活習慣と学力には相関
があるという結果が出ています。

130

施策
123　小
中学校
の教育
内容を
充実す
る

全国学力・学習状況調査について、練馬区の
生徒・保護者に結果がどの程度開示されてい
るのか。もし、成績が公表されていないとすれ
ば、その理由を教えてほしい。

区民と
区長の
つどい

※全国学力・学習状況調査の結果については、国と
都道府県の平均が公表されるほか、各学校に自校
の状況と個人の結果が示されており、個人の結果に
ついては本人に渡しています。学校ごとの結果の公
表については学校長の裁量に委ねられており、学力
調査結果を踏まえた授業改善の方策についてホー
ムページや学校だよりでの公表が行われています。
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131

施策
124　教
育環境
を充実
する

自宅が、小学校校庭からの砂塵被害を受けて
いるが、抜本的な対策が施されていない。校
庭の芝生化は砂塵を防ぐ効果もあるとのこと
なので、公共施設が住民に被害を与えている
認識も持ち、取組んでいただきたい。

パブ
リック
コメント

※小中学校の校庭による近隣住民等への砂塵被害
については、教育委員会としても十分に認識してお
り、現在のところ、防砂ネットの設置、スプリンクラー
の小まめな使用等により対応を図っています。校庭
の芝生化が砂塵対策に効果があるとのご意見につ
いては、確かに校庭全体を芝生化した場合には効
果は出ると考えますが、現在の学校校庭等の芝生
化の現状では、校庭の一部分に芝生化を実施して
おり、抜本的な砂塵対策にはなっていません。引き
続き砂塵対策については、調査研究を行いますが、
現状での対応についてご理解をいただきますようお
願いいたします。

132

施策
124　教
育環境
を充実
する

校庭芝生化について。芝生を人工的に成長さ
せ、ブロックとして敷き詰め、校庭全体を芝生
で埋めていくことはできないか。

区民と
区長の
つどい

※中村小学校の校庭芝生は都内髄一の広さです。
芝生ではサッカー、野球、ソフトボールを行っていま
す。維持管理が大変ですが、この小学校では、もと
もと保護者が芝生を植える取組が行われており、保
護者や地域の利用者がグリーンキーパーズとして管
理を行い、区が予算を出して管理をお願いしていま
す。全校でそうした維持管理を行うことは難しいです
が、できる限り取り組んでいきます。

133

施策
124　教
育環境
を充実
する

中学校の校庭改修時に、区の運動場やテニス
コートを部活動のために使用させてもらいた
い。
３ヶ月以上に及び校庭を使用できないことで、
部活動に支障をきたしている。
都や私の施設を使用しているが、生徒たちの
時間的、金銭的負担が大きい実状がある。

教育委
員会関
係団体
説明会

※中学校の部活動で通常、校庭を使用しているの
はソフトテニス、野球、サッカーで、いずれも平日の
午後に行われていることが多いと認識しています。
一方、区立の屋外運動施設は一般区民の方を対象
としており、テニスコートの場合は、平日でも利用率
が80％を超えている状態です。そのため、テニス
コートについてはご要望にお応えすることは難しいと
考えています。
　また、野球については、抽選後に空きがあったとき
には週1回程度の利用をしていただけます。サッカー
については、利用できる施設が練馬総合運動場と大
泉さくら運動公園の２か所に限られており、いずれも
利用率は高いものがありますが、抽選後に空きが
あったときには週1回を限度に利用をしていただくこ
とができます。それぞれの使用料は無料で、使用申
請の手続きは総合体育館で行えますので、どうぞご
利用ください。

134

施策
124　教
育環境
を充実
する

小中学校の統合について
・同一地域での統合は生徒・保護者・地域の負
担が大きいので絶対に避けていただきたい。２
２年度以降、光が丘地区ではやめていただき
たい。
・統合を２ヵ年で行うのは大変すぎた。校舎改
築にはゆとりを持ち、３ヵ年で行ってほしい。

教育委
員会関
係団体
説明会

※第一次実施計画の検証を行い、第二次実施計画
に反映させます。
※第二次実施計画の策定にあたっては、小学校で
統合を経験した児童が、中学校で統合を経験するこ
とのないように配慮します。
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135

施策
124　教
育環境
を充実
する

現在光一小と光二小の統合準備が進められて
いますが、
①ハード面だけではなくソフト面の充実も図っ
て欲しい。
②現実的には無理もあると思うが、できれば両
校の担任の先生を多く残して欲しい。
③特に核となる６年生の担任や子供たちのメ
ンタル的なフォローができるようにしてほしい。
④１クラス１担任ではなく、初年度は副担任を
つけても良いと思う。ご一考ください。

教育委
員会関
係団体
説明会

※統合新校の教員配置については、子どもたちが
安心して新校における学校生活を送れるよう配慮し
ていきます。教員の定数は学級数などによって決め
られていますが、区教育委員会として東京都教育委
員会に教員の加配を要望しています。

136

施策
125　児
童・生
徒の健
やかな
体の成
長を促
す

「子ども分野」で、次を提案したい。本当に必要
なところへきちんとお金を配分すること。「子ど
も手当」よりも「学校給食を無料化」すること。
全員義務教育中の学校給食を無料化せよ。

パブ
リック
コメント

△学校給食にかかる食材費については、学校給食
法においては原則として保護者が負担することとさ
れています。平成20年から食材が大幅に値上がりし
たため、保護者の負担を軽減するため、20年秋から
臨時的に一部支援を実施しています。

137

施策
125　児
童・生
徒の健
やかな
体の成
長を促
す

区立小の固形石鹸は古く小さくなっている。伝
染病予防のため、冬の時期だけでなく、通年
液体石鹸を置いて欲しい。そのため学校備品
の予算を増額してほしい。

パブ
リック
コメント

△区立小学校においては、通年で液体石鹸を使用
している学校もあり、液体石鹸の有用性は承知して
います。感染症への対応策については、手洗い等の
励行をしています。また、感染症対策については、子
どもたちが、安心して学校生活が送れるよう今後も
充実に努めていきます。

138

施策
131　青
少年の
自主的
な活動
を支援
する

練馬区子ども議会を拝見したが、非常に面白
い取り組みである。区ホームページには報告
書が公表されていない。子ども議会の予算を
増やし、子ども通信のようなPRの取り組みが
あってもよい。

区民と
区長の
つどい

※子ども議会報告書は、学校や図書館へ配布して
います。子どもの視点での意見をいかに具体化する
かということは難しいですが、実現のために努力した
いと考えています。

139

施策
132　家
庭・学
校・地
域で連
携して
青少年
の健全
育成を
推進す
る

政策１１について、子どもの遊び場として遊休
地をどんどん開放してほしい。例：田柄二小脇
の国有地らしき遊休地。春日町２丁目の都営
住宅跡の空地等。

パブ
リック
コメント

※区が無償で貸借できる遊休地であり、地域の方た
ちの運営によって子どもたちの遊び場として開放で
きる場所について、民間遊び場としての活用を検討
していきます。

28
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140

施策
132　家
庭・学
校・地
域で連
携して
青少年
の健全
育成を
推進す
る

「中高生の居場所づくり」について
練馬区光が丘地区には“公園”と名の付く場は
多いが、規制が多すぎて現実に中高生が伸び
伸びスポーツができない。事情があり学校や
体育館以外でスポーツをしたい若者が、友人
同士集り気軽にスポーツができる場が欲しい。
「居場所づくり」とは具体的にどんな事をお考え
か。「児童館の開放」は子ども達（中高生）には
狭すぎ、少な過ぎる。休日、小中学校を開放す
る等、居場所を早急に増やしてほしい。

パブ
リック
コメント

※居場所づくりとは、青少年が他人とのふれあいに
よって、豊かな人間性や社会性を身につけることが
できるよう、ふれあいの機会と場を提供することと考
えています。また、青少年育成地区委員会の地域に
おけるスポーツ事業への参加促進や、児童館での
中高生専用時間帯を設け音楽活動や軽スポーツ、
おしゃべりや創作活動などの「交流の場」の設置を
検討しています。設置にあたっては、使用するモラル
の醸成や安全性の確保など利用者環境の整備が必
要と考えます。なお、中学校の施設は部活動等で利
用されており、一部の体育館を除き、個人に開放す
る予定はありません。また、小学校校庭の個人開放
は幼児と小学生が対象であり、個人開放以外の時
間帯は少年スポーツ団体および地域のスポーツ団
体が活発に使用している状態です。小中合わせて37
校で実施している体育館の個人開放については、中
高生も参加することができます。

141

施策
132　家
庭・学
校・地
域で連
携して
青少年
の健全
育成を
推進す
る

中高生の居場所づくりについて。子どもたちを
支えるのは学校という場だけではなく、日常生
活の中で出会う地域の大人たちとのつながり
が重要である。中高生になると、職業教育とし
て、職業人としての地域の大人と出会う機会
が必要である。不登校の生徒や将来に不安を
覚えている生徒には、地域の人と出会える機
会づくりが重要なので、計画に掲載してほし
い。

区民と
区長の
つどい

※中高生の居場所づくりについて、子どもたちが実
際にどのような希望を持っているのかが大切である
と考えています。中高生が、学校以外で集える場所
の必要性は感じており、PTAや子ども自身の意見も
聞きながら居場所づくりに取り組みたいと考えていま
す。中学生のキャリア教育に関しては、地域での職
場体験などを通して取り組んでおり、今後も充実させ
ていきます。

142

施策
132　家
庭・学
校・地
域で連
携して
青少年
の健全
育成を
推進す
る

政策１３　青少年を健やかに育成する中高生
の居場所の確保
　モデル事業館に子供たちは集まっているの
でしょうか。教育実習生、大学生を置いて彼ら
の話相手になってくれるように依頼したらどう
か。

教育委
員会関
係団体
説明会

※午後5時から7時までの専用時間を設けて週2回運
営している中高生対応モデル児童館には、地域の
中高生が多数来館しています。平成20年度は延べ
2874人（1日あたり30.6人）の中学生と高校生の来館
がありました。平成21年度上半期は延べ　1579人（1
日あたり32.2人）の来館がありました。
　中高生は友人との会話を楽しんだり、バンド活動
やバスケットボールなどの目的を持って来館し、専
門職員やボランティアの支援をうけながら自主的に
活動しています。そこには、児童館を巣立った高校
生が大学生となり、地域の身近な先輩として話し相
手になっている姿もあります。
　また、人生相談や話し相手としては、大学生や大
学院卒業生が臨時職員として従事し、専門職員とと
もに中高生に気さくに話しかけ相談にのっています。
中高生からは、「学校や家族には相談しにくいことも
気軽に相談できる」と好評です。
　なお、保育実習生は必ずモデル事業にも入って中
高生と交流する体験をしています。

29



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

143

第2部
第3章
２　健
康と福
祉＜全
体＞

雇用、社会保障（福祉　介護、年金）、医療が
区民のくらしの根底から、困難を増大させてい
る。もとのくらし、福祉のレベル底上げを重点
的に手をさしのべる計画とされたい。

パブ
リック
コメント

○雇用、社会保障、医療等の制度全体に係る福祉
のレベルの底上げについては、国全体としての制度
設計や法整備が行われているところです。区は、国・
都の動向や、基礎的自治体として地域の実情を踏ま
え、身近なところでの相談・支援体制の充実や安心
して医療を受けられる環境の整備、自立に向けた就
労支援等に重点を置いて施策を進めていきます。

144

第2部
第3章
２　健
康と福
祉＜全
体＞

長期計画の素案を見たが、「高齢者や障害者
などだれもが安心して暮らせる社会を実現す
る」とあるが、安心とはどのようなものを想定し
ているか教えてほしい。

パブ
リック
コメント

※健康に生活でき、病気になった時には、適切な医
療が受けられること、高齢や障害、生活の困窮など
により支援が必要となった時には、個々の状況に応
じてサービスや支援を受けながら、住み慣れた地域
で、その人らしく生活できることなどを想定していま
す。

145

第2部
第3章
２　健
康と福
祉＜全
体＞

高齢者センターや中村橋ケアセンターのカラオ
ケセットが古くなっている。全施設に通信カラオ
ケを導入してほしい。

パブ
リック
コメント

※機器の更新時に利用者の要望等を踏まえ、検討
します。

146

施策
211　健
康づく
りを支
援する

老人ホームでのがん検診を希望する者に、無
料クーポン券等を配ってほしい。

パブ
リック
コメント

※75歳以上の方、生活保護受給中の方、住民税非
課税世帯の方は、無料でがん検診を受診することが
できます。

147

施策
212　健
康づく
りの条
件整備
を行う

医療費補助に関して、病気になってからを助け
るのではなく、病気を未然に防ぐための食育等
で、乳幼児、児童、高齢者の医療費削減につ
ながるのではないかと思うので、現場である家
庭に定着させるための健康指導を充実させて
欲しいと思う。

区政モ
ニター
アン
ケート

○保健相談所では、食育講習会、乳幼児の健康診
査、各種相談などの事業を通じて、年代に応じた健
康づくりを支援しています。
　また、練馬区食育推進ネットワーク会議等を開催し
て、区民、関係団体、行政が連携して食育の普及啓
発活動と情報交換を行い、食育推進に取り組んでい
きます。

148

施策
212　健
康づく
りの条
件整備
を行う

個々の家庭の問題とは思いますが、食育につ
いて指導が必要だ

区政モ
ニター
懇談会

○保健相談所では、食育講習会、乳幼児の健康診
査、各種相談などの事業を通じて、年代に応じた健
康づくりを支援しています。
　また、練馬区食育推進ネットワーク会議等を開催し
て、区民、関係団体、行政が連携して食育の普及啓
発活動と情報交換を行い、食育推進に取り組んでい
きます。

149

施策
213　健
康に関
する危
機管理
を行う

ワクチンの重要性の教育、ワクチン接種の補
助が必要。欧米では１５種のワクチン接種がさ
れているが日本では８種である。Hibワクチンな
どの積極的な支援が必要。根本的には学校教
育の中で健康教育を改革充実する必要があ
る。

パブ
リック
コメント

※予防接種はリスクが無いと言い切れないことから
も、救済措置を含めた法整備が必要であり、国で方
針を明確にすることを基本と考えています。Hibワク
チンなど任意の予防接種も同様です。

30
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150

施策
213　健
康に関
する危
機管理
を行う

区では、インフルエンザ対策をどのくらい進め
ているのか。
・仙台方式のような感染者管理について
・区民の数だけマスクの常備があるか。またそ
の配布方法について。
・手洗いうがいの周知方法は。（各世帯にうが
い薬や消毒液の配布をしてほしい。）
・鳥や猫等への餌やりを条例で禁止してほしい
（インフルエンザの全ての型を保有できる鴨な
ど）

パブ
リック
コメント

※感染者の管理は、「感染症の予防及び感染症の
患者に対する医療に関する法律」に基づいて適切に
対応しています。
※区民全員分のマスクは常備していません。
○手洗いやうがいは、ホームページ、区報等で周知
を行っています。
※マスク・消毒液・うがい薬は、各家庭で準備するの
が本来と考えます。
△鳥などの野生動物への餌やりは、本来の性質が
失われるだけでなく、動物たちが1か所に集まること
により、インフルエンザのみならず様々な病気の感
染機会が増える恐れがある上、フンの被害なども生
じるため、保健所と環境担当部署で連携して、野生
動物への餌やり防止の啓発について検討していきま
す。また、猫は法令により愛護動物とされており、野
生動物ではありませんが、区公認の地域ボランティ
アに、飼い主のいない猫の去勢・不妊手術やトイレ・
餌の管理などをしていただく事業を平成21年6月か
ら開始しています。なお、現在のところ、餌やり禁止
の条例は考えていません。

151

施策
221　地
域にお
ける医
療体制
を確立
する

練馬は統計的にも医療の病床数が少ないの
で重点的にやってほしい

区政モ
ニター
懇談会

○既存の民間病院、日大光が丘病院、順天堂練馬
病院の増築・増床および新たな病院の整備を進めて
いきたいと考えています。現在、1,900床のベッド数を
2,600床程度とすることをめざす目標を掲げていま
す。

152

施策
221　地
域にお
ける医
療体制
を確立
する

病床の増設のみではなく、廃校になった学校
などに病院をつくることは考えられないもの
か。

区政モ
ニター
懇談会

○既存の病院の増床だけでなく、新たな病院の整備
についても検討し、区の重要課題として取り組んで
いきます。

153

施策
221　地
域にお
ける医
療体制
を確立
する

関町・上石神井地域には、総合病院がない。
町会連
合会支
部会

※区内の病床数は人口に比較して極端に少ないこ
とから、長期計画において、入院医療体制の充実・
確保として新たな病院の整備や既存病院の増築増
床を計画事業に位置づけ、取り組んでいるところで
す。
　平成20年4月に設置した庁内の病床確保対策検討
委員会において、新たな病院の整備について検討
し、その中で、区民要望の多い急性期や高度・専門
的な医療を充実し、病床不足を解消していくために
は、500床以上の規模を有する新たな病院を整備す
ることが有効なこと、病院の配置バランス等を考慮
すると区の西部地域に整備することが望ましいとの
方向性をまとめました。
　新病院の整備場所については、区の西部地域を
前提として、今後、区内およびその周辺(隣接区)の
医療機関の状況や患者の受療行動を踏まえ、患者
の利便性について公共交通機関の利用や敷地面積
など、各要因を考慮し候補地を検討し決定していき
たいと考えています。
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154

施策
221　地
域にお
ける医
療体制
を確立
する

順天堂練馬病院は混んでいて３時間半待ちで
あるが、所沢からの患者が多い。近隣のおば
あさんを順天堂の救急に運んだら断られた。
歩道橋、土地に金をかけ、地代を区が立て替
えている。地域の病院がつぶれたのは、客が
取られたからではないか。本来、地域医療を
支える地域の病院を支援するべきで、所沢か
らの患者が多い順天堂病院に区の税金を払う
のはおかしい。

パブ
リック
コメント

※順天堂練馬病院の稼働率は非常に高く、常時混
んでおり、待ち時間が長いという実態があります。そ
の緩和のためにも機能拡充および増床を行い、地
域医療の充実を図りたいと考えています。順天堂練
馬病院の患者の受診動向については、診療圏調査
では練馬区内が約70%で、所沢市を含む東京都外か
らの受診者は全体の約9%となっています。順天堂練
馬病院は、開設以来練馬区との協定に基づき、公的
目的と機能を持った病院として、練馬区の地域医療
に貢献しているものと考えています。また、この一年
程の間に区内の2病院が廃院しました。廃院の理由
は定かではありませんが、平成18年度の診療報酬
のマイナス改定や、医師、看護師等の人材不足がそ
の一因であると考えられます。

155

施策
221　地
域にお
ける医
療体制
を確立
する

将来的に救急医療体制がどうなるのか教えて
ほしい。透析の関係もどうなるのか教えてほし
い。

パブ
リック
コメント

※突発不測の傷病者が症状に応じた適切な医療を
受けられるように、区と都が役割を分担したうえ、区
は入院を必要としない軽症の救急患者に対応する
初期救急医療を担い、休日・夜間診療体制の充実を
将来的にも図っていきます。東京都では現在、地域
救急搬送体制の整備に取り組んでいます。
※平成21年10月1日現在、人工透析を行っている医
療機関は、練馬区内に9か所あります。区では、昨
年度、練馬区医師会を中心に糖尿病医療連携検討
専門部会を開催し、重度合併症に関する専門医療
機関との連携体制の構築等について検討しました。
今後、新病院等の整備にあわせ、糖尿病を含めた
区内の医療機能のあり方についても検討していきま
す。

156

施策
221　地
域にお
ける医
療体制
を確立
する

病診、病福連携ネットワークの構築に注力を
パブ
リック
コメント

※病診連携については、平成17年度に、練馬区医
師会、日大練馬光が丘病院、順天堂練馬病院およ
び区とで「医療機能連携推進委員会」を立ち上げ、
診療所等から二つの大学病院に対する紹介・大学
病院から診療所等への逆紹介の推進、医療情報の
交換、かかりつけ医に関する医療連携の仕組みづく
りの検討などを行っています。平成20年度は、糖尿
病に関する医療機関のネットワークづくりを行いまし
た。今後も、疾病・事業ごとの医療連携を構築してい
きます。
　病福連携については、地域ケア体制の視点から、
個別ケースごとに、保健・福祉・医療の関係者による
ケース検討会等を開催し、適切な対応を図っていき
ます。また、ケース検討会等によって定められた方
針に従い、的確かつ速やかに対応できるよう、連携
体制の構築に努めていきます。

157

施策
231　地
域福祉
活動と
の協働
を進め
る

区と社会福祉協議会の役割について検討して
いくことが必要。

パブ
リック
コメント

※現在、様々な福祉の分野に、区と社会福祉協議
会が関わっています。法律等によって実施が求めら
れている分野は区が、ボランティア等の市民活動の
分野については社会福祉協議会が主に関わってい
ます。その他、高齢者、障害者、生活困窮者など
様々な方から、数多くの福祉的需要が寄せられてお
り、区が行政として関わるべき分野、社会福祉協議
会が民間として関わるのが適切な分野等の役割分
担については、今後とも検討を重ね、本来的な役割
を明確にするとともに、協働して福祉の向上につな
がるよう配慮していきます。
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158

施策
231　地
域福祉
活動と
の協働
を進め
る

社会福祉協議会の位置付けと役割の再生が
必要になるものと考える。社協は役所の下請
けではないという確たる論理と新たな役割を付
与する必要がある。

パブ
リック
コメント

※現在、様々な福祉の分野に、区と社会福祉協議
会が関わっています。法律等によって実施が求めら
れている分野は区が、ボランティア等の市民活動の
分野については社会福祉協議会が主に関わってい
ます。その他、高齢者、障害者、生活困窮者など
様々な方から、数多くの福祉的需要が寄せられてお
り、区が行政として関わるべき分野、社会福祉協議
会が民間として関わるのが適切な分野等の役割分
担については、今後とも検討を重ね、本来的な役割
を明確にするとともに、協働して福祉の向上につな
がるよう配慮していきます。

159

施策
231　地
域福祉
活動と
の協働
を進め
る

社会福祉協議会が行うグループ支援は無駄な
補助を行っていないか。支援の目的の見直し
を含めてきちんとした対応を要望する。さらに、
各団体毎にミッション(目的や使命)・パッション
(情熱や熱意)・アクション(行動や行事)をはっき
りと報告させるべきであろう。それによって評
価を決める手だてにするのも一法だと思う。お
たのしみ会に協同募金を割り振るような大盤
振舞は最早時代遅れではないかとの声もあ
る。

パブ
リック
コメント

※現在、様々な福祉の分野に、区と社会福祉協議
会が関わっています。法律等によって実施が求めら
れている分野は区が、ボランティア等の市民活動の
分野については社会福祉協議会が主に関わってい
ます。その他、高齢者、障害者、生活困窮者など
様々な方から、数多くの福祉的需要が寄せられてお
り、区が行政として関わるべき分野、社会福祉協議
会が民間として関わるのが適切な分野等の役割分
担については、今後とも検討を重ね、本来的な役割
を明確にするとともに、協働して福祉の向上につな
がるよう配慮していきます。

160

施策
231　地
域福祉
活動と
の協働
を進め
る

子育て支援と高齢者問題において重要な事と
して、世代間交流を積極的に取り入れていく。
現在既にある施設の活用もふくめ、幼児童、学
童、中・高・大学生、主婦、高齢者など、日常的
な交流の場を形作る。地域の企業や商店など
もまき込んで協力してもらう。

パブ
リック
コメント

※高齢者センターや敬老館、児童館、保育園等が併
設されている施設では、それぞれの利用者同士が
昼食をともにとったり、出し物をするなどの世代間交
流事業を行っています。また、介護施設の特別養護
老人ホームやデイサービスセンターにおいても世代
間交流事業を行っており、今後も、地域における世
代間交流事業を積極的に実施していきます。

161

施策
231　地
域福祉
活動と
の協働
を進め
る

一人ぐらしの高齢者のために、マンションなど
戸数がある建物の場合は、個人情報の保護
の為にも、建物ごとに民生委員を配置してもよ
いのではないか。

パブ
リック
コメント

※ご意見いただいているマンションごとの民生委員
の配置については、ひとりぐらし高齢者等が増加す
る中では、きめ細やかな対応として必要性が高いも
のと受け止めています。社会経済状況が大きく変化
する中で、民生委員の果たすべき役割も年々増加し
つつありますが、民生委員の定数は人口により定め
られています。今後も、国や東京都に対し定数増の
働きかけをするとともに、個人情報の保護にも配慮
しつつ、地域でひとりぐらし高齢者等を支援する仕組
みづくりに取り組んでいきます。

162

施策
231　地
域福祉
活動と
の協働
を進め
る

子どもの現場に関わる方々の研修体制もパ
ワーアップカレッジでフォローしてほしい。

区民と
区長の
つどい

※地域福祉パワーアップカレッジねりまでは、子ども
の現場に関わる方々など学生以外の方を対象とし
た研修は現在実施していません。カレッジ卒業後、
地域において子どもの現場に関わる方々への支援
ができるような人材の育成に取り組むことによりフォ
ローをしていきます。

163

施策
232　保
健福祉
の総合
支援体
制を確
立する

長期計画というからには現状認識が必要だ
が、今回の素案は甘いと思う。例えば、「施策
232保健福祉の総合支援体制の整備」には要
援護者名簿の登録者数が掲載されているが、
実際には、地域にはもっと多くの要援護者がい
る。地域の各団体の話を聞いて、現状をしっか
り把握してほしい。

町会連
合会支
部会

※実態の把握に努めたうえで事業展開を工夫してい
きます。
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164

施策
234　福
祉のま
ちづくり
の考え
方を広
める

施策２３４
バリアフリー法に基づいて進めているようであ
るが、車椅子にやさしく、歩行者にはすべりにく
く、雨水を浸透し易い歩道の改善を研究してほ
しい。モザイクの道は車椅子の体験ではガタガ
タと歩きにくかった。

教育委
員会関
係団体
説明会

※歩道の舗装については、障害者や高齢者などの
転倒を防ぐため、平坦性、滑りにくさ、水はけのよさ
の視点から材料を選択し施工しています。今後も、
だれにもやさしく、歩きやすい道づくりを進めます。

165

政策24
高齢者
の生活
と社会
参加を
支援す
る

高齢者社会の対応
区の財政を悪化させずに高齢化社会に対応す
る青写真が必要。将来の負担を考え、学校の
数などを絞っていく方向かと思う。

パブ
リック
コメント

○区では、平成18年度から、10年後の高齢社会を
念頭に置き、高齢者の保健福祉施策の総合的な推
進を図るため、高齢者保健福祉計画と介護保険事
業計画の両計画を一体的な計画にして策定してい
ます。この計画により、介護保険制度における安定
的な財政運営と合わせて、高齢者に対する全般的
な保健福祉施策の推進を図っており、長期計画では
「政策２４高齢者の生活と社会参加を支援する」に位
置付けています。
　区立学校については、平成20年２月に策定した
「区立学校適正配置第一次実施計画」に基づき、平
成22年４月に光が丘地区の小学校８校を閉校し、４
つの統合新校を開校するために準備を進めていま
す。この適正配置は、区内に児童生徒数が著しく少
ない学校や、逆に多い学校があり、教育指導上や学
校運営上の課題が生じる傾向にあることから、これ
らの課題に的確な対応を図るために実施するもので
す。適正配置を実施することにより、結果的には、将
来的にも相当の財政効果が見込まれると考えます
が、あくまでも児童生徒の教育の充実と教育環境の
改善を第一に考えています。長期計画では、区立学
校・区立幼稚園の適正配置を計画事業とし、第二次
実施計画を策定することとしています。

166

政策24
高齢者
の生活
と社会
参加を
支援す
る

高齢者が安心して住めない現状を改善して欲
しい。家主が高齢者の入居を拒むなどの状況
はますます悪化する様子である。

パブ
リック
コメント

※第４期練馬区高齢者保健福祉計画・介護保険事
業計画において、支援や介護を必要とする状態に
なった場合でも、バリアフリー化など適切に対応でき
る住まいづくりの啓発を進めていくこととしています。
また長期計画においても、高齢者の生活基盤づくり
を支援する施策の主な取組として、入居拒否等によ
り高齢者が住まいを確保できない状況にならないよ
う、円滑な住まいの確保の支援と普及促進を図って
いくこととしています。

167

政策24
高齢者
の生活
と社会
参加を
支援す
る

高齢者施策については、高齢化の速度に適合
するよう、絶えず前向きに検討してほしい。

パブ
リック
コメント

※区では高齢化が急速に進行する中、高齢者を取
り巻く様々な課題に的確に対応し、高齢者が安全･
安心で、いきいきと暮らせる社会を実現するため、高
齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を策定して
います。現在は平成21年度から23年度までの3年間
を計画期間とする、第4期高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画を策定しています。本計画の着実
な推進を図ることにより、高齢者にとってより良い地
域社会の実現に努めます。

168

政策24
高齢者
の生活
と社会
参加を
支援す
る

練馬は高齢化が進んでいくので、高齢者に対
する予算がどの様になるのか心配である。

区政モ
ニター
アン
ケート

※長期計画の前半3か年の財政計画を立て、財源を
確保しながら、各施策を進めていきます。

34



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

169

政策24
高齢者
の生活
と社会
参加を
支援す
る

低所得者層用老人ホームを設置してほしい。
パブ
リック
コメント

※年金だけで生活できるような老人ホームのあり方
について、今後検討していきたいと考えています。

170

施策
241　高
齢者の
多様な
社会参
加を促
進する

分野別の政策・施策の2健康と福祉で、元気な
老人に生活をエンジョイさせる施策を入れて欲
しい。例えば、練馬区独自にバスや地下鉄の
割引パスの購入年齢を70才→65才に引き下
げるなど。安いパスがあれば、新宿なり浅草な
りに出かけて視野が広げられる。

パブ
リック
コメント

※練馬区高齢者基礎調査によると、高齢者の約8割
は元気な方々であり、今後も高齢化率の上昇に伴
い、元気な高齢者がますます増加するものと予想さ
れます。元気高齢者が、健康でいきいきと過ごせる
よう高齢者センター･敬老館等の身近な地域でボラ
ンティア、趣味、生涯学習などの活動に気軽に参加
できるよう支援を充実します。
　また、社会参加の支援策として、東京都では70歳
以上の方を対象に、都バスや都営地下鉄などに乗
車できるシルバーパス事業を実施しています。区で
は、この事業の区民利用を図るため周知に努めてい
るところであり、区の独自施策については、今後の
検討課題とさせていただきます。

171

施策
241　高
齢者の
多様な
社会参
加を促
進する

高齢者のできる仕事は高齢者に。基本構想の
健康と福祉ではなく、労働力としての構想を。

パブ
リック
コメント

※約8割と推計される元気高齢者の就業希望もます
ます高くなっています。
　こうした高齢者の就業を支援するため、練馬区で
は、高齢者の豊かな経験と技能を生かした仕事を提
供する練馬区シルバー人材センターをはじめ、就業
相談窓口としてアクティブシニア支援室、ワークサ
ポートねりまを設けています。アクティブシニア支援
室では60歳以上の方を対象に、週20時間以内の臨
時的かつ短期的な雇用について無料職業相談を
行っています。また、フルタイムを希望する場合に
は、ハローワーク池袋が運営するワークサポートね
りまが相談に応じています。シルバー人材センター
への支援や就業相談窓口の充実を図ることにより、
働く意欲がある高齢者の方の要望に応じていきま
す。

172

施策
241　高
齢者の
多様な
社会参
加を促
進する

敬老館が均一に配置されていないと思う。平
等にサービスを受けている気がしない。税金を
払っているのだから、サービスは平等にしてほ
しい。

パブ
リック
コメント

※11館の敬老館に加えて、敬老室と入浴施設を備
えた地区区民館22か所と、厚生文化会館を整備しま
した。また、高齢者へのサービスを総合的に提供す
る3か所の高齢者センターも整備しています。これら
各種の高齢者向け施設を整備することで、区内全域
で高齢者へのサービスを行っています。また区内４
か所目の高齢者センターの整備を計画しています。

173

施策
241　高
齢者の
多様な
社会参
加を促
進する

老人クラブの活動拠点として、地域集会所を利
用しているが、利用率が非常に高く、年々場所
がとりにくくなっている。練馬、石神井、大泉、
光が丘の各地域に、地域集会所よりももっと大
きな施設（勤労福祉会館程度の規模）がほし
い。老人クラブ活動を充実させたい。老人クラ
ブ活動によって元気になる高齢者は、数字に
は出てこないが、役に立っていると思う。

老人ク
ラブ連
合会理
事会

○地域集会所以外の施設として区民ホール等を整
備しています。急速に進む高齢社会において、老人
クラブは高齢者の活動の場として、重要な役割を
担っています。区では高齢者施策の一環として、老
人クラブの活動を今後とも支援していきます。
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174

施策
242　特
定高齢
者等を
支援す
る

認知症について啓発する講座は開かれている
が、実際に認知症のいる家族向けの認知症対
策はないように思う。

老人ク
ラブ連
合会理
事会

※第４期介護保険事業計画では認知症家族の支援
を重点課題に取り上げ、今年度から介護家族の勉
強会とつどい（３か所）や介護家族パートナー養成講
座を実施し、新規の家族の会の立ち上げ支援を行っ
ています。また、今後、認知症の方の話し相手や留
守番など介護家族の負担の軽減を図る事業を検討
していきます。このほかに、区ではデイサービスセン
ター等で、認知症を含め介護を要する方の家族向け
教室を開催しています。

175

施策
243　要
支援・
要介護
高齢者
を支援
する

介護度が高い人は介護保険料を軽減して欲し
い。寝たきりの人については保険料を免除して
欲しい。

パブ
リック
コメント

※介護保険制度は、介護を国民皆で支え合い、介
護が必要な方には必要な給付を行うという制度で
す。保険料についても法制度の枠内で多段階化等
を図ることにより、軽減化に努めています。

176

施策
243　要
支援・
要介護
高齢者
を支援
する

若い人が介護保険料を納めたまま亡くなること
もあるので、そういった方への補償の制度を設
けて欲しい。

パブ
リック
コメント

※介護保険制度は、生命保険とは異なり、介護を国
民皆で支え合う制度です。介護給付を受けないまま
亡くなった場合の補償については、制度の趣旨から
困難であると考えます。

177

施策
243　要
支援・
要介護
高齢者
を支援
する

介護事業に携わる方に対し給与水準アップ
等、待遇改善をするべき

パブ
リック
コメント

※国において、介護従事者の処遇改善に向けた取
組が行われており、引き続き恒常的な処遇改善とな
るよう、区としても積極的に働きかけていきます。

178

施策
243　要
支援・
要介護
高齢者
を支援
する

保険料等が年金から引き落としとなるみたい
だが、窓口で払うことによって、自分が納税し
ているという自負がもてる。窓口で払いたい。

パブ
リック
コメント

△現在の後期高齢者医療保険料の納付方法は、
「高齢者の医療の確保に関する法律」により、原則
年金天引きによると定められており、申し出により口
座振替を選択することができるようになりましたが、
納付書による納付は選択できない仕組みになってい
ます。また、介護保険料の納付については、法によ
り年金からの引き落としが原則となっています。ご理
解・ご協力をお願いします。

179

施策
244　高
齢者の
生活基
盤づく
りを支
援する

｢健康と福祉分野」で、少子高齢社会を迎え
て、これからますます必要性が高まる特別養
護老人ホームの増床が非常に少ないと考える
が、如何か。

パブ
リック
コメント

○高齢社会の進展に伴い要介護高齢者も増加し、
特別養護老人ホームの整備は急務の課題であると
考えています。現在、練馬区では特別養護老人ホー
ムの整備にあたって民間誘致を進めています。その
ために、定期借地権制度や、区や都などの公有地
の活用に加え、都営住宅の建て替え時での用地確
保など、様々な手法により特別養護老人ホームの建
設促進を図っていきます。長期計画においては、平
成26年度までに570床の整備という目標を掲げて、
東京都が定めた標準的な整備率となるよう取り組ん
でいきます。
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180

施策
244　高
齢者の
生活基
盤づく
りを支
援する

高齢者問題・介護問題に関して、必要な施設
の確保。とにかく特養ホームを必要量増設。

パブ
リック
コメント

○高齢社会の進展に伴い要介護高齢者も増加し、
特別養護老人ホームの整備は急務の課題であると
考えています。現在、練馬区では特別養護老人ホー
ムの整備にあたって民間誘致を進めています。その
ために、定期借地権制度や、区や都などの公有地
の活用に加え、都営住宅の建て替え時での用地確
保など、様々な手法により特別養護老人ホームの建
設促進を図っていきます。長期計画においては、平
成26年度までに570床の整備という目標を掲げて、
東京都が定めた標準的な整備率となるよう取り組ん
でいきます。

181

施策
244　高
齢者の
生活基
盤づく
りを支
援する

特別養護老人ホームについて、どのくらい充
実できるのか教えてほしい。

パブ
リック
コメント

○高齢社会の進展に伴い要介護高齢者も増加し、
特別養護老人ホームの整備は急務の課題であると
考えています。現在、練馬区では特別養護老人ホー
ムの整備にあたって民間誘致を進めています。その
ために、定期借地権制度や、区や都などの公有地
の活用に加え、都営住宅の建て替え時での用地確
保など、様々な手法により特別養護老人ホームの建
設促進を図っていきます。長期計画においては、平
成26年度までに570床の整備という目標を掲げて、
東京都が定めた標準的な整備率となるよう取り組ん
でいきます。

182

施策
244　高
齢者の
生活基
盤づく
りを支
援する

特別養護老人ホームの入居を570床増やすと
いうことになっているが、今後さらに高齢化も
進み、待機者が増加することが想定できる中
で、増床数が少ないのではないかと思う。

区民と
区長の
つどい

○長期計画においては、平成26年度までに570床の
整備という目標を掲げて、東京都が定めた標準的な
整備率となるよう取り組んでいきます。

183

施策
245　地
域で高
齢者を
支える

７９歳ひとり暮らしで、現役で働いている。特別
区民税、介護・健康保険料を支払っているが、
あたたかい公の配慮がなく、いざというときに
どうしたらよいのか不安である。税金だけ多額
に納め、緊急の連絡が取れるよう頑張ってい
る人にも最低限必要なことをしてほしい。

パブ
リック
コメント

※区では見守り訪問事業や電話訪問事業など様々
な事業を実施しています。どこに相談すればよいか
分からないという高齢者の方に対しては、近くにお住
まいの民生委員はもとより、高齢者の方々が気軽に
ご相談いただける場所として高齢者相談センターが
ありますので、まずご連絡ください。センターでは、認
知症などの医療の相談から、介護保険、介護予防、
見守りなど、様々なご相談に応じており、自宅への
訪問も行っています。また、高齢者センターでも、高
齢者の健康づくりや居場所づくりなどの事業を行っ
ています。

184

施策
245　地
域で高
齢者を
支える

高齢者が震災にあった場合、例え命が助かっ
たとしても、生活していくことは困難である。

パブ
リック
コメント

○震災後に、区民の方や関係機関と連携して、高齢
者の方が住み慣れた地域で生活するための相談・
支援を行うほか、高齢者や障害者など災害時に支
援を必要とする要援護者を地域全体で支えていく仕
組みづくりを進めています。

185

施策
245　地
域で高
齢者を
支える

第4章の2から
これから年々高齢者が増えていくのに平行し
て個々人の医療費も増大し年金生活者の家
計を圧迫してくると思う。区政で少しでも援助
が出来るよう計ってはいかがか。

パブ
リック
コメント

※高齢者の医療については、後期高齢者医療制度
の中でそれぞれの収入に応じて1割または3割の自
己負担割合で受診していただいています。
　また、区では、高齢者の健康診査を実施しており、
受診を推進することにより、ご自身の健康状態を知
り、健康増進に取り組んでいただくことへの支援を
行っています。
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186

施策
245　地
域で高
齢者を
支える

見守りボランティアや郷土資料館の講習会を
はじめ、全てにおいてのＰＲの仕方を考えなく
ては、様々な問題が出てくると思う。ボランティ
アは住民の方の協力と理解が大事であること
から、区で指導するなど音頭をとってほしい。

区政モ
ニター
懇談会

※ボランティアの普及・啓発については、区が直接
行うより区民に身近な視点で行う方が効果的である
ことから、区が支援している社会福祉協議会が担っ
ています。ご要望を踏まえ、福祉分野を越えた取組
について、社会福祉協議会と協議を進めていきたい
と考えています。
※現在整備中の石神井公園ふるさと文化館のボラ
ンティアとして、サポーターを区報やホームページで
募集する予定です。サポーターの皆さまには講習等
を行い、理解と協力を得ながら活動を進めていきま
す。

187

政策25
障害者
が自立
して生
活でき
るよう
支援す
る

（福祉行政について）政権交替のチャンスを利
用せよ。

障害者
関係団
体説明
会

※法制度等の改善については、都などを通じこれま
でも国に要望を伝えてきました。今後も同様に、区民
の皆さまの意見を伺いながら必要な対応をとってい
きます。

188

政策25
障害者
が自立
して生
活でき
るよう
支援す
る

（福祉行政について）政権交代をチャンスととら
え、国等に区の意見をあげていって欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※法制度等の改善については、都などを通じこれま
でも国に要望を伝えてきました。今後も同様に、区民
の皆さまの意見を伺いながら必要な対応をとってい
きます。

189

政策25
障害者
が自立
して生
活でき
るよう
支援す
る

（福祉行政について）政権が変わることで、変
化はあるか。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者自立支援法の廃止について報道されてい
ますが、具体的なことは不明で今後の推移を見守る
必要があります。区としては、制度変更による混乱
等を招かないような対応をとる必要があると考えて
います。

190

政策25
障害者
が自立
して生
活でき
るよう
支援す
る

練馬区内にいる障害者の人数は増えているの
か。

障害者
関係団
体説明
会

※平成15年度から20年度の過去5年間で、障害者
手帳(身体・知的・精神)の所持者数は4,764人(約
24％)増えており、障害者の人数は増えているといえ
ます。

191

政策25
障害者
が自立
して生
活でき
るよう
支援す
る

障害者は、社会的弱者であるという視点に基
づいた施策展開をして欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者施策の基本としてとらえ、自立支援協議会
等でいただく意見を踏まえながら、施策を進めていき
ます。
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192

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

障害者への支援策における、社会貢献活動
に、秘書的な手助けを申請、評価を経ての実
施を要望する。視覚障害者が社会貢献を行う
に当たり、文字情報の読み・書きやIT操作技術
を持った者の支援を、秘書のような知識を持っ
た者に援助してもらいたい。もしも実現すれ
ば、なお一層の貢献ができるものと思う。
視覚障害者、特に中途障害者への社会生活
復帰リハビリ(歩行、家事、点字、ワープロなど)
支援・指導のための指導員を区が確保し(国立
リハビリセンター学院で専門教育を行ってい
る)、自宅へ出向き訪問指導に当たらせて欲し
い。都や国立の施設では自宅とその周辺の訓
練が不足してしまう。基礎訓練は他ででも、地
元の自治体が自宅関連の実地訓練を受け
持って欲しい。
視力が健全な知的障害者と思考力が健全な
視覚障害者との組み合わせによる就業の開発
プロジェクトを始めてはどうか。NHKテレビで実
録放送をやっていた。

パブ
リック
コメント

※現在のところ、視覚障害の方にはガイドヘルパー
の派遣や窓口職員による代読・代筆サービスを、ま
た、聴覚障害の方には手話通訳者や要約筆記者の
派遣など、個々の障害に応じた支援を行っていま
す。ご希望のような障害者の社会貢献活動の総合
的な支援については、今後の課題とします。また、中
途障害者の支援については、国・都との役割分担と
連携のもと、実施していきます。知的障害者と視覚
障害者の共同による就業開発プロジェクトについて
は、今後の課題としていきます。

193

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

全ての障害者地域生活支援センターで、手話
通訳ができる職員と要約筆記通訳者を配置し
て下さい。

障害者
関係団
体説明
会

△障害者地域生活支援センターに手話通訳・要約
筆記の出来る職員を配置することは困難ですが、障
害者地域生活支援センターでは、聴覚障害の相談
者に対して手話や筆談、読唇などを活用し丁寧な対
応を心がけています。

194

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

全ての総合福祉事務所と区民事務所へ、手話
通訳ができる職員を配置して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※各総合福祉事務所窓口への配置について、来年
度からの試行的な実施に向け、準備を進めていま
す。
△区民事務所に手話通訳ができる職員を配置する
ことは困難ですが、聴覚障害者のお客様に対して
は、筆談によるご説明や読唇が可能となるよう、心
がけて窓口業務を行っています。今後も、聴覚障害
者のお客様にご負担をおかけしないよう、十分な時
間をかけて丁寧な接遇を心がけます。

195

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

父母へは医療機関の紹介だけではなく、聴覚
障害児の教育・療育機関も紹介できるように相
談窓口を整備して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※相談窓口では、聴覚障害児の教育・療育機関の
情報の把握に努め、医療機関に加えて紹介できるよ
うに対応していきます。

196

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

人口内耳を安易に勧めることがないように、新
生児聴覚スクリーニング検査で発見された際、
聴覚障害児の子育て経験がある父母とのピ
ア・カウンセリングを受けられるようにして下さ
い。

障害者
関係団
体説明
会

※聴覚に障害の疑いのあるお子様を把握した場合
には、ピアカウンセリングも含め適切な治療機関や
療育機関につながるよう努めていきます。

197

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

（障害者地域生活支援センターでの）聴覚障害
者向けピア・カウンセリングは、ろう者向けと中
途失聴・難聴者向けの２つに分けて下さい。ピ
ア・カウンセリングは、月1回だけでなく、平日
の昼間や夜間、土日祝、いつでも相談できるよ
うに常駐させて下さい。出張・訪問のピア・カウ
ンセリングも実施して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者地域生活センターで行なうピアカウンセリ
ングについては、事業内容や頻度について適切に
行っていきます。
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198

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

（障害者地域生活支援センターで）聴覚障害者
のIT支援もできるようにして下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者地域生活支援センター「きらら」「ういんぐ」
では、パソコン教室を実施しています。また、中村橋
福祉ケアセンターにおいても初歩的なパソコンの操
作講習会を実施しています。

199

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

人材の養成のためには現場での実習が有効
であり、区立施設、民間運営施設に人事交流
として一定期間研修を行って欲しい。
利用日数、時間の延長が質の向上とは言えな
い。支援内容の向上による質の向上ができる
方策を考えて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※現在、区立施設においては、直営・民間合同の研
修会等を実施し、各法人では、独自の研修等を実施
し人材の育成に努めています。区では、今後も直
営・民間運営施設全体の質の向上を図るため、利用
者へのアンケート、運営協議会やサービス管理責任
者会議等を充実していきます。

200

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

相談支援の実数を可能であれば出して欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

※平成20年度の相談実績（地域生活支援センター
きらら・すてっぷ）は、実人員が419人となっていま
す。

201

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

実際に相談支援事業がどの様に機能している
か教えて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者自立支援法上の相談支援事業は、現在、
地域生活支援センターで実施しています。地域生活
に関するさまざまな相談を受け、適切な支援につな
いでいくことで、地域生活を支えています。

202

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

ケアマネジメントする側の人員を、何名として
検討しているか。高齢者より長い期間支援す
ることを考えると、具体性が見えない。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者地域生活支援センターに加え、地域で相
談支援事業者がケアマネジメントに参画できるような
体制を検討しています。具体的には、法律の見直し
を注視し、障害者計画の改定作業などを通して検討
を進めていきます。

203

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

相談支援の充実とあるが、「すてっぷ」は24時
間、相談を受けていると聞くが、「きらら」「うい
んぐ」はやっていない。

障害者
関係団
体説明
会

※「きらら」「ういんぐ」では、休日・時間外の相談を、
留守番電話やファックス、メールでお受けし、開館時
間に必要な支援等をすることで、24時間の対応を実
施しています。また、発達障害者、高次脳機能障害
者等への対応や、相談支援のネットワーク活用など
による専門性の高い相談支援を展開することによ
り、相談支援の充実を進めていきます。

204

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

ケアマネジメントの充実とあるが、保健所と福
祉事務所との兼ね合いを明確にして欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※地域生活支援センターを障害者の総合相談窓口
として位置づけています。保健所と福祉事務所との
連携をさらに強化して、ケアマネジメントの充実を図
ります。また、それぞれの関係については、法改正
等を見据えながら検討を進めていきます。

205

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

民間で相談支援事業所をやるのは、特に精神
障害の対応が難しいと思うので、地域生活支
援センターを充実して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※地域生活支援センターの充実を図ることと合わせ
て、身近な地域で相談支援・ケアマネジメントが展開
できるよう、体制の整備を図っていきます。
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206

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

関町地区に相談支援事業所設置をして欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

※４つの地域生活支援センターのもとでケアマネジ
メントの拡充の仕組みを検討し、その中で身近な相
談支援を行っていきます。

207

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

施設定期健診の継続と実施時期の安定をして
欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※１年１回は受診可能です。時期については、申し
込み時にお伝えください。

208

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

障害者自身の高齢化に伴い、権利擁護（成年
後見制度）への取り組みを強化して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※権利擁護センター、福祉事務所等、庁内関係部署
と連携しながら進めていきます。また、ケアマネジメ
ント機能を活用し、障害者の生活を見守る体制を検
討していきます。

209

施策
251　総
合相談
体制を
構築す
る

子どもの見守りパトロールを行っているが、独
り言をいいながら歩いている精神障害者をよく
見かける。子どもや女性は怖い思いをするの
ではないか。これからは精神障害者の増加が
予想されるので、精神障害者対策についても
配慮をお願いしたい。

老人ク
ラブ連
合会理
事会

※精神障害のある方への対応としては、主として地
域の保健相談所が、必要に応じて医療機関へつな
げたり、相談、訪問、地域生活支援などを行っていま
す。
　今後も各種相談事業や普及啓発事業なども含め、
精神保健福祉施策の充実に努めます。

210

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

毎年制度が変わる現状から脱して一貫した
サービスを基本とすべき。

パブ
リック
コメント

○健康と福祉分野では、「高齢者や障害者などだれ
もが安心して暮らせる社会を実現する」ことをその計
画目標としており、これまでも区ではその社会の実
現をめざし、福祉施策を進めてきました。
　この施策を進める手段として、介護保険法や障害
者自立支援法等のサービスがありますが、これま
で、利用者ニーズや実態に合わせる形で制度変更
がありました。そのため、サービス利用者にはわかり
にくい状況が続いたかと思われます。
　引き続き、制度理解をしていただくために、迅速な
情報提供と丁寧な説明に努めていきます。

211

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

居住系サービスはヘルパーがとても使いにく
い仕組みになっているとの声が多い。細かく指
示し過ぎではないか。勘ぐれば、使わせないよ
うにしているのではないかと思う。

パブ
リック
コメント

※居宅介護サービスについては、現行の法制度の
基準や要件に基づいて実施していますが、利用者の
生活実態や支援の必要性の多様化に対応できるよ
う、運用面での工夫を重ねていきます。

212

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

学校で培ったこども達の生きた力を、人生で一
番良い時期を、充実させて過ごせる場を、是非
保障して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※その方の希望や状況に応じた支援を提供できる
よう、日中活動の場等の必要なサービスの整備を
行っていきます。
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213

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

素案の中には、医療を必要とする児者のこと
がぼやけているような気がする。重度化、高齢
化が進む中で、是非長期計画の中に医療を必
要とする児者のことを具体的に盛り込んで欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

△医療的ケアを必要とする障害児(者)へのサービス
利用については、今後も拡充を図っていきます。具
体的には、次期障害者計画などに盛り込みをしてい
きたいと考えています。

214

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

高齢化とともに、一人で作業所通所ができなく
なる可能性がある。介護を含んだデイサービ
ス事業を検討して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※現在、区内には谷原フレンドにおいて、介護を含
めたデイサービス的事業を実施しているところです。
障害者のそれぞれの状況や希望に合ったサービス
を展開できるよう、障害者計画の改定作業などを通
して検討していきます。

215

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

ショートステイの使い方として、グループホー
ム・ケアホームで暮らす訓練としての使い方と
して、学齢期（中～高等部）で使うことができる
ようにして欲しい。
緊急対応だけでなく、ショートステイのあり方に
ついて、新たな方向ができればと望む。

障害者
関係団
体説明
会

※区では、ショートステイの利用を学齢期、介護者の
休養(レスパイト)目的などにも広げています。また、
緊急一時保護(つつじ荘)においても、緊急一時以外
の利用が可能となっています。しらゆり荘の移転に
伴い、ショートステイ事業の拡充と生活寮の体験的
利用についても検討していきます。

216

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

ショートステイの整備について、医療的対応を
どう考えるのか説明して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※ショートステイの質の向上・量の拡充・利用方法の
簡便化を図っていきます。医療的対応については、
現在では困難な状況であり、検討していきます。

217

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

知的障害など、重度の障害児の余暇活動は専
門的支援や人の手が必要である。サークル等
立上げるためには充実した補助金が無くては
とても無理である。

障害者
関係団
体説明
会

※余暇活動・放課後支援のためには、日中一時支
援事業の整備や自主グループの支援等、総合的に
行う必要があります。自主グループの支援について
は、支援スタッフの育成やボランティアの養成なども
含めて、検討していきます。

218

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

放課後の過ごし方として、日中一時支援事業、
児童デイは有効である。助成支援を望む。

障害者
関係団
体説明
会

※区としても障害児の放課後の過ごし方として、日
中一時支援事業、児童デイサービスは有効であると
考えています。今後も、障害児の日中活動場所の確
保や支援内容の充実を図っていきます。

219

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

指定管理の福祉園、区立区営、民間福祉園で
も同等のサービスが受けられるようにして欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

※指定管理者制度により運営している福祉園では、
毎年、モニタリングや利用者アンケートを行うことを
通して、サービスの質の向上に努めています。今後
は、さまざまな機会において各施設間で連携を図
り、その特徴・独自性などを活かしつつ、区内の社会
資源として全体のサービスの質の向上を図っていき
ます。
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220

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

計画事業の中に、平成26年度生活介護事業
者の誘致とあるが、現在の区立福祉園の利用
状況からすると、26年度より前の整備が必要
なのではないか。

障害者
関係団
体説明
会

※平成26年度の生活介護事業者誘致までの間は、
現在、区立福祉園の稼働率などをもとにした対応、
また、民間の生活介護事業者での受入で対応して
いきます。

221

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

福祉園のサービスの質の維持・向上をして欲
しい。

障害者
関係団
体説明
会

※区立福祉園の質の向上をめざすとともに、民間施
設についても同等のサービスを受けられるように取
り組みます。

222

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

区立福祉園の分所（サテライト）について詳し
い説明をして欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※既存の福祉園の近隣に活動場所などを確保し、
そこで新たな利用者を受入れて既存の福祉園と一
体的な運営を行う形態がサテライト型です。生活介
護事業所（福祉園）は民間誘致が優先ですが、サテ
ライト型の分所設置も一つの手段として考えていま
す。

223

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

身体（肢体）障害者の生活寮（体験型）、ケア
ホームの利用範囲はどの様なものか。

障害者
関係団
体説明
会

※現在の区立生活寮については、知的障害があり、
福祉作業所等に通所していて、身の回りの処理がで
きる方が対象となっています。平成21年10月から、
グループホーム・ケアホームは身体障害者の利用が
できるようになりました。しらゆり荘の移転開設にあ
わせて、対象者の拡大を検討します。ケアホームは
障害程度区分2以上の方が対象です。

224

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

重度障害者のためのケアホーム設置をして欲
しい。

障害者
関係団
体説明
会

○土地の確保・建物の確保等の支援、補助金の内
容等を検討しています。

225

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

北町地区にグループホーム設置をして欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

※場所の特定は困難ですが、事業者誘致の際、地
域バランス等を考えて協議していきます。

226

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

行政内でも、グループホーム・ケアホームの重
要性を他部署間でも意見調整をして、設置を
推進して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※グループホーム・ケアホームの整備の重要性につ
いては、関係部署にも説明しています。整備に当
たってはバリアフリーに対応した施設整備を推進し
ていきます。
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227

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

グループホーム建設について、バリアフリー化
を一律に行うのではなく、実情をしっかりと把
握し、実態にあった施策を推進して欲しい。
きめ細かさが不足し、グループホーム設置が
阻害されていることを真摯に受け止めて欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

※建築関係法令等の関係で、これまでより設置が困
難になっている状況は十分に理解しています。一方
で、利用者の安全を確保するという観点から、法令
上の基準に準拠することは重要なことでもあります。
事業者支援策の拡充を進める中で、整備の促進を
図っていきます。

228

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

グループホーム利用を円滑にするため、障害
者がグループホーム生活を体験、練習できる
場（施設）や制度を作ることが是非必要であ
る。

障害者
関係団
体説明
会

※グループホーム利用を円滑に行うため、親元から
離れ生活体験をすることは大切であり、既存の施設
などの活用を検討していきます。

229

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

障害者支援の部分では、他の地域でも遅れて
いる発達障害者の特に青年、成人の地域での
生活や交流の支援に力を入れてほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○発達障害については、(仮称)こども発達支援セン
ターの整備により、障害の早期発見・療育(18歳まで)
を充実します。青年期以降についても切れ目のない
支援が可能となるように、障害者地域生活支援セン
ター等の関係機関に適切につないでいきます。障害
者地域生活支援センターは、発達障害を含めた障
害者の総合相談窓口として、さまざまなご相談に対
応できるよう、その機能の充実を図っていきます。ま
た、発達障害者の多くが就労につまづきを見せるこ
とから、今後も一層の就労支援の強化に取り組んで
いきます。

230

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

こども発達支援センターの内容を詳細に教え
て欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

○現在、心身障害者福祉センターで行っている相
談、療育、関係機関との連携等の機能を強化し、発
達に心配のある子どもへの支援の充実を図ります。
内容については、（仮称）こども発達支援センターの
あり方検討会の報告を踏まえ、庁内検討委員会で
検討を進めています。

231

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

高次脳機能障害は体の機能が戻っても認知
障害などが残る。長期計画素案に障害者地域
生活支援センターの整備とあり、大泉に障害
者向け相談支援のためのセンターが設置され
ているが、高次脳機能障害についての具体的
な取り組みを聞きたい。区内には専門医療機
関もない。長期計画素案に「中途障害者への
支援事業」が示されており、相談・自律支援を
心身障害者支援センターで行うこととしてい
る。心身障害者支援センターでは単なリハビリ
ではなく、相談支援やデイケアなどの総合的な
支援をお願いしたい。

区民と
区長の
つどい

○心身障害者福祉センターで、高次脳機能障害の
方に対する支援に取り組むこととしています。具体
的な内容については、様々な方のご意見を踏まえて
検討していきます。大泉の障害者地域生活支援セン
ターは区内4か所目に設置されるものです。区内で
は、精神障害に対する支援は主として豊玉と石神井
の地域生活支援センターで、知的・身体障害につい
ては主として光が丘と大泉の地域生活支援センター
で、中途障害については心身障害者福祉センターで
対応することと位置づけています。

232

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

高次脳機能障害のための専門相談窓口設置
と支援の受け皿つくりをお願いしたい。

障害者
関係団
体説明
会

○地域生活支援センターをワンストップ総合相談窓
口として対応していきます。受け皿として、心身障害
者福祉センターでの支援を行っていきます。
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233

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

心身障害者福祉センターで身体障害者のリハ
ビリ等の充実をお願いしたい。

障害者
関係団
体説明
会

○心身障害者福祉センターで、長期計画事業として
高次脳機能障害等の中途障害者に対する支援に取
り組むこととしています。具体的な内容については、
様々な方のご意見を踏まえて検討していきます。

234

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

心障センターに、（脳性まひ者等の）機能訓
練、心の相談日を設けて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※心身障害者福祉センターでは、発達に心配のある
子どもを対象に専門医が診察する「発達相談」と、き
こえの障害のある成人を対象に専門医が対応する
「きこえの相談」を実施しています。長期計画事業と
して、心身障害者福祉センターでは、高次脳機能障
害等の中途障害者への支援に取り組むこととしてお
ります。なお、従来の成人の方への支援は継続して
いきます。

235

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

心身障害者福祉センターの幼児部門の移動
後の跡地活用について教えて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

○高次脳機能障害等の中途障害者への相談、自立
訓練等の支援事業を行う予定です。従来の成人の
方の支援は、継続していきます。

236

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

福祉施設にとって、専門家育成は急務と思わ
れます。特に重度障害者に携わる看護職につ
いては、専門性、質の低下についての不安が
ありますので、民間医療機関とも交流・情報交
換・勉強会等をもって、一層の充実を図って欲
しい。

障害者
関係団
体説明
会

※現在、区では、医療的ケアの必要な重度障害者
に携わる看護師については、民間医療機関の協力
のもと、研修・実習を実施するとともに、医療的ケア
を実施する際には指導医による実技等の研修も実
施し、育成に努めています。今後も、専門性、質の向
上に向けた取組を進めていきます。

237

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

障害福祉人材育成・研修センターの内容を詳
細に教えて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

○福祉事業に従事している方に対する研修を実施し
ていきます。詳細な内容については今後、検討して
いきます。

238

施策
252
サービ
ス提供
体制を
拡充す
る

障害福祉人材育成・研修センターにおいて少
数障害者への対応も検討して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

○障害のある方や障害福祉サービス提供事業所等
の意見を聞きながら、幅広くニーズに応えられる研
修体制について、検討していきます。

239

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

知的障害者の就労は着実に進んでいるが、余
暇活動の場についてはどうか。区、民間ともに
考えて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※ 就職した方が働き続けるために、余暇支援の場
は必要と考えています。各障害者地域生活支援セン
ターや施設などが連携し、「たまりば」などの集える
場所を設けています。地域におけるネットワークを構
築し、生活面等を支援し職場定着に取り組んでいき
ます。
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240

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

視覚障害者の区への就職について、職員課へ
の希望を述べるというような無責任な態度は
批判する。

障害者
関係団
体説明
会

※練馬区において視覚障害者を含む多様な障害者
雇用が促進されるよう、関係所管に対し、引き続き
働きかけを行っていきます。また、障害者雇用につ
いて、庁内における理解促進に努めます。

241

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

区役所の中での障害者の理解が足りないと感
じた。是非、福祉や障害者を担当している職員
の更なる尽力をお願いしたい。

障害者
関係団
体説明
会

※研修等を通して、職員の理解を深めるよう引き続
き取り組んでいきます。

242

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

区では、職員が何人いて、その内障害者は何
人か。

障害者
関係団
体説明
会

※平成21年10月時点で、区の職員は約5000人、そ
のうち障害者は実数で約90人です。主に肢体不自
由の職員が多いですが、平成20年から知的障害者
を期限付き雇用で採用し、現在４名の方が働いてい
ます。

243

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

現在の、障害を持つ職員数を多いと感じるか、
また少ないと感じるか、これからの努力目標は
どうか。

障害者
関係団
体説明
会

※区は法定雇用率（地方公共団体は2.1％）以上の
障害者雇用を行っていますが、これを十分とせず
に、さらに障害者雇用を進めていくため、障害のある
方と一緒に仕事ができる環境づくりに、今後とも努め
ていきます。

244

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

視覚障害者の就労支援の取り組みを進めて
欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※文字拡大機を使用した方の採用を区で行っていま
す。

245

施策
253　障
害者の
就労を
促進す
る

練馬区障害者就労促進協会での就労支援
は、聴覚障害者にも対応できるように手話通
訳ができる職員を配置して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

△練馬区障害者就労促進協会に手話通訳のできる
職員を配置することは困難ですが、聴覚障害者のお
客様には、筆談または読唇が可能となるように、対
応させていただいています。今後も聴覚障害のお客
様にご負担をおかけしないよう十分な時間をかける
ことを心がけ、就労支援を行います。

246

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

障害者やその親の高齢化、親亡き後を考え、
今後できる老人入所施設に障害者枠を併設し
てくださるよう、法人に働きかけて欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※親亡き後の施策については、高齢者施策をはじめ
として他の分野との関係を深め、サービスの拡充を
図ります。高齢者施設との併設については、制度等
も含め、検討します。

247

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

親亡き後の、残された障害者の行く末につい
ては非常に不安ですので、制度の整備をお願
いしたい。

障害者
関係団
体説明
会

※グループホームや日中活動の場の整備、相談支
援の充実などを通して、障害者が将来にわたって地
域で生活できるよう、取り組んでいきます。親亡き後
の施策については、高齢者施策をはじめとして他の
分野との関係を深め、サービスの拡充を図ります。
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248

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

高齢化した障害者への施策をどう考えるの
か。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者自立支援法の仕組みの範囲内だけでの対
応では難しいと考えます。高齢部門と障害部門で連
携を取りながら対応していきます。

249

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

障害児者の親が、今後どの様に取り組んでい
くべきか、指導して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※これまで以上に、障害者やその家族、関係団体等
との連携を密にし、区と関係者との協働を進め、取り
組んでいきます。

250

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

学齢期から卒後の長い人生について考えてい
くための情報提供を、学校側がもっと行うべき
だが、そのことを、区から学校に対し理解啓発
して欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※今後とも、特別支援学校等への情報提供を適宜
行うとともに、さまざまな場面で教育と福祉の連携強
化を進めていきます。

251

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

自立支援協議会と障害者計画懇談会との関
係はどうなっているか。同じようなものをつくる
ことになるのではないか。

障害者
関係団
体説明
会

※自立支援協議会は、相談支援の運営や地域課題
について協議する場であり、障害者計画の進捗状況
把握等の機能も付加されています。一方、障害者計
画懇談会は、計画策定のために区民意見等をお聞
きする場であり、それぞれの機能、役割は異なって
います。

252

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

障害者の住まいの場の確保という観点で、施
策471、473との連携をしっかりやって欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※障害者の住まいの場を確保するために、関係する
施策、担当組織等との連携を進めていきます。

253

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

怪我をした視覚障害者のため浴室に手すりを
付けようとしたが、視覚障害者には手すりを取
り付けるための支援はないとのことだった。
住宅改修の支援を幅広く、対象を広げて欲し
い。

障害者
関係団
体説明
会

※現在のところ住宅設備改善事業の対象は、学齢
児以上65歳未満で、下肢・体幹に係る障害の程度
が3級以上、補装具として車いすの交付を受けた内
部機能障害者としています。対象の拡大について
は、他自治体の動向を踏まえながら、検討します。

254

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

コミュニケーション支援の充実を図って欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※手話通訳以外の方法について、ご意見を伺いな
がら検討していきます。
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255

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

コミュニケーション支援事業による手話通訳者
の派遣依頼をしやすくする為に、テレビ電話に
よる依頼ができるように整備して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

△現在、手話通訳の派遣依頼については、テレビ電
話での依頼は対応していません。一般家庭への普
及の状況や経費などを踏まえて、テレビ電話よりも
普及しているFAXやメールにより受け付けているとこ
ろです。

256

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

いつでも手話通訳を利用できるように、24時間
365日通訳依頼を受け付ける窓口を整備して
下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※手話通訳の派遣依頼は、FAXやメールであれば
現在も24時間受け付けています。

257

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

電話通訳を気軽に頼めるように、電話リレー
サービス（代理電話サービス）を練馬区の事業
として実施して下さい。そしてアメリカのよう
に、テレビ電話を無料配布して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※電話リレーサービスについては、現在のところ、総
務省支援のもとに民間レベルでの事業化が始まって
いますが、まだ自治体で導入するまでには至ってい
ません。電話リレーサービスおよびテレビ電話の無
料配布につきましては、今後、先行事例等を調査・
研究していきます。

258

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

練馬区総合福祉事務所での要約筆記貸出機
材に「液晶プロジェクタ」と「OHC」を追加して下
さい。平日の夜間や土日祝も貸し出して下さ
い。

障害者
関係団
体説明
会

△要約筆記用の機材としてはOHPやスクリーンの貸
出しを行っており、皆様にご利用いただいています。
新たな機材として液晶プロジェクターやOHCの導入
や、平日の夜間や土日祝日の貸出し事務を行う予
定は、現在のところありませんが、利用する団体な
どのご意見を参考に、より利用しやすい貸出し事務
を行っていきますので、お困りのことがあれば個別
にご相談ください。

259

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

練馬区情報番組「ねりまほっとライン」に字幕
を挿入して下さい。

障害者
関係団
体説明
会

※練馬区情報番組「ねりまほっとライン」では、聴覚
障害者向けとして手話の挿入を行っており、また、一
部必要な箇所には字幕も挿入していますが、番組全
体への字幕の挿入につきましては、手話の挿入との
関連や番組制作スケジュールとの調整も含めて、今
後検討していきます。

260

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

日常生活用具に「聴覚障害者支援具」を追加
し、弾力的な給付を受けられるようにして下さ
い。

障害者
関係団
体説明
会

※現在、練馬区の日常生活用具には「聴覚障害者
支援具」として、屋内信号装置、会議用拡張器、情
報受信装置、聴覚障害者用通信装置、フラッシュベ
ル、火災警報器、自動消化装置、携帯用受信装置
が登録されています。これ以外の用具については、
必要に応じ、順次追加していきます。また、給付につ
いても基準の範囲内で行っていきます。

261

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

政権交代による法改正などがあっても、移動
支援事業の充実をして欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※引き続き移動支援事業の充実を図っていきます。
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262

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

移動支援事業の範囲拡大を図って欲しい。

障害者
関係団
体説明
会

※他自治体の動向を踏まえながら検討していきま
す。

263

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

ガイドヘルプ利用者について、知的・視覚・聴
覚等の障害種別に分けての数を知りたい。

障害者
関係団
体説明
会

※平成20年度のガイドヘルプ利用者は、身体障害
者297人、知的障害者236人、精神障害者20人、障
害児223人です。

264

施策
254　障
害者の
社会生
活を支
援する

障害種別ごとに、ガイドヘルプ事業を行ってい
る事業所数を知りたい。

障害者
関係団
体説明
会

※平成21年11月現在、練馬区に登録している事業
所は142か所です。そのうち、事業対象の障害種別
を把握しているのは、身体障害56事業所、視覚障害
41事業所、知的障害65事業所、精神障害33事業所
（重複あり）となっています。

265

施策
261　生
活の安
定に向
けた自
立支援
を行う

生活保護受給者が住まうアパートは、普通の
住宅と比べ耐震性に不安がある。建物の大家
との契約の問題であるが、弱者に対する家賃
補助などの状況を改善していただきたい。

区民と
区長の
つどい

※生活保護受給者の住まいに対する支援としては、
家賃に対する住宅扶助を行っています。個別のケー
スについては管轄の総合福祉事務所のケースワー
カーなどにご連絡ください。

266

第2部
第3章
３　区
民生活
と産業
分野＜
全体＞

現在石神井台8丁目周辺には図書館や地区区
民館がないので不便である。将来ぜひ設置し
てほしい。なお、当地区の人口増加は著しく、
利用者も年々増加している。

パブ
リック
コメント

△区は、地域活動の場として、また、区民の相互交
流の場として、地区区民館および地域集会所を設置
しています。これらの地域集会施設は、どの地域に
お住まいであっても、歩いて15分程度の場所に概ね
設置しています。石神井台８丁目周辺には、関町北
地区区民館、南大泉地区区民館、石神井台地域集
会所の３か所の集会施設がありますので、ぜひご利
用ください。
△区は、区内に図書館を12館整備する構想に基づ
き、約30年にわたり整備を進め、平成21年5月に12
館目となる南田中図書館を開館しました。現在、新
たに図書館を設置する計画はありませんが、より良
い読書環境の整備および利便性の向上を図るた
め、予約された図書館資料の受取窓口の設置につ
いて、今後、設置地域を含め検討していきます。

267

施策
311　地
域コミュ
ニティ
を活性
化し、
協働を
推進す
る

まちづくりに関する会を立上げ、地域コミュニ
ティを進めようとしているが、閉鎖的な町内会
の協力が得られずに大変困っている。まちづく
り活動をとりやめよと言われている。出来たら
行政が中に入って、仲介の労を取っていただ
きたい。

パブ
リック
コメント

※地域では、町会・自治会、ＮＰＯ・ボランティア団体
など、さまざまな地域活動団体が地域の課題解決に
取り組んでいます。区は、区民の皆さまの自主性・
主体性を尊重しながら、地域コミュニティづくりを支援
していくことが行政の役割であると考えています。地
域での各々の活動については、地域の中で十分話
し合いを行っていただきたいと考えています。
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268

施策
311　地
域コミュ
ニティ
を活性
化し、
協働を
推進す
る

町会は老人たちの憩いの場でしかなく、本当
の事を発言すればケンカになるだろう。

区政モ
ニター
アン
ケート

○町会・自治会をはじめ、地域コミュニティの活性化
を図るためには、区民の皆さまの自主性・主体性を
尊重しながら、地域活動に参加しやすい環境づくり
や地域活動団体の支援など、多くの取組が必要で
あると考えています。今後、区民参加により十分検
討したうえで、地域の実情に即した支援策を具体化
していきます。

269

施策
311　地
域コミュ
ニティ
を活性
化し、
協働を
推進す
る

農地相続に伴い造成された住宅地の方は、町
会に加入しないので困っている。

町会連
合会支
部会

○地域コミュニティの活性化を図るためには、区民
の皆さまの自主性・主体性を尊重しながら、地域活
動に参加しやすい環境づくりや地域活動団体の支
援など、多くの取組が必要であると考えています。今
後、町会・自治会への加入状況等、実態を踏まえな
がら、区民参加により十分検討したうえで、地域の
実情に即した支援策を具体化していきます。

270

施策
311　地
域コミュ
ニティ
を活性
化し、
協働を
推進す
る

ボランティアの正確な意味内容を理解していな
い人に、行政の立場から諭してほしい。

区政モ
ニター
懇談会

※ボランティアについては、様々な考え方や活動が
あります。区としては、社会福祉協議会にボランティ
アセンターを設けるとともに、練馬区ＮＰＯ活動支援
センターの運営を通じて、区民の自主的な取組を支
援しています。

271

施策
312　地
域活動
を支え
る情
報・機
会・場
の提供
を行う

地域コミュニティ施設（地区区民館）の耐震化、
身体障害者利用対策の実現化を。

パブ
リック
コメント

※区立施設の耐震化率を平成27年度までに100％
とするために定めた耐震化整備プログラムに基づ
き、地区区民館などの地域コミュニティ施設について
も、順次耐震化を進めていきます。また、バリアフ
リー化については、区立施設改修改築計画に基づ
き、改修等の際に可能な限り実施しています。

272

施策
312　地
域活動
を支え
る情
報・機
会・場
の提供
を行う

地区区民館には、コピー機すらない。コピー
機、許せば印刷機等の設置、更には、簡単な
調理施設等も高齢者を今後多数受け入れるた
めには必要な施設と考えている。

パブ
リック
コメント

※地区区民館では、印刷機を所有していますので、
設置場所の確保や提供方法等を検討し、条件が
整った地区区民館から貸出しを行っていきます。ま
た、調理施設等の整備については、大規模改修の
際に、地域の皆さまからご意見を伺いながら、更に
利用しやすい施設となるよう、検討していきたいと考
えています。
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273

施策
312　地
域活動
を支え
る情
報・機
会・場
の提供
を行う

区の掲示板にサークル活動などを掲示する事
が出来る様になりました。人が多く集まるスー
パーや駅などにも掲示板を増やして下さい。
尚、集会所にはサークル活動を報告・展示す
ることも良しとしてほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

※区が設置している掲示板の設置場所について
は、より多くの地域の皆さまにご覧いただくことがで
きるよう、日常的に利用されている道路等から見や
すい場所に設置することを基準としていますので、ご
理解をいただくようお願いします。
　また、地域集会所でのサークル活動の報告・展示
等については、管理運営を委ねている地域の運営
団体や利用者の皆さまのご意見を伺いながら、今
後、検討をしていきます。なお、区民事務所や出張
所の建物内には、地域情報コーナーを設置してお
り、サークル活動の掲示や会員募集のちらしなどを
置くことができますので、ご利用ください。

274

政策32
経済活
動を活
発にす
る

産業の活性化や成り立ちを体験できるイベント
事業の実施に期待したい。

パブ
リック
コメント

※これまでも、漬物物産展や伝統工芸展など練馬区
の産業の個性を発信するイベントを実施していま
す。今後も、練馬区の個性を活かして経済活動の活
発化を図るための事業について検討していきます。

275

政策32
経済活
動を活
発にす
る

練馬区は他の区と比べて、いわゆる大企業が
なく、大型商業施設も少なく、私鉄はあるがＪＲ
はなく、結果として、税収もが少なく、他の地域
から練馬区に積極的に住んでみたいと思う人
気度は極めて低いのではないか。大企業・大
型商業施設誘致を。

パブ
リック
コメント

○練馬区の現状にはご指摘のような部分もあります
が、区民意識意向調査によれば、94％の方が「住み
よい」「まあ住みよい」と肯定的な評価をしています。
区ではこうした状況も踏まえ、さらに経済活動を活発
にするため、様々な振興策に取り組んでいきます。
企業誘致についても、例えば、学校跡施設（光が丘
地域）活用にあたって、区内の産業基盤の強化、区
民雇用の創出、地域活力の向上等に資する民間事
業者を誘致することを活用の基本的な考え方の一つ
とするなど、積極的に取り組んでいきます。

276

政策32
経済活
動を活
発にす
る

産業振興の話があったが、練馬区には農業と
アニメしかないのか。それなら伸ばす方法を考
えるなど、根本的なところを解決していないと
財政に影響があるのではないか。

区政モ
ニター
懇談会

○経済活動を活発にする政策目標を達成するた
め、練馬区の特徴的産業への取組を図っています。
まず、練馬区は９０社を超えるアニメ関連企業が所
在し、日本一の集積地となっていることから、この産
業集積をさらに拡大・強化し、その波及効果により区
内産業全体の活性化を図ることとしています。また、
区内の農地は23区最大の面積であり、農産物を供
給するだけでなく区民の暮らしを豊かにする多面的
機能をもっているため、都市農業の振興と農地の保
全に取り組むこととしています。さらに漬物産業や伝
統工芸などの伝統産業や区民生活の利便性を向上
させる産業の振興を図っていきます。

277

政策32
経済活
動を活
発にす
る

照姫のアニメ映画を東映系に上映してほしい。
パブ
リック
コメント

※照姫のアニメ映画化については、経営的な観点か
ら可能か否かも含め、今後関係者と協議していきま
す。
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278

施策
321　練
馬区の
特徴的
な産業
を支援
する

アニメ国際交流は、国にまかせること。地方自
治体の仕事ではない。

パブ
リック
コメント

△練馬区は日本のアニメ産業発祥の地であり、現在
も９０社を超えるアニメ関連企業が所在し、日本一の
集積地となっています。そうした中、国ではアニメ、
映画、音楽などのコンテンツ産業を世界に通じる日
本ブランド戦略の重要産業と位置づけ、強力に諸施
策を推進することとしています。そこで区では、他の
自治体の動向を踏まえながら、平成21年１月にアニ
メ産業振興の根幹となる「練馬区地域共存型アニメ
産業集積活性化計画」を策定しました。この計画は
国の方向性と一致するものです。この計画を踏まえ
設定したアニメプロジェクトでは、産業集積をさらに
拡大・強化し、区内産業全体の活性化を図り、他の
自治体に無い練馬区の魅力を高め、アニメ文化を育
むことをめざしています。

279

施策
321　練
馬区の
特徴的
な産業
を支援
する

練馬駅にアニメのオブジェを。石神井公園や光
が丘などにも。アニメのまちに。

パブ
リック
コメント

※区では既に、練馬駅や光が丘駅を始めとする区
内の駅に、アニメキャラクターを活用した観光案内板
の設置を進めています。また、平成21年１月に策定
した「練馬区地域共存型アニメ産業集積活性化計
画」に基づき、練馬区がアニメのまちであることを象
徴するモニュメント等の整備を検討していきます。

280

施策
321　練
馬区の
特徴的
な産業
を支援
する

練馬区はアニメ産業が強いということは聞いて
いたが、印象でしかなかった。アニメ従事者が
1,980人ということであるが、売上げがどの程度
有り、それによる税収、さらには観光などによ
る集客効果などの数字があれば教えていただ
きたい。

区民と
区長の
つどい

※区内アニメ企業の売上額については各企業が公
表していませんが、区では概算で３００億円程度と推
定しています。税収については、現在法人所得税は
区に入ってこない仕組みのため不明です。また、集
客効果については、アニメカーニバル等のイベント
来場者数が２９，５００人、東映アニメーションギャラ
リーの年間来場者数が１３，５００人ですが、駅の観
光案内板を目的とした来区など数字を把握できない
場所も多く、全体は把握できません。今後、これらの
来場者数が一層増加するよう取り組んでいきます。

281

施策
321　練
馬区の
特徴的
な産業
を支援
する

アニメ事業に従事している方は低所得の方が
多い。アニメ従業者数を増やすというだけで
は、低所得者層を増やすだけに見えてしまう。

区民と
区長の
つどい

※アニメに従事している人の年収は恵まれていない
と聞いていますが、練馬のアニメが盛んになれば、
練馬のアニメ業界の中で労働条件の改善が図られ
ていくと考えています。

282

施策
321　練
馬区の
特徴的
な産業
を支援
する

お台場に機動戦士ガンダムの実物大模型が
設置され、415万人を動員したそうである。ま
た、箱根でエヴァンゲリオンを絡めた観光マッ
プを作成したが、4,000枚が二日間ではけてし
まい、10,000枚配布することになった。練馬区
では松本零士氏を取り上げているが、こうした
具体的な数字で示せる効果予測などはあるだ
ろうか。

区民と
区長の
つどい

※練馬区内には国内最大のアニメ産業集積があり、
その波及効果は具体的数値では示せませんが大き
いと考えられ、商店街への集客効果なども想定され
ます。平成21年1月策定した「地域共存型アニメ産業
集積活性化計画」に基づき、区の重点産業として振
興に努めていきます。
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283

施策
321　練
馬区の
特徴的
な産業
を支援
する

地場産業を大切にして、それに付随した企画、
起業を進展させていくこと。

パブ
リック
コメント

○区内には、日本一の企業集積を誇るアニメ産業
や、長い歴史のある漬物産業や伝統工芸など、特徴
的な産業があります。アニメに関しては、平成21年1
月に「地域共存型アニメ産業集積活性化計画」を策
定し、区の重点産業として振興に努めています。ま
た、毎年秋に石神井公園区民交流センターで開催
の「練馬区伝統工芸展」や、1月に西武池袋本店で
開催の「ねりま漬物物産展」には、区が支援を行って
います。こうした練馬区の特色ある伝統的産業・地
場産業に対しては、起業に関する支援を含め、今後
とも積極的に振興を図っていきます。

284

施策
322　中
小企業
の経営
を支援
する

地域内で雇用創出ができる新産業の育成（植
物工場等）を。

パブ
リック
コメント

※区は、新たに起業をめざす方々に対する講座の
開催から融資、経営指導など一貫した創業支援や、
異業種の交流により新製品・新技術の研究・開発を
行う団体に対する補助金交付など、新たな産業や事
業に対する支援を行っています。新たな産業や事業
の創出は、地域内での雇用を生み出すとともに、地
域経済発展の活力として必要なものと考えます。今
後とも新産業の育成に向けて積極的に取り組んでい
きます。

285

施策
322　中
小企業
の経営
を支援
する

財源がどこから出るのか問題。区自治で産業
を起こせる、または市民が手軽に産業を起こし
財源を確保するなど。高収入・低収入でもない
中間層にしわ寄せがきている。

パブ
リック
コメント

※区では、これまでも行政改革を積極的に推進し、
職員数の削減や公債費の縮減を図って義務的な経
費を圧縮し、財政基盤の強化に努めてきました。現
状では厳しい経済環境にありますが、引き続き税収
など歳入の確保に尽力し、歳出については無駄を省
き重点事業に財源を投入することで、計画の実行性
を担保していきます。
　また区内産業の育成は、財源確保に留まらない重
要な課題であることから、アニメ関連企業の育成な
どを核に、区内産業を活性化していきます。

286

施策
322　中
小企業
の経営
を支援
する

　資料の５，６ページに中小企業の経営を支援
するとあります。私どもは専門工事業です。支
援の中では資金、経営の安定化の相談等が
ありますが、我々建設業では、やはり景気が
一番です。
　５ページに受注の減少とありますが、受注が
どう増えていくのか。各自の企業努力が一番
ですが、そこがなかなか厳しいので景気はどう
なのかと期待するところです。この練馬の指針
の中で、景気の拡大など多少なりとも考えてい
るのか、また、オリンピックの東京実施が決
まった際には、2016年に向けて練馬区の動き
あるのか質問させていただきます。

産業関
係団体
説明会

※受注量を増やせるような方策については、現在、
分野別計画の中にある商工業振興計画を見直して
いる最中であり、その中で具体的な方策をお示しす
る予定です。区内には非常に数多くの建設業者がお
り、現在でも区では、地元業者にお願いできる仕事
をできるだけ発注できるよう努めています。具体的に
は、現在、区長を本部長とする区民生活防衛対策本
部を作っており、平成21年度、景気対策の工事を４０
億円予算化したほか、補正予算においても緊急対
策工事を７億円追加しました。経済状況が厳しい
中、区ができることについて引き続き努めていきま
す。

287

施策
322　中
小企業
の経営
を支援
する

　分野別政策４、環境とまちづくり分野の中で、
環境に負荷の少ないまちづくりとありますが、
練馬区は環境マネジメントのISO14000に関し
て助成があるかと思いますが、零細企業にとっ
てはISO14000を取得することはかなり厳しい
状況です。エコアクション21という中小企業団
体が行っている環境マネジメントがあります
が、これに対して、練馬区も助成をお願いした
い。

産業関
係団体
説明会

※現在、区ではISOの認証取得に対して助成を行っ
ています。エコアクション21については、現在、商工
業振興計画を策定中であり、その中で議論するとと
もに、環境の所管部署とも検討していきます。
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288

施策
323　中
小企業
の勤労
者と就
労を支
援する

学習には多少の障害のある子どもを対象に、
「でっち奉公」を受け入れながら本物の職人を
育てるプロジェクトを練馬でも立ち上げたいも
のだ。

パブ
リック
コメント

※国や都の関係機関と連携して、人材育成や能力
開発の支援を図ります。具体的な取組については、
今後、検討していきます。

289

施策
323　中
小企業
の勤労
者と就
労を支
援する

働きたい無職の方々への支援もお願いした
い。誰でも病気や障害で、リストラで職を失うこ
とがある。区民の税で区民の安心のための支
援システムを作っておくことは区民も納得でき
る。

パブ
リック
コメント

○ワークサポートねりまなど、国や都の関係機関と
協力し、雇用や職業訓練についての情報提供や職
業相談を行っていきます。

290

施策
325　都
市農地
を保全
し都市
農業を
支援す
る

区内の農作物が区民の手に入る方法はない
か。

パブ
リック
コメント

※区内には数多くの庭先販売農家や４か所の共同
直売所があり、そのうち105か所の庭先直売所と共
同直売所については、直売所マップを作成していま
す。このマップは区役所や観光案内所などで配布す
るほか、ホームページに掲載することで、身近に区
内の農産物が手に入るようご案内しています。改版
の際は、さらに分かりやすくなるよう努めていきま
す。

291

施策
325　都
市農地
を保全
し都市
農業を
支援す
る

農業体験農園は基本的に違う。もっと区民が
正しく好きな菜園ができるようにすべき。体験
農園とは体のいい農業ヘルパーでしかない。

区政モ
ニター
アン
ケート

△区民が一定のルールの中で自由に農作物を栽培
できる農園として、区民農園・市民農園があります。
一方で、農業体験農園は農家の指導を受けながら、
農作業を体験できる農園であり、利用者から高い
ニーズがあります。異なる性格の農園があることで、
様々な形で農とのふれあいの場を提供できると考え
ています。

292

施策
325　都
市農地
を保全
し都市
農業を
支援す
る

農地について。端境期には土支田は砂漠と化
し砂ぼこりで家の中がザラザラになる。またご
み焼きをする人がいる。何か対策はないか。

区政モ
ニター
アン
ケート

※都市において農地を保全していくためには、近隣
住民との調和が重要と考えています。区は砂埃対策
として、土留めやフェンスの設置工事に対する支援
を行っています。また、不法な野焼き等については、
農業委員会が対応しています。

293

施策
325　都
市農地
を保全
し都市
農業を
支援す
る

庭のない団地に住む若い人やあとから引越し
て来た人たちもせっかくみどり多い練馬に居て
も庭も畑もない生活が現実である。もっと日曜
菜園が出来る「区の畑」を確保・提供して欲し
い。

区政モ
ニター
アン
ケート

○区民農園の開園に当たっては、地域バランスや日
当たりなど農園としての環境などを鑑みながら農園
数の増加に取り組んでいるところです。
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294

施策
325　都
市農地
を保全
し都市
農業を
支援す
る

空いた区施設を活用して芝生や野菜などを栽
培することはできないか。天候不順により野菜
が育っていない状況もあるが、野菜工場で野
菜を作り、直売することはできないか。食料自
給率の向上と同時に、コミュニティでの雇用創
出にもつながるのではないか。

区民と
区長の
つどい

△区立施設に空きが発生した場合、区民ニーズの
高い喫緊の課題に対応するために、施設の立地や
建物の耐用年数なども考慮しながら、必要な区立施
設への転用や民間の保育所・特別養護老人ホーム
等の誘致など、積極的に活用を進めていきます。こ
のためご提案の野菜の栽培などに活用するのは困
難と考えています。

295

施策
325　都
市農地
を保全
し都市
農業を
支援す
る

都市型農業の振興は、地域の特性を活かし、
みどりを守る意味でも必要だと思うが、なかな
か農業の後継者がいない現実も踏え、税政策
で土地成金を作らないよう配慮も必要だと思
う。

区政モ
ニター
アン
ケート

○農業経営の安定化が図られることにより、後継者
問題の解消につながると考えており、積極的に農業
振興施策に取り組んでいます。また、都市農業に関
する制度の改正、見直しについては、適切に農地保
全が図られるよう都市農地保全推進自治体協議会
を通じて、国に要望しているところです。

296

施策
326　魅
力的な
商店街
づくりを
進める

北町商店街のように阿波おどりの取組を。全
員参加、地域こぞって参加できる、一年間練習
した晴れ舞台にぶつけることができる。今後、
高円寺のあわおどりをめざしてがんばってほし
い。

区政モ
ニター
アン
ケート

※魅力的な商店街づくりを進めていく上で、北町商
店街振興組合とニュー北町商店街振興組合が協働
して行っている阿波踊りなど、商店街のにぎわいづく
りにつながるイベントに対して、区は今後も引き続き
支援を行っていきます。

297

施策
326　魅
力的な
商店街
づくりを
進める

立野町は家が隙間なく立ち並んでいながら、
人の流れは吉祥寺に取られ商店街はシャッ
ター通りになっている。

町会連
合会支
部会

※魅力的な商店街づくりにとって、商店街の空き店
舗対策は重要な課題と考えています。今後も、商店
会や事業者が行う空き店舗を活用した事業に対す
る支援を行っていきます。

298

施策
326　魅
力的な
商店街
づくりを
進める

　区民生活と産業分野の１３ページ上から魅力
的な商店街つくりを進めるとあります。施策の
目標の目指す状態を読みますと、現状から思
うと空疎な文章に感じます。
　具体的にどうするのかという場合に、練馬の
北口に現在５つの商店街があります。４０、５０
の構成員の数ですが、かつて右肩上がりのと
きは、それぞれ商店街が活性化して成り立っ
ていましたが、不況になると個々の商店街で
は対応できないような気がしています。それぞ
れの地区の商店街が、ある程度一体的に統合
して、そしてリーダーの若返りを図ることが必
要であると感じています。このことについて、ど
のように考えていますか。

産業関
係団体
説明会

※長期計画において、商店街に必要な施策をお示し
しています。どの商店街においても店舗が減少して
おり、商店会会員の年齢が上がってきています。こう
した中で近隣の商店街が連携を強め、若い世代もそ
こに加わり自由闊達にご意見が言い合える場ができ
ることが必要と考えています。
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299

施策
327　ま
ち歩き
観光を
推進す
る

　 弘前に行った際に、無料で利用できるレンタ
サイクルがありました。これを利用し弘前城の
中など近場を見て回ることができました。その
ほか各地域によっては、100円で乗れるバスや
1日500円で乗り放題などのバスがあります。
　レンタサイクルを土日だけだとか、土日に北
町を回っているバスを1時間に一本が20分に
一本という形がとれないでしょうか。下石神井
の商店会から千川に何もないということであれ
ば、利用頻度の高いときだけバスをもっと頻繁
に出せないでしょうか。
　無料でできることや最低限の費用でバスが
もっとだせるとか、毎日は無理でも利用頻度の
高いときに桜の時期に自転車を貸す、バスが
行くとか、そういったことを行うことによって、観
光や商業の発達ができるのではないでしょう
か。

産業関
係団体
説明会

※レンタサイクルにつきましては、区の主要駅になり
ますが、練馬タウンサイクルの事業を行っています。
通勤の方に使っていただくことで始めましたが、1日
貸しも行っており、4時間まで100円で利用いただけ
ます。
　自転車を使うとより広く観光ができますので、都市
整備公社・西武鉄道と連携してタウンサイクルを使っ
た観光まちめぐりを計画しており、平成21年秋からタ
ウンサイクルを使った取組を開始します。
　バスについても、通常の通勤バスだけでなく、観光
から考えてみるなど、多様な視点で取り組んでいき
ます。

300

施策
327　ま
ち歩き
観光を
推進す
る

　私の所属する異業種交流会では、毎年2月9
日に食文化のシンポジウムを行っています。
今年2月は豊玉にありますインデラカレーのカ
レーをベースにシンポジウムを行いました。前
年はコルノマカロニのスパゲテイー、パスタで
す。これらは練馬食文化の財産と思っていま
す。中村にある糀屋三郎右衛門、大泉にある
小泉牧場などはねりコレに載っているなど情報
があります。練馬に道の駅などがあれば良い
のですが、ないので練馬の産業が埋もれてい
る感じがします。将来展望になるかと思います
が、商品が扱える道の駅など建設いただけれ
ばと思います。

産業関
係団体
説明会

※道の駅は、大きな道路沿いでないと設置できない
など、課題があると考えています。一方で、既にJA
東京あおばの直売所が大泉や桜台にあり、この直
売所で練馬の物産を買うことができます。また、練馬
駅の地下コンコースには観光案内所があります。こ
のような形で商品を紹介する場所が多様にできてい
ますので、周知を図っていきます。

301

施策
327　ま
ち歩き
観光を
推進す
る

　武蔵関から上石神井、練馬、江古田まで真っ
直ぐ練馬を通っている千川通りに交通の便が
ありません。
　私の所属する異業種交流会では散歩ジュウ
ムを始めましたが、街を歩く中で、初めて江古
田の商店街に行きました。市場通りという立派
な商店街がありました。そういう所をもっと多く
の方に知ってもらいたい。そのためには、交通
の便が必要となります。観光、ものづくり、牧場
など、他の区や町から来ていただきたい。その
ためにも、繋がるような交通の便など、考えい
ただくよう要望いたします。

産業関
係団体
説明会

※練馬区は相当広いため、お住まいのところから離
れたところは分からないということがあります。練馬
区観光協会が実施しているまち歩きのイベントもあり
ますので、広い練馬の良さを区民の皆さまに知って
いただきたいと考えています。

302

施策
327　ま
ち歩き
観光を
推進す
る

施策３２７
　大泉学園駅のアニメキャラクター、バス停近
くの看板があるがどちらも見栄えのしない場所
である。駅北口は雑然としてアニメ発祥の地に
そぐわない。
　アニメ文化関係者、地域の人を中核にしてア
ニメの町の入口らしいデザインを考えてほし
い。

教育委
員会関
係団体
説明会

※大泉学園駅北口周辺では、毎年3月に商店街を中
心にイベント「アニメプロジェクトin大泉」が開催され
たり、西武鉄道により駅舎に「銀河鉄道９９９」の大
壁画が設置されています。今後とも区は、鉄道事業
者等と連携を図りながら、アニメのまちの入口にふさ
わしい景観となるよう取組を進めていきます。
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303

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

文化芸術、生涯学習をもっと手あつく
パブ
リック
コメント

○区では、平成17年3月に「練馬区文化芸術の振興
に関する基本方針」を策定するとともに、「練馬区文
化振興条例」を制定し、鑑賞機会や活動機会の充実
など文化芸術の振興に取り組んでいます。また、生
涯学習を推進するため、平成13年度から22年度ま
で、3期にわたって「練馬区生涯学習支援プラン21」
を策定し、生涯学習活動の支援を進めています。
　21年度は、新練馬区基本構想や長期計画の策定
の検討に合わせ、今後の文化振興の取組の方向に
ついて専門的見地からご意見をいただくため、練馬
区文化芸術振興有識者委員会を設置し、21年8月に
「練馬区の文化芸術に関する提言」をいただいたとこ
ろです。
　長期計画素案においては、この提言に基づき「（仮
称）文化芸術振興計画」を作成し、文化芸術のより
一層の振興を図ることとしています。また、新基本構
想の｢未来の練馬をはぐくむ｣視点を具体化する｢人
づくりプロジェクト」の主要な取組として、「（仮称）ね
りま区民大学」を設置し、地域活動を担う人材の育
成や生涯学習活動の一層の充実を図っていきます。
さらに、区民が生涯にわたっていつでも学ぶことがで
き、その成果が活かされるような生涯学習社会の実
現を図るため、生涯学習に関する総合的な計画を策
定し、推進していきます。

304

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

文化芸術活動にもっと力を入れるべき。アニメ
にかたよりすぎず、例えば、ロックの街、ジャズ
の街などのイベントをやって欲しい。

パブ
リック
コメント

※区では平成17年3月に「練馬区文化芸術の振興に
関する基本方針」を策定するとともに「練馬区文化振
興条例」を制定し、鑑賞機会や活動機会の充実など
文化芸術の振興に取り組んでいます。
21年度は、新練馬区基本構想や長期計画の策定の
進行に合わせ、今後の文化芸術振興の取組の方向
について、専門的見地からご意見をいただくため、
練馬区文化芸術振興有識者委員会を設置し、21年8
月に「練馬区の文化芸術に関する提言」をいただい
たところです。
　今後、この提言に基づき、「（仮称）文化芸術振興
計画」を作成し、文化芸術のより一層の振興を図る
ことを、長期計画事業として盛り込んでいます。ご提
案の趣旨についても文化芸術振興計画策定の中
で、検討させていただきたいと考えています。
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305

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

その他、区民施設・社会教育施設についても、
他区と比較・検討し、７０万区民に相応しい施
設整備をし、「芸術・文化の区」になるようお願
いします。

パブ
リック
コメント

○区民施設・社会教育施設等については、多くの区
民が利用しやすいように施設整備を行っており、最
近では、平成21年1月に7番目の地域体育館として
中村南スポーツ交流センター、5月に12番目の図書
館として南田中図書館を開館したほか、平成22年3
月には石神井公園ふるさと文化館の開館を予定し
ています。また、文化芸術の取組については、21年
度は、新練馬区基本構想や長期計画の策定の検討
に合わせ、今後の文化振興の取組の方向について
専門的見地からご意見をいただくため、練馬区文化
芸術振興有識者委員会を設置し、21年8月に「練馬
区の文化芸術に関する提言」をいただいたところで
す。
　長期計画においては、この提言に基づき「（仮称）
文化芸術振興計画」を作成し、文化芸術のより一層
の振興を図ることとしています。また、生涯学習をさ
らに推進するための総合的な計画を策定し、充実を
図っていきます。

306

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

文化振興計画を取り入れていただいたことに
感謝している。

区民と
区長の
つどい

※新練馬区基本構想や長期計画の策定の進行に
合わせ、21年度、今後の文化芸術振興の取組の方
向について、専門的見地からご意見をいただくた
め、練馬区文化芸術振興有識者委員会を設置し、
21年8月に「練馬区の文化芸術に関する提言」をい
ただきました。
　今後、この提言に基づき、「（仮称）文化芸術振興
計画」を作成し、文化芸術のより一層の振興を図っ
ていきます。

307

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

練馬の伝承文化についてまだ取り組んでいな
いことがたくさんあるのではないか。

区民と
区長の
つどい

※区では平成17年3月に「練馬区文化芸術の振興に
関する基本方針」を策定するとともに「練馬区文化振
興条例」を制定し、鑑賞機会や活動機会の充実など
文化芸術の振興に取り組んでいます。
　本年度は、新練馬区基本構想や長期計画の策定
の進行に合わせ、今後の文化芸術振興の取組の方
向について、専門的見地からご意見をいただくた
め、練馬区文化芸術振興有識者委員会を設置し、8
月に「練馬区の文化芸術に関する提言」をいただい
たところです。
　今後、この提言に基づき、「（仮称）文化芸術振興
計画」を作成し、文化芸術のより一層の振興を図る
ことを、長期計画事業として盛り込んでいます。ご提
案の趣旨についても文化芸術振興計画策定の中
で、検討させていただきたいと考えています。
※芸能・工芸史上重要なものや地域的・歴史的特色
のあるものについては、無形文化財等として登録
し、ホームページやPR紙などで紹介するとともに、活
動の一助として奨励費用を交付しています。また、お
囃子団体の公演への支援や学校と連携した行事も
行っています。さらに、平成22年3月開館予定の石神
井公園ふるさと文化館では練馬ではぐくまれてきた
文化を展示するとともに伝統文化活動を行っている
団体の活動を支援する取組を行っていきます。今後
も伝承文化等についての取組を充実していきます。
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308

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

練馬区の位置づけとしては良好なベッドタウン
でしかありえまい。文化都市として居住のあり
方、インフラとしての芸術・文化・スポーツなど
の充実と落ち着いた雰囲気づくりということに
なるのだろう。それらを長期の計画に分けて
オーソライズすることが本来の目的に違いな
い。そのラインに戻すべきである。例えば、練
馬文化センターは音響が悪いという欠点を何
かで補えないか。例えば、ホールの使用中の
みオープンするスナックバー。美術館はもっと
区民の美術・芸術の核として活躍したいとして
も狭すぎる、貫井図書館も美術館に組み入
れ、図書館は隣の広場に中央図書館として建
設する。歴史博物館としては資料不足だから
公募して資料集めに専念し、しかるべき時に練
馬博物館として建設を目指す。アニメもこうし
た文脈で資料集めに専念し博物館としてなら
納得する区民も多いでしょう。歴史の少ない練
馬では昔使っていた日常品や個人の戦争体
験記録など練馬ならではの知恵のレビュー館
としての博物館でもいいのではあるまいか。
また、多くの区民の参加を期待してマラソン大
会、サッカー大会、歴史散歩大会、区内60KM
速歩大会などNPO中心のイベントも検討すべ
き。

パブ
リック
コメント

※区では平成17年3月に「練馬区文化芸術の振興に関す
る基本方針」を策定するとともに「練馬区文化振興条例」を
制定し、鑑賞機会や活動機会の充実など文化芸術の振興
に取り組んでいます。
　本年度は、新練馬区基本構想や長期計画の策定の進
行に合わせ、今後の文化芸術振興の取組の方向につい
て、専門的見地からご意見をいただくため、練馬区文化芸
術振興有識者委員会を設置し、8月に「練馬区の文化芸
術に関する提言」をいただいたところです。
　今後、この提言に基づき、「（仮称）文化芸術振興計画」
を作成し、文化芸術のより一層の振興を図ることを、長期
計画事業として盛り込んでいます。
※図書館は、区民の身近な情報拠点であるとともに地域
の文化を支える役割も果たしています。特に貫井図書館
については美術館と併設施設であることから、美術館との
連携をより図りながら、区の文化芸術の振興に取り組んで
いきます。
※博物館については、練馬区ではぐくまれてきた文化の
継承、発展を図り、新たな地域文化の創造および観光振
興への寄与を目的に、現在平成22年3月の開館をめざし、
「石神井公園ふるさと文化館」の建設を進めています。こ
の中で、かつて日常的に使っていた品物なども展示してい
く予定です。
※区では、平成21年１月にアニメ産業振興の根幹となる
「練馬区地域共存型アニメ産業集積活性化計画」を策定し
ました。この産業集積をさらに拡大・強化し、区内産業全
体の活性化を図るとともに、アニメ文化を育み、練馬区の
魅力を高めることをめざしています。

309

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

将来像を描くとすれば、それは区立大学だ。
図書館が理想的に運営できるようになり、レ
ファレンサーも育ち、ゆとりが見えるようになっ
たら、[練馬コミュニティカレッジ]を始め、教養
学部だけの短期大学として第一歩をふみだ
す。キャンパスはヨーロッパの大学のように練
馬全域とし、施設の大半は公共図書館に依存
し、学生は自宅のパソコンで課題を受け取り図
書館のブースを参考資料と共に課題が終わる
まで借り受ける。新たな施設は事務局と学生
会館くらいですます。スクーリングを受けるた
めの教室は小中学校の空き教室を利用する。
かなり先の将来には4年制、社会学部と外国
語・教養歴史学部の計三学部にもふくらませ
る。「入り口は易しく、出口は難しく」をモットー
に、社会に役立つ人間を育てていく。生涯学習
の行き着くポイントの一つとして、また、芸術・
文化都市、良好なベッドタウンとしても有効な
プランとなる。

パブ
リック
コメント

○成熟した今日の社会においては、生きがいのある
人生と自己実現への希求が高まり、それぞれのもつ
資質や能力を生涯にわたり向上させることができる
環境づくりが求められています。さらに、学んだこと
を職場や地域等に還元することも重要なことと考え
ています。
　練馬区においては、生涯にわたって学び、活動す
ることができる社会の実現のために様々な学習機会
や学習情報の提供、団体の育成など、区民の学習
活動を支援しています。
　今後は、新基本構想の｢未来の練馬をはぐくむ｣視
点を具体化する｢人づくりプロジェクト」の主要な取組
として、「（仮称）ねりま区民大学」を設置し、地域活
動を担う人材の育成や身近な地域社会へ還元する
仕組みづくりなどに取り組んでいきます。また、生涯
学習に関する総合的な計画を策定し、生涯学習の
一層の充実を図っていきます。
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310

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

クラブライフを生きがいに。
スポーツを主体にしたクラブにとどまらず、芸
術・文化のグループ活動もクラブライフとして
区民が楽しく、仲間同士として信じ合えるクラ
ブを作り、楽しみながら社会全体で子育て、福
祉に関わっていくようなクラブライフを区民全員
で参加、育成していく。行政の支援はそれらの
進捗状況により異なる。
アメリカ・コネティカット州ノーホーク市のように
ニューヨーク郊外には趣味人たちのクラブライ
フの発達したベッドタウンが静かに、いきいきと
存在している。練馬の将来をこうした町にモデ
ルを求めるのも一方ではないか。いずれにして
もこれからのコミュニティづくりは、これまでの
ような町内会や自治会などのように考え方や
価値観の異なるとなり組の集まりではなく、同
一の目的ないし、価値観を共有するクラブをコ
ミュニケーションの単位として捉えることが求め
られるものと考える。町内会や自治会に民意
を問うても、もはやそこには民意の集積は期待
できない状況にある。すでに以前の町会から
○○の会へと民意は移っている。こうした区民
の動きを先取りして基本構想は造られなけれ
ばならない。

パブ
リック
コメント

○現在、地域では、町会・自治会やＰＴＡなど、さまざ
まな地域団体が防犯・防火・防災や環境美化などの
活動を行っています。また、介護や子育てなど、専門
性が必要とされる課題に対しては、ＮＰＯ・ボランティ
ア団体が自主的・主体的に取り組む活動が活発に
なっています。区では、「地域コミュニティとは、こうし
た多様な活動によって人と人とのつながりをつくり、
自分たちの住む地域を自分たちで住みよいものにし
ていこうという地域社会」と捉えています。今後、区
民参加により地域コミュニティの活性化の方策を十
分検討したうえで、地域の実情に即した支援策を具
体化していきます。
※人々が生涯にわたっていつでも自由に学習機会
を選択して学ぶことができ、その成果が適切に活か
されるような「生涯学習社会」の実現を図ることが求
められています。区でも、区民がライフステージに応
じて、主体的に学ぶことができる学習社会の実現に
努め、個性豊かな文化の創造、誇りと愛着のもてる
地域社会の形成をめざしていきます。
また、地域コミュニティづくりには、豊富な人生経験
や生涯学習活動の成果を活かし、行政とＮＰＯなど
が協働して人材育成･人材活用をシステム化する必
要があると考えています。その際、対等、相互理解、
自主性の尊重、自立化といった協働の原則に従って
支援を行っていきます。

311

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

サークル活動の場、数十名～二百名くらい集
える場所が少なく困っております。例えば詩吟
の練習会、発表会等。

区政モ
ニター
アン
ケート

※区には様々な人数に対応した貸出施設がありま
す。
　例えば、公民館等の公共施設予約システムで予約
抽選ができる文化施設は10施設で、空き施設がイン
ターネット等で分かりますのでご活用ください。また、
他の施設としては、練習等はお近くの地区区民館、
集会所等施設を、発表会等は練馬文化センター、大
泉学園ゆめりあホール等がご利用になれますが、防
音等の条件が異なりますので、まずは各施設にご相
談ください。

312

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

区の施設が老朽化していたり、公民館規模の
施設が少ない。新規でつくることは難しいと思
うが、もう少し発表会などが出来る場があれば
良い。

区政モ
ニター
懇談会

※舞台のある施設は、練馬公民館のほか、練馬文
化センター、ゆめりあホール、光が丘・関区民ホール
などがあります。また、光が丘の学校跡施設を活用
して、若者をはじめとする多様な世代の活動や発表
の場として文化芸術振興支援施設を整備します。
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313

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

１　合唱他、音楽演奏の発表の場としてゆめり
あホールにつぐ、音楽ホール建設を要望しま
す。（ゆめりあホールには、リハーサル室がな
いため、リハーサル室のあるホールを希望しま
す。）
２　練馬区役所地下多目的会議室にピアノの
設置を希望します。
３　練馬文化センターの使用については、区文
化団体所属（認定団体）が優先的に使用でき
るように扱ってください。

教育委
員会関
係団体
説明会

※現在、音楽演奏等の活動の場として、練馬文化セン
ターや大泉学園ゆめりあホール、練馬公民館ホール、光
が丘区民ホール、関区民ホール等があり、多くの区民の
方にご利用いただいています。昨年度の大泉学園ゆめり
あホールの平均利用率は90％と高いのですが、練馬文化
センターの平均利用率は大ホールで68％、小ホールで
77％と、まだ余裕のある状況です。日程等の関係で、希望
日に利用できない場合もあるとは思いますが、ホールが
不足しているかどうかは、十分な検討が必要です。22年度
には、(仮)文化芸術振興計画の作成を予定していますの
で、練馬文化センター、大泉学園ゆめりあホールをはじ
め、既存のホールの活用状況等を踏まえて、発表の場や
練習の場としての施設の利用についても検討していきた
いと考えます。
２　多目的会議室は、主に、講演会や説明会などの会議
的な使用を想定して設置しているものです。合唱や演奏
会等での利用にも貸し出しを行っていますが、ピアノを常
設することについては、施設の性格から考えていません。
３　練馬文化センターの優先利用についてですが、生涯学
習登録団体や、練馬区文化振興協会登録文化団体、区
内大学等からも優先利用の要望が寄せられています。公
共施設として、多くの方にご利用いただく上で、優先利用
等を取り入れるべきかどうかは慎重に対応しなければなら
ない問題ですので、今後、練馬文化センターをはじめとす
る施設の利用方法について総合的に検討していきたいと
考えます。

314

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

石神井公園（現日銀グランド部分）に、日本伝
統文化伝承館や都立石神井能楽堂を設置し
ていただきたい。

区民と
区長の
つどい

※日本銀行石神井運動場については、運動場として
利用していた経緯があり、運動公園として整備した
いと考えており、区民の皆さまのご意見を伺いなが
ら検討していきます。能楽堂は、基本的には都道府
県単位のものであると考えています。

315

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

寿大学などの文化活動の開催が水曜日ばか
りなのか？

区政モ
ニター
懇談会

※現在、部屋の予約（一般団体）利用が比較的に少
ない、水曜日に設定しています。今後、皆さまのご意
見をいただきながら曜日や開催日時の設定に配慮
していきます。
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316

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

施設を利用しやすく区民の参加を促進するた
めの提案
公民館の利用区分は、午前、午後、夜間の３
区分であるため、継続の場合を除き１２～１
時、５～６時の利用ができない。また、４時を過
ぎると空き室が多くなる。
そこで、地区区民館のように９～２１時の利用
区分を、２時間ずつに６区分に区切れば、多く
の団体が利用できるようになり、現在の利用率
の改善も期待できる。
または、午後を１２～３時、３～６時の２区分だ
けでもして欲しい。この方法は、新座市の公民
館で実施している。

教育委
員会関
係団体
説明会

※公民館は、現在　午前（9時～12時）、午後（13時
～17時）、夜間（18時～21時30分）の区分で、各区分
に準備時間から片付け時間までを含めてご利用い
ただいています。
　また、午前･午後の間12時～13時、午後･夜間の間
17時～18時については、次の利用者の受け入れの
ため清掃を行っています。
　施設の２時間単位での利用方法については、現行
の区分単位と比較して区民の皆さまにとってどのよ
うな利点や不便な点があるか、皆さまからのご意見
や、他施設の状況などをふまえ検討していきます。

317

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

石神井公園区民交流センターの施設整備の
要望
３階の大会議室１・２の壁面に鏡をつけて欲し
い。
現在、移動式の折りたたみの鏡があるが、非
常に効率の悪い、危険性の高いものであるた
め。

教育委
員会関
係団体
説明会

※石神井公園区民交流センター３階の大会議室１・
２については、会議や講演会等の利用に適した部屋
として設けたため、壁面に鏡は設置していません。
鏡が必要な方には、移動式の鏡を用意しています。
また、２階の会議室２の壁面には、鏡を設置していま
すので、用途に応じてお部屋をお選びください。

318

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

施策３３１生涯学習施設の整備
　石神井区民交流センター多目的大会議室の
壁面に鏡の整備を願いたい。
　利用目的がちがうと言われるが、現実にはフ
ラダンスの他社交ダンス等も利用している。是
非利用目的を変更して生涯学習施設の整備を
してもらいたい。

教育委
員会関
係団体
説明会

※区立施設はそれぞれ目的をもって設置されていま
す。石神井公園区民交流センターは区民の皆さまの
文化活動と交流の促進を設置目的としており、大会
議室については、会議や講演会等の利用に適した
部屋として設けていますが、ダンス等でのご利用者
向けに、移動式の鏡を用意しています。

319

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

サークル発表会当日の控え室について、和室
が取りにくいことがあったため、日舞の場合
は、和室を使用させてください。

教育委
員会関
係団体
説明会

※サ－クル文化祭は練馬公民館において、土曜日
は日舞・民謡などのサークル、日曜日はコーラス・社
交ダンスなどのサークルの舞台発表会として実施し
ています。そのため、土曜日は和室を希望される
サークルが競合する傾向があり、当日の控え室とし
て、多くのサークルに不便のないよう和室･会議室･
教室等を用意しています。控え室の割り振りについ
ては、サークル文化祭舞台発表連絡会(自主運営)で
行っていただいていますので、連絡会会議などの際
に各団体で調整してくださるようお願いします。
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320

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

１　区報による区内全域にわたる句会広報
２　会員による句会参加への勧誘

教育委
員会関
係団体
説明会

※区報による句会に関する広報として、俳句大会が
行われる春･秋の文化祭についての掲載を行ってい
ます。また、俳句連盟独自の事業の掲載や会員の
募集については、区報の「区民のひろば」などを活用
していただくことができますので、広聴広報課広報係
へご相談ください。
　区報以外の句会の広報としては、共催で実施して
いる秋の区民文化祭のポスターを公民館で作製し、
町会自治会掲示板ほかで周知活動を行っていま
す。
　会員による句会参加の勧誘については、俳句連盟
で作成されたチラシ等を公民館のパンフレットスタン
ドおよび掲示板で周知することができますのでお申
し出ください。

321

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

政策５１　行政運営分野
　区民本意の効率的で質の高い行政をめざす
とは、歴史的資料の収集、管理、利活用につ
いてどのようにして一般に分かりやすく提供す
るのですか。先人からの言い伝え、石碑、石仏
等若者、子供達になじめるように、昔話のよう
にして残していきたい。

教育委
員会関
係団体
説明会

※平成22年3月に開館予定の練馬区立石神井公園
ふるさと文化館では、以下の事業等を展開し、歴史
的資料の収集、管理、活用を計画しています。開館
後はぜひお立ち寄りのうえ、展示や事業をご覧くださ
い。
１　練馬の文化を紹介する展示スペース
２　様々な講座や事業の展開
３　区内に残る資料の調査・整理・保存・活用
４　区民の様々な活動・発表の場所　楽しみながら
交流と学びあいができる場所
５　区民が主体的に活動に取り組める場所
６　活動発表や会議室に利用できる貸出スペース
７　サポーター制度による参加の仕組みづくり

322

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

春・秋区民文化祭に参加しているが、区民参
加等に区の協力を切望します。
　地域の文化発展のため、助成金も希望しま
す。

教育委
員会関
係団体
説明会

※教育委員会では、区民文化祭については、春の
区民文化祭では後援を、秋の区民文化祭では共催
をして実施しており、共催である秋の区民文化祭に
ついては、ポスター･プログラム･チラシの印刷、会場
確保および使用料について支援しています。春・秋
の区民文化祭ともに、区民への周知や参加を募るた
めの区報、ホームページへの掲載、チラシの配布等
については、今後も実施していきます。
△助成金については、区民文化祭への参加団体
は、生涯学習団体（社会教育関係団体）であり、「公
の支配に属しない団体」と社会教育法に位置付けら
れており、生涯学習団体に対する助成金も「公の支
配」にあたるため、実施は困難であると考えていま
す。

323

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

公民館の予約が取れない時に大変苦労する
ため、区の施設や学校など使用できるとありが
たいです。

教育委
員会関
係団体
説明会

※公民館は予約システムによって事前抽選をおこなって
いますが、希望時間帯・曜日によっては多くの団体が申込
みをされて、思うように予約がとれないこともあります。練
馬女性センター、春日町青少年館や総合教育センターな
どの予約システム導入施設については、各施設の先行予
約終了後(25日)から空き枠がある場合に予約を行うことが
できます。この他の施設としましては、別途団体登録が必
要ですが、地区区民館・地域集会所をご利用いただけま
す。
　また、地域の方々の学習・文化・レクリエーション・スポー
ツ活動の場として、学校教育に支障のない範囲で学校施
設を開放していますのでご利用ください。運営は、各学校
に設置された学校開放運営委員会や学校応援団（学校関
係者・地域住民などで構成）に委託して実施しています。
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324

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

１　成人学校について
　私は、成人学校の学習内容としてくらしに役
立つ民法入門の講師をしたことがあります。講
師を務めたいのでこのような成人学校の開催
を検討してほしい。
２　補助金について
　毎年の作品展で分担金が負担できず参加を
見送る高齢者の団体があるので、高齢者の団
体に対する補助金の支給を考えてほしい。

教育委
員会関
係団体
説明会

※公民館では、現在は成人学校を行っていません
が、区民生活を取り巻く現代的課題を解決するのに
必要な教養を高める機会を提供するための「区民大
学」を実施しており、区民の要望、社会や地域の現
代的課題、教養等に関する講座を実施しています。
講師については、講座のテーマ･内容などにより依
頼しています。
　民法入門の講師をされたいというご希望をいただ
きましたが、当面、該当する講座の開催予定がない
ため、ご希望に添うことができません。なお、教育委
員会では、様々な趣味や特技を持つ区民の方々
に、講座の企画を登録いただき、地域の団体などの
学習会に出向いて無償で講師を務めていただく「区
民発出前講座」を実施していますのでご検討下さる
ようお願いします。
※サークル文化祭は、公民館利用サークルの自主
運営で開催しています。サークル文化祭作品展に参
加される団体は、サークル文化祭作品展連絡会で
協議した1団体あたり2,500円を負担しています。これ
は、作品展会場設営時のシルバー人材センターに
支払う人件費が主なものです。(連絡会が徴収し、シ
ルバー人材センターへ支払っています)
△補助金につきましては、サークル文化祭への参加
団体は、生涯学習団体（社会教育関係団体）であ
り、「公の支配に属しない団体」と社会教育法に位置
付けられているため、実施は困難であると考えてい
ます。

325

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

ふるさと文化館を照姫村に名付けてください
パブ
リック
コメント

※多くの方々に来館していただくため、施設の所在
地が想定できるように正式な施設名を「練馬区立石
神井公園ふるさと文化館」としました。開館後、皆さ
まに愛着をもってご利用いただけるように愛称などを
検討していきます。

326

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

４か所のベルデ廃止も考えるべき。区長の賀
詞交換会や照姫まつりもナンセンス。

パブ
リック
コメント

△平成20年度から2か所のベルデで指定管理者制
度を導入しました。その中で引き続きさらなる効率的
な施設運営を行っていきます。ベルデは小中学生の
校外授業のほか多くの区民にご利用いただいている
実績があり、現在ベルデを廃止することは考えてい
ません。
△新年賀詞交換会は、年頭にあたり区内各分野の
方々が一堂に会し、新春を寿ぐとともに、交流を深
め、今後の区政の一層の進展を願い、決意を新たに
することを目的として実施しています。
△照姫まつりの主催は、区民の方で構成される実行
委員会です。地元に伝わる照姫伝説を主体としたお
祭りで、100以上の参加団体、400人以上のボラン
ティアにより支えられ、例年10万人以上の来場者が
あります。区は、住民相互の交流、地域のにぎわい
の創出に大きく貢献する照姫まつりに対し、積極的
に支援をしています。
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327

施策
331　区
民の文
化芸
術・生
涯学習
活動を
支援す
る

文化芸術教育として、漢詩（詩吟および詩舞）
などの講演を小学校・中学校で行わせてほし
い。
練馬区には良い先生がいる。

教育委
員会関
係団体
説明会

※伝統と文化を尊重することや芸術についての理解
を深めることは、学校教育法にも明記されており学
校教育において大切なことであると認識しています。
新しい学習指導要領においても国語の指導事項とし
て古文や漢文を取り扱うことになっています。ご要望
のことにつきましては、国語科や学校行事などにお
いて実施することも考えられますが、具体的な学習
活動や学習内容は各校で決めていますので、お近く
の学校にお問い合わせください。

328

施策
332　読
書活動
を支援
する

図書館を増やして欲しい。

区政モ
ニター
アン
ケート

△区では、区立図書館12館計画により、平成21年5
月には12館目となる南田中図書館を開館したところ
です。現在、新たに図書館を設置する計画はありま
せんが、より良い読書環境の整備および利便性の
向上を図るため、予約された図書館資料の受取窓
口の増設について検討していきます。

329

施策
332　読
書活動
を支援
する

石神井駅北口住民は図書館の恩恵を受けにく
い。新設になった8丁目の緑地公園はすばらし
く、人々の通学通勤の通路ともなり活用されて
いる。草刈りも感謝。このまま遊具などおか
ず、小さな図書館を隅の方にひっそり新設され
ることを願う。愛用者はとても多いはず。ぜひ
一考願う。坂道もなくお年寄りも喜ぶであろう。
リクエストやリザーヴの拠点となるだけでもよ
い試みだ。潜在需要の高さ確認する。光和小
学区域なので、児童書は不要であろう（光和図
書館あり）

区政モ
ニター
アン
ケート

△区では、区立図書館12館計画により、平成21年5
月には12館目となる南田中図書館を開館したところ
です。現在、新たに図書館を設置する計画はありま
せんが、より良い読書環境の整備および利便性の
向上を図るため、予約された図書館資料の受取窓
口の設置について、今後、設置地域を含め検討して
いきます。

330

施策
332　読
書活動
を支援
する

現在練馬区は人口70万人で、公共図書館は
12館である。これは先進国としてなんとも恥ず
かしい。小中学校が閉鎖される中でこれの再
生策として児童・公共併設の図書館として、10
館程度をつくるべきである。それと中央図書館
を立派に建設すべきと考える。練馬区を文化
都市として方向づけるシンボルが必要であろう
と考える。

パブ
リック
コメント

※区では、区民の皆さまが身近な地域の中で図書
館を利用できるよう、区立図書館12館計画により、
平成21年5月には12館目となる南田中図書館を開館
したところです。また、区立小学校44校では、子ども
を主とした地域の方々に学校図書館を開放し、図書
の貸出しと読書などの学習の機会を提供していま
す。
　現在中央図書館建設の予定はありませんが、中央
館的機能を有する光が丘図書館を中心に全12館が
一体となって図書館サービスの充実を図っていきま
す。

331

施策
332　読
書活動
を支援
する

区立図書館の区民１人当たりの蔵書冊数の増
加以上に、建物延面積の拡大が必要と思う。

パブ
リック
コメント

※区では、区民の皆さまが身近な地域の中で図書
館を利用できるよう、区立図書館12館計画により、
平成21年5月には12館目となる南田中図書館を開館
したところです。また、区立小学校44校では、子ども
を主とした地域の方々に学校図書館を開放し、図書
の貸出しと読書などの学習の機会を提供していま
す。
　現在、新たに図書館を設置する計画はありません
が、既存の図書館の大規模改修等の機会を捉え
て、利便性の高い図書環境を整備していきます。
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332

施策
332　読
書活動
を支援
する

図書館館長は司書の資格を持ち、最低3年は一般的な図書
館業務を経験した者を任命するようにしてほしい。23区では
この司書資格不要説が常識化しているようだが、練馬だけで
も独自の判断でおこなうべき。当時の組合と区の理事者が
職員の地位が固定されるのを嫌って専門性を排除することを
強調したからだという。こうした矛盾した行政は改める必要が
あると思う。
公共図書館は図書館法に基づいて施行されたい。
図書館は無料の貸本屋的役割から次世代への情報文化の
セーフティネットとしての業務へとシフトしていくべき。それら
をコーディネートする業務がレファレンスと呼ばれる、図書館
業務の主体となるべきものであり、今後職員の目指すべき業
務キャリアの蓄積は主としてこれに集中すべき。将来全ての
情報がデジタル化され、空っぽの図書館となってもface to
face のレファレンスサービスだけが図書館の存在を明白に
残すはずであるからである。現在のように業務委託が一般
化した状況では、地元のNPOが地元の有償ボランティアと協
働して立派な図書館運営を実現することを私たちは目指して
います。行政の支援を期待する。
これだけ多くの図書館が、ばらばらにその時代のニーズに導
かれてそれぞれ特色を持っているが、これからはもっと明白
に専門性を持つ図書館であるべき。例えば、区の行政資料
専門、芸術文化専門、教育(学校・家庭・社会)専門、ビジネス
専門、芸術関係資料専門、学校図書館の中心的サポート専
門(リソースセンターとして)、あるいは資料保存専門などをか
かえて、しかも閲覧ブースをしっかりとり、アメリカのシカゴ図
書館が3000席、ニューヨーク図書館は1500席に習って生涯
学習の場づくりに専念すべきであり、こうした投資から、税金
を払うことのできる利用者が生まれてくる。これまでの貸本業
務は委託や機械化に任せても、本来のレファレンスサービス
だけは自前でサービスするべき。でなければ、経営はNPOに
全て委ねて[練馬の図書館は練馬のボランティアに運営を任
せる]という内示を出すべき。
練馬の図書館の蔵書数は23区中で最下位に近い値と聞い
ている。最高に近い蔵書を、しかも知識の源泉としての資料
を増やしてほしい。

パブ
リック
コメント

※図書館長を含む職員については、職務を通して人
材育成を図るとともに、専門的な研修や司書講習の
受講の機会を設け、職務能力の向上に努めていき
たいと考えています。
　図書館は、区民の身近な情報拠点として、子育て
世代への支援、就労・ビジネス支援、ＮＰＯ支援など
の新しい役割を含めた区民の生涯学習に対する支
援や、レファレンスサービスの充実が求められてい
ると認識しています。このような要望に応えることが
できるよう、職員の育成や環境の整備を図っていき
ます。
　図書館資料については、蔵書数を増やし、平成26
年度までに練馬区と人口が同規模の区の水準まで
の引き上げをめざすとともに、蔵書構成や利用者の
要望などを踏まえながら蔵書の充実を図っていきま
す。

333

施策
332　読
書活動
を支援
する

練馬区における図書館政策を確実なものとする為に、図
書館法にも規定されている「図書館協議会」或いはそれ
に準ずる組織の設置を是非追加してほしい。
　「新基本構想素案・長期計画素案」では、これからの自
治の在り方において、全体を通して「区民参加」「協働」が
大きく謳われている。これらは民主主義的政策決定過程
において最も重要であることは言を待たない。
　しかし、本年5月に開館された南田中図書館新設に伴
い設置された「建設懇談会」における運営は、到底民主
的と言えるものではなく、そうした理念とは程遠いもので
あった。指定管理者制度導入と云う、図書館運営に最も
影響を与える重要な議題については審議されること無く
終わった。又、情報公開を通じたその「区政の透明性」に
おいても対応の杜撰さを露呈した。
　練馬区に隣接する六自治体(豊島区、中野区、杉並区、
板橋区、西東京市、武蔵野市)において、 現在、図書館
協議会もしくはそれに準ずる組織(図書館運営協議会、
図書館経営協議会)を設置していないのは、板橋区のみ
となっている。
　こうした状況が続くならば、練馬区における「区民参加」
「協働」の実体は、他の自治体に10年20年も遅れてしまう
ことになる。時代の流れに抗する極めて「人為的」なもの
と言っても過言ではない。区長としての見識が厳しく問わ
れる所のものとなっている。
　大きな意味での「文化」とは、一朝一夕に創られるもの
ではない。個々の区民による小さな積み上げこそが、そ
の内実を豊かなものとすることが出来ると言える。

パブ
リック
コメント

※練馬区立図書館では、区民と図書館長との懇談
会を年4回開催するとともに、利用者アンケートを年1
回実施することにより、利用者の皆さまのご意見・ご
要望をお聴きし、図書館運営に生かしていきます。
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334

施策
332　読
書活動
を支援
する

１　小中学校図書館の人の配置について
　(１)２００６年１０月～２００８年３月まで　8校7
館に学校図書館管理員　1日4時間、週2日（２
００７年4月から1日6時間、週5日）
（２）２００９年５月から（１）と南田中図書館管轄
6校に図書館支援員　1日6時間、週5日
人員配置のある学校図書館は、14校13館であ
り、学校図書館に差が生じていることに疑問が
ある。
２　学校図書館と区立図書館の連携について
　子供サービス係ができ、区立図書館の学校
へのサービス体制が進んだものの、前記のと
おり学校図書館に人の配置が無く、司書教諭
および区立図書館ではそれそれが忙しく、連
携が十分機能していない。
３　基本構想　分野別の基本政策（10ページ）
１－２～地域に開かれた学校教育を進める
～　これらを実現するために
施策１２３・１２４に・学校図書の整備充実（含
人的配置）、・区立図書館との連携を加えてほ
しい。

教育委
員会関
係団体
説明会

※学校図書館の業務委託については、モデル事業
として予算の範囲内で可能な学校数で実施し、拡充
してきたところです。本事業の成果と課題を踏まえ、
今後、学校図書館活用の推進の方策について検討
していきます。
※学校図書館と区立図書館の連携については、平
成21年３月に策定した「練馬区子ども読書活動推進
計画（第二次）（平成21年度～平成25年度）」に基づ
き、区立図書館と学校との連絡協議会を開催し、情
報交換、相互協力を進めていくとともに、発達段階に
併せた事業展開を図っていきます。
また、現在、南田中図書館では、近隣小学校４校、
中学校２校に対して、学校支援モデル事業として、
学校図書館に「学校図書館支援員」を配置し、図書
の選定、廃棄に対する助言や読み聞かせ、ブック
トークを行うなどの支援を行っているところです。引
き続き、学校と区立図書館との連携を進めていきま
す。
※学校図書館の整備の充実、区立図書館との連携
強化については、「練馬区子ども読書活動推進計
画」などに基づき、推進していきます。

335

施策
332　読
書活動
を支援
する

・練馬区長期計画（素案）についての意見・要
望
　図書館を区民が必要な情報を得る身近で重
要な場として位置付け、中央図書館の建設も
長期計画に加えてください。
・区立小中学校の学校図書館の整備・充実の
練馬区の方針を人の配置も含めて示してくだ
さい。
　施策１２３・１２４の小中学校の教育内容およ
び教育環境の充実のいずれにも学校図書館
の整備・充実は欠くべからざるものと考えま
す。

教育委
員会関
係団体
説明会

※長期計画素案への図書館の位置づけ等に関しま
しては、図書館は、区民が必要な情報を得られる身
近な場であり、子育て世代への支援、就労・ビジネス
支援などの新たな役割を含め区民の生涯学習に対
する支援の充実が求められているものと認識してい
ます。引き続き、身近な情報センターとして区民の皆
さまにご利用いただけるよう努めていきます。
練馬区では、多くの区民の方がご利用しやすいよう
に区立図書館を設置するという考えのもとに、区立
図書館全12館計画により、平成21年5月には、その
12番目となる南田中図書館が開館したところです。
中央図書館建設の予定はございませんが、中央館
的機能を有する光が丘図書館を中心に全12館が一
体となって図書館サービスの充実を図っていきたい
と考えています。
※学校図書館の整備の充実、区立図書館との連携
強化につきましては、「練馬区子ども読書活動推進
計画」などに基づき、推進していきます。
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336

施策
332　読
書活動
を支援
する

・区立図書館に関して
（１） これ以上正規職員を減らさないこと
（２） 図書館員を司書資格を持った専門職とし
て位置付け、継続的に図書館業務に携われる
ようにする事
（３） 窓口業務委託や指定管理者の導入を見
直し、撤回する事
・学校図書館に関して
（１） 一部の学校に導入され、委託で行われて
いる「図書館管理員」制度を見直すこと
（２） 専門職の正規職員として司書教諭を配置
してほしい

教育委
員会関
係団体
説明会

△区立図書館の窓口業務委託については、平成18
年度から順次委託を開始し、現在11館で委託を行っ
ています。また、指定管理者については、平成21年
５月開館の南田中図書館に導入したところです。こ
れらにより、各種事業・業務の充実や開館日・時間
の拡大など図書館サービスの充実を図ってきまし
た。利用者アンケートにおいても、職員の接遇や説
明について概ね満足いただいています。今後とも、
区民がより利用しやすい図書館運営を行っていきま
すので、ご理解いただきますようお願いいたします。
※司書については、職員の司書講習の受講の機会
を設けています。また、委託事業者・指定管理者に
対して、司書（補）資格取得者の配置を求めており、
今後も司書の充実に努めていきます。
△図書館管理員制度については、現在のところ本事
業を見直す予定はありませんが、本事業の成果と課
題を踏まえ今後の学校図書館活用の推進について
の方策を検討していきます。また、現在のところ正規
職員としての司書教諭又は司書の配置は考えてい
ません。

337

施策
332　読
書活動
を支援
する

都立中央図書館では劇画を音声化するという
が、区の図書館ではどうか。弘兼憲史の劇画
などの音訳に取り組んでほしい。

パブ
リック
コメント

※都立中央図書館では、現在のところ、劇画作者の
意図をどのように正確に表現するかなど、音訳のた
めの手法を模索している状況とのことです。区立図
書館としては、今後、都立中央図書館と情報交換な
どを行い、調査・研究していきます。

338

施策
334　文
化財を
保存・
活用・
継承す
る

政策33に関して、文化財を保存・活用・継承す
る事は良いことだと思います。しかし、郷土資
料館という言葉が一度も使われていないのは
不満である。練馬区は遺跡の多い土地であ
る。遺跡から出土した遺物を、常時展示できる
資料館を作って欲しい。

パブ
リック
コメント

○平成22年3月に、博物館機能を有する「石神井公
園ふるさと文化館」の開館を予定しています。館内で
は、区内遺跡出土品を常設展示するとともに、文化
財の保管、活用を図っていきます。

339

施策
334　文
化財を
保存・
活用・
継承す
る

関町北には、本立寺を中心とした祭りや市、若
宮天祖神社には大晦日に舞うお囃しがあり、こ
の地が古くから親しまれていたなごりを感じる
が、現在これら文化が失われつつあり、年々
変わる人の流れに不安を感じる。もっとこれら
の文化活動を区報などで取り上げ広報してい
ただければ更に活発な活動になり、地域コミュ
ニティの核にもなり、共に農家の方々がもっと
新しい住民と積極的に関われる。

区政モ
ニター
アン
ケート

※本立寺（関町北）の門前で開かれる「関のぼろ市」
と関町地域に伝わる「関町囃子」は、練馬区の貴重
な伝統行事・芸能であり、区の登録文化財となって
います。このため、区のホームページの「歳時記」や
文化財一覧で紹介しているほか、区のPR紙「ねりま
の文化財」で取り上げ、新聞社等への情報提供も
行っています。今後も、文化財保護事業を推進し、
一層の広報に努めていきます。
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340

施策
334　文
化財を
保存・
活用・
継承す
る

長期計画：１５０ページ
　文化財保存の目標はもっと大局的に表現す
べきだと考える。
個々の施策は特に問題ない。
要は、区の施策の片端に文化や文化財がお
かれているのは少し違うと思う。
くらしも大切だが、くらしのもとになる未来のくら
しや文化をどうするかという問題意識が欠けて
いるのではないか。

教育委
員会関
係団体
説明会

※文化や文化財等と今後の練馬のあり方としては、
区は、平成17年3月に練馬区文化芸術の振興に関
する基本方針を作成するとともに、練馬区文化芸術
振興条例を制定しました。その基本方針の中で、
「文化芸術は、人々の創造性を育み、表現力を高め
るとともに、心のつながりや相互理解を深め、心豊
かな地域社会の形成と潤いのあるまちづくりに寄与
する。」としています。また、「区の文化芸術振興は、
この条例と基本方針に基づき、総合的かつ計画的に
推進する。」とし、区はこれまで、鑑賞機会や活動機
会の充実など文化芸術の振興に取り組んできまし
た。
　さらに、平成21年6月には、今後の文化芸術振興
施策の方向性について、専門的見地からご意見を
いただくため練馬区文化芸術振興有識者委員会を
設置し、21年8月に「練馬区の文化芸術振興に関す
る提言」をいただきました。この提言に基づき、平成
22年度には（仮称）文化芸術振興計画を作成し、文
化芸術振興施策を総合的、計画的に進めていく予定
です。

341

施策
334　文
化財を
保存・
活用・
継承す
る

・「文化財の継承と活用」１５０ページ　練馬の
自然・風土の中で生まれてきた文化財であると
いう事実・歴史などを伝える機会も考慮して、
保護につなげて欲しい。
・「区民の財産である指定・登録文化財の増加
をめざします。」
　増加するよう是非お願いします。

教育委
員会関
係団体
説明会

※区民の皆さまの声を聴きながら、練馬区の文化財
の増加、保護、活用を進めていきます。

342

施策
341　犯
罪等に
対する
態勢を
強化す
る

空き巣が最近多いと聞くが、どうなっている
か、特に警察署のやる気のなさについて不満
が多いようである。

パブ
リック
コメント

※侵入窃盗の発生件数は、減少傾向にあります。区
は引き続き警察に協力し、「街かど安全10万人の目
運動」などを通じて、空き巣に強いまちづくりに努め
ていきます。

343

施策
341　犯
罪等に
対する
態勢を
強化す
る

西大泉６丁目に交番の設置を特にお願いす
る。

パブ
リック
コメント

※ご意見の趣旨を石神井警察署に伝えます。

344

施策
342　自
然災害
に対す
る態勢
を強化
する

「自然災害に対する態勢を強化する」「災害に
強いまちにする」と謳われているが、地方都市
の天災と異なり、住宅の密集した東京の大都
市の天災による災害は、計り知れないものが
ある。最大限長期計画で配慮実行していただ
きたい。

パブ
リック
コメント

○計画期間内に取り組む長期計画事業として「密集
住宅市街地整備促進事業」「建築物の安全対策の
推進（建築物の耐震化）」を掲げ、防災まちづくりの
推進とともに耐震診断や耐震改修の助成を行いま
す。また地域の防災活動を行う人材の育成等を行う
（仮称）ねりま防災カレッジを設立することとしていま
す。
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345

施策
342　自
然災害
に対す
る態勢
を強化
する

地震や災害対策について触れていないのが気
になる。ねりま防災カレッジには期待している。

パブ
リック
コメント

○ねりま防災カレッジは、区民の防災意識や行動力
の向上を図るとともに、地域で活動する人材育成を
目的に設立します。設立に先行して、平成20年度か
ら区民防災組織を対象に防災リーダーとなる人材を
育成する事業を実施しています。

346

施策
342　自
然災害
に対す
る態勢
を強化
する

震災へ対応にあたっては、高齢者が多数いる
ことを考える必要がある。

パブ
リック
コメント

○平成19年8月から高齢者や障害者等の、災害時
に援護が必要な区民の方についての情報を、区や
関係機関などで平常時から共有するため、「練馬区
災害時要援護者名簿」制度を実施しています。さら
に平成21年度には「ひとりぐらし高齢者等実態調査」
を実施し、その調査結果を災害時要援護者名簿に
反映させることにより、名簿登録者の増加を図って
います。今後もさらなる名簿の充実および地域での
支援体制づくりに努め、要援護者を地域全体で支え
ていく仕組みづくりを進めています。

347

施策
342　自
然災害
に対す
る態勢
を強化
する

自然災害が日増しに危険度を増す中、昔の様
な隣組的なコミュニケーションがとれる機会が
極端に減っている。いざという時の防災対策が
スムーズにとれる様、普段からマンション内
部、又自治会組織、特にマンションと自治会の
連携を密にして具体的な備えを強力に進めて
いって頂きたい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○区では、「自らの生命は自からが守る」「自分たち
のまちは自分たちで守る」ことを基本とし、区民防災
組織の結成を推進するとともに、組織の育成・指導
など地域防災力を向上させるための施策を展開して
います。

348

施策
342　自
然災害
に対す
る態勢
を強化
する

町会では災害時の物資の調達が不十分であ
る。

区民と
区長の
つどい

※災害時に必要な物資については、自助・共助・公
助の考え方に基づき、各家庭に対して水や食料品
等の備蓄の意識啓発に取り組むとともに、町会・自
治会等地域で防災活動に取り組む区民防災組織に
は初期消火・救護物資等の資機材の支援、避難拠
点となる区立小中学校への防災物資の備蓄を計画
的に進めています。

349

施策
352　人
権の尊
重と男
女共同
参画を
進める

政策３５　平和と人権を尊重する
　人権教育（DV、子どもへの暴力、男女共同
参画、中高小生・職場のいじめ）の仕方はどの
ような方法ですか。

教育委
員会関
係団体
説明会

※青少年の人権学習は、人権や生命を大切にする
といった人権尊重の理念を正しく理解することを目
的として、学校教育を含めた生涯学習の一つとして
行われています。具体的には、身近なテーマを取り
上げ、命の尊さや思いやりを学ぶための講演会・映
画会・人形劇、子どもたち自身が暴力や虐待から身
を守るための体験的講座などを内容としています。
また、区民の人権意識を高めるために、人権啓発事
業を関係部署と連携して効果的に進めるとともに、
第２次男女共同参画計画に基づき、男女平等教育
の推進、生涯学習の推進、男女平等意識の普及、
情報の判断力の向上といった課題ごとに関係各課
が事業を実施し、男女平等の意識づくりを行ってい
ます。
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350

施策
352　人
権の尊
重と男
女共同
参画を
進める

人権と男女共同参画は「区のすべての施策」
において「共通する視点に立って展開する必
要」があるとされているが、特に男女共同参画
の理解不足である。

パブ
リック
コメント

○区のすべての施策は、人権尊重の理念および男
女共同参画計画の基本理念に基づき、共通する視
点に立って展開する必要があります。
このうち、男女共同参画計画の基本理念とは、男女
の人権の尊重をはじめ、社会における制度または慣
行についての配慮など、男女が社会の対等な構成
員として、家庭生活はもとより、あらゆる分野におい
て共同して参画される機会が確保されることを基本
的な考え方としているところです。この考え方に基づ
き、区は、すべての区民が性別や立場により差別さ
れることなく尊重され、男女が社会のあらゆる分野
において共に参画し、その成果と責任を分かちあえ
る社会づくりを推進します。

351

施策
352　人
権の尊
重と男
女共同
参画を
進める

今年のジェンダー・エンパワメント指数が日本
は108国中58位と低下を続けている。国連の
女性差別撤廃委員会からも対応が遅れている
との厳しい指摘があるが、長期計画素案には
男女共同参画について盛りこまれていない。

区民と
区長の
つどい

※世界的に見ても女性の社会参加は遅れていると
いう報道があることは事実です。これは日本全体で
解決すべき課題です。区の長期計画素案では、施
策352「人権の尊重と男女共同参画を進める」に、男
女共同参画社会の実現に向けた施策を推進するた
めの取組について盛り込んでいます。

352

第2部
第3章
４　環
境とま
ちづくり
分野＜
全体＞

空家、空室、シャッター通り商店街を全て再生
できる新都市計画（大転換）が必要。グリーン
ニューディールと言うなら人口半減に対応した
街づくりが必要。大量生産大量消費社会から、
リサイクル社会構造の転換を。

パブ
リック
コメント

※大量生産、大量消費、大量廃棄というこれまでの
社会経済構造を転換していくことは重要と認識して
います。循環型社会、持続可能な社会をつくるため
に、練馬区では、これまでペットボトルなどの分別収
集を行ってきたことに加え、平成20年度から容器包
装プラスチックの全区回収や廃食用油の回収などの
リサイクル事業に取り組んでいます。

353

第2部
第3章
４　環
境とま
ちづくり
分野＜
全体＞

この縦糸構想は見事に輝いている。みどりへ
の取組については設定する困難さと、維持管
理での困難さという両面をいかに克復していく
かが課題である。現状はみどりの多い宅地は
集合住宅や小さな宅地へと細分化され、みど
りの破壊へときりがない。まず、最小宅地規制
を条令化し、ヨーロッパの都市でよく見かける
丈夫な隔壁で仕切られた連棟式の長屋を普通
の接地型小規模住宅として一般化していくの
がよい。剪定したみどりのシュレッダー化を積
極的に実行し、私有地の緑地維持に特に剪定
費の補助を実施すべき。また、公園の維持管
理は植栽事情に通じたプロ集団に依頼してほ
しい。さらに雨水浸透実験を行い、必要な箇所
には雨水浸透升を設置すべき。

パブ
リック
コメント

※区では平成20年3月、市街地環境の悪化を防止
するため建築物の敷地面積の最低限度を都市計画
として定めました。これは、新たに土地を分割して建
てる場合、小規模な敷地が増加することによって、
市街地全体が建て詰まりの状態となり、日照、通
風、防災などの環境が悪化することを防止すること
が目的です。
※平成19年12月に制定した練馬区みどりを愛し守り
はぐくむ条例において、地域の皆さまと協定を結び、
新たな緑化だけではなく、みどりの保全を支援する
制度を設けました。今後はこうした制度のＰＲを行
い、支援を推進していきます。また、公園の維持管
理については、より効率的かつ良好な管理のため
に、適切な業者の選定を行うとともに、指導していま
す。
※公園での雨水浸透ますの設置については、豪雨
時の雨水流出抑制による水害防止などを目的に、
公園改修などの際に設置しています。
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354

政策41
みどり
豊かな
まちを
つくる

先行長期計画の代表モデルともいえる「みどり
３０推進計画」の実行状況を訊きたい。

パブ
リック
コメント

※みどり30推進計画は平成19年度、平成20年度と2
か年を経て、校庭の芝生化や公園の整備、葉っぴい
基金の拡大等、計画事業について概ね目標とする
事業量を達成しています。今後、区民の皆さまに進
行状況についてお示ししていきたいと考えています。

355

政策41
みどり
豊かな
まちを
つくる

農地が住宅へと変わり、緑地や公園といった
狭い空き地がつくられた。学校では木が切られ
たり植樹されたりしている。単に緑地３０％で
はなく、区内にどのように配置され、それらが
どのようにつながっているのか、その緑地から
どのようなことを区民にアピールするのかコン
セプトが伝わってこない。長期計画に記載のあ
る場所を全体分布図で示し、それらの総合的
な関わりを示してほしい。

パブ
リック
コメント

※みどりに関する総合的計画である「練馬区みどり
の基本計画」において、みどりの配置等の全体的な
方針を示しています。
長期計画は「練馬区みどりの基本計画」等の分野別
個別計画を先導する計画です。長期計画では骨子
となる方針を示し、みどりに関する、より具体的な取
組については「練馬区みどりの基本計画」にて示し
ています。

356

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

環境とまちづくり分野の数値目標として緑被率
を入れるべきではないか。区が長期的に30％
を目標としている以上、ロードマップが不可
欠。公園等の整備も面積目標が必要ではない
か。

パブ
リック
コメント

※区の緑被率、および区民一人当たりの公園等面
積については、練馬区みどりの基本計画において、
緑被率30％、公園等面積区民一人あたり６㎡を目標
値として定めており、この目標達成に向けて施策体
系化しています。また、みどり３０推進計画において
は、概ね30年後に緑被率30％の達成を目標としてお
り、公園等の整備面積等をはじめ10ヵ年の事業量な
どを示しています。基本構想は、区政運営の基本的
指針であり、こうした個別計画を先導する最上位の
計画であるため、個別の数値目標は示していませ
ん。

357

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

緑被率を測る際には、畑は外した方がよい。
冬は土だけである。

町会連
合会支
部会

※農地には確かにみどりのない時期がありますが、
練馬の歴史を伝える景観であり、また防災的な機能
や地下水の涵養機能など、樹林地と同様の機能を
持っています。そうした観点から、緑被率の対象とし
ています。

358

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

農地をみどりに入れるのはおかしい。
パブ
リック
コメント

※農地には確かにみどりのない時期がありますが、
練馬の歴史を伝える景観であり、また防災的な機能
や地下水の涵養機能など、樹林地と同様の機能を
持っています。そうした観点から、みどりとして捉えて
います。
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359

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

水源確保計画を盛り込み、優先順位を守り実
行してほしい。
　・水を含む植物（サボテン等）を植える。
　・石神井川を利用しての貯水システム、また
は飲料水となりえる透明度確保。
　・公園には危機に備え果実樹を植樹してほし
い。

パブ
リック
コメント

※練馬区みどりの基本計画では、「いのちをはぐくむ
水を守り育てる」ことを施策の一つとして位置づけ、
湧水保全のための農地や樹林地の保全、雨水の循
環システムの再生に取組むこととしています。
　公園や公共施設の植栽については、近隣の皆さま
の意見を聞きながら決めています。サボテンの植栽
例はありませんが、果樹については、ウメやヤマモ
モ、カシの仲間など、花だけではなく実も楽しめるよ
うに工夫して植栽をしています。ただし、果樹園のよ
うに収量や品質の向上を目的とした管理（消毒など）
は行っていません。
　石神井川では、時間降雨量50ミリに対応するよう
改修が進められています。貯水のためには川を堰き
止める必要がありますが、ゲリラ豪雨などに対応す
るためには設置は困難と考えます。透明度について
は、平常時の透視度は100cmを超えていますが、大
雨の直後などは上流から土砂が流れてきたり、下水
も混入するため、平常時も含め透明だからといって
飲用することはできません。発災時の飲料水につい
ては、区内に水道水の貯留槽が5か所、他に防災井
戸を確保しています。

360

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

白子川は水を流すだけの役割しか果たしてい
ない。水辺の遊歩道をつくったり、小魚を捕れ
るような川にしてほしい。

パブ
リック
コメント

※白子川の水辺拠点については練馬区水辺ふれあ
い計画（平成元年策定）により大泉井頭公園やあか
まつ緑地、八坂台児童公園等を整備してきました。
現在は東京都により時間50ミリの降雨に対応すべく
改修工事が進められており、練馬区としても区民が
親しめる川づくりとなるよう協議していきます。

361

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

石神井川改修に伴う、テラス化、緑化の推進
実行を。

パブ
リック
コメント

※石神井川の改修に際して、事業者である東京都と
協議し桜並木や緑地の整備を推進し、また、可能な
箇所について護岸の緩傾斜化等を進めてきました。
今後の工事についても引き続き、東京都と協議し積
極的に緑化を推進するとともに、護岸のテラス化も
含め親水性の向上をめざしていきます。
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362

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

実施計画「公園等の整備」の「平成２１年度」欄
には１０年時（１０年後）の目標を明示する必要
がある。また目標となる１人当たり公園面積と
累計面積、および現在の１人当たり公園面積
を具体的に記述すべき。

パブ
リック
コメント

※一人あたりの公園面積や累計面積については重要な
指標であり、特に区民一人あたりの面積については、30
年後を見据えた「練馬区みどりの基本計画」や「みどり30
推進計画」において、概ね30年後に6㎡とすることを目標と
して定めています。
　新基本構想・長期計画では、これらの計画を区民の皆さ
まとともに実現するため、みどりプロジェクトを設定するとと
もに、環境まちづくり分野の重点事業の一つとして、仮称
中村中央公園や日本銀行石神井運動場を取得して整備
する公園などの大規模公園の整備などを進め、平成26年
度までに区立公園の面積を約10ha増やすこととしていま
す。
　長期計画は平成22年度～26年度の５か年に取り組む施
策・事業を体系的に示す計画であることから、平成26年度
の目標をお示ししています。各施策については、施策の成
果を図る代表的な指標を一つ掲載していますが、施策の
評価にあたってはこれに加えて複数の指標を設定します。
区民一人あたりの公園面積については、この指標の一つ
として設定する予定です。
　また、ご指摘の「公園等の整備」は、5か年に行う事業の
量として、整備する公園の箇所数をお示ししたものです
が、整備面積についてもあわせてお示しするよう検討して
いきます。
　なお、現状の公園面積、一人当たり面積については、平
成18年のみどりの実態調査に基づくデータを、資料として
長期計画素案に掲載しています。

363

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

「環境とまちづくり分野」で、日銀グランドの取
得とその利用方法について、行政はいつもマ
スタープランを作成してから住民説明会を開く
が、その前に利用方法についての住民公聴会
を開かれることを強く要望する。

パブ
リック
コメント

※日本銀行石神井運動場については、地下水の涵
養を図り、天然記念物である三宝寺池沼沢植物群
落の保全に貢献するために、公園用地として購入を
決めたものです。したがって、利用法についても、そ
の目的を基本として検討を行っていきます。今年度
は、学識経験者や近隣住民代表の方などからなる
検討委員会を設け、みどりの拠点としてふさわしい
基本計画案をつくり、パブリックコメントを行い、広く
区全体からご意見をいただき、基本計画としてまと
める予定です。

364

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

富士山が見えるボタ山を公園内に作って欲し
い。

パブ
リック
コメント

※公園の整備にあたっては、近隣の皆さまの意見を
伺いながら、地域にふさわしいものを整備していきま
す。

365

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

夏に子どもがゆっくり遊べる場所（親水公園）
がほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

※現在、夏場に水遊びのできる公園は、42か所あり
ますので、ご利用いただければと思います。また新し
く公園を整備する際には、近隣の皆さまのご意見を
聞きながら内容を決めていきます。
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366

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

武蔵関公園の樹々をもっと大切にしてほしい。
池の水をもっときれいに、アオミドロ駆除をして
ほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

※公園の樹木は種類や立地条件などに応じて手入
れを行っています。武蔵関公園についても、樹木が
健全に育ち、また隣接する皆さまへの影響なども考
慮して手入れを行っていきます。また、池の水につい
ては、調査研究を進めているところです。

367

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

今街を歩いていると小さな公園がところどころ
にあるが、そこに子ども達や人が居るのを見た
事がない位、閑散としている。これをどうにか
利用できないか。

区政モ
ニター
アン
ケート

※小さな公園は街中の休憩スポットとして、あるいは
小さな庭園として楽しんでいただければと思っていま
す。今後も適切な管理を進め、楽しんでいただける
空間になるよう努めていきます。

368

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

緑は必要だが、それと同時に安全への配慮が
必要。広い公園は安全性を確保する必要あ
り。

区政モ
ニター
アン
ケート

※公園整備・管理にあたっては、防犯などの安全確
保の視点が重要です。今後もそうした公園づくりと公
園の管理を進めていきます。

369

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

みどりのまちづくりに関して、助成制度は良い
取り組みだと思うが、それ以外に新築時に緑
化義務を課してほしい。例で、狭小な敷地で
あっても、10％緑化等、緑化条例により、政策
41「みどり豊かなまちづくり」は推進されると思
う。

区政モ
ニター
アン
ケート

※練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例において、
300㎡以上の敷地の開発事業に緑化義務を課して
います。今後も適正な指導を行っていきます。

370

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

各戸（アパート含む）に、2メートル以上、2本の
植栽を義務化してはいかがか。また、駐車場も
広さに応じ2～8本程度の義務化をしてはいか
がか。さらに、2年後に未達成の土地には税を
課してはいかがか。

パブ
リック
コメント

※既存のすべての住宅や駐車場に緑化の義務付け
は行っていませんが、練馬区みどりを愛し守りはぐく
む条例で、敷地面積300㎡以上の土地で建築物を建
てたり、駐車場を設置する場合に緑化を義務付けて
います。
　たとえば、敷地面積300㎡の土地に150㎡の建築
物を建てる場合、高木（植付時に高さ2.0ｍ以上）の
みで緑化を計画すると9本以上必要となります。
　今後も条例の規定に基づき、住宅や駐車場等の緑
化の推進に取り組んでいきます。
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371

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

中村橋周辺で次々に大木が切られ、庭園、
広々とした畑が高層マンション化し、空が見え
なくなった。23区で練馬区の伐採率が1位と聞
く。特定地域の緑化が重視。

パブ
リック
コメント

※練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例に基づき、
300㎡以上の開発事業を行う場合は、緑化を義務付
けています。この緑化については、新たに樹木を植
栽するだけでなく、既存の樹木樹林がある場合は、
できる限り保全するよう指導しています。引き続き既
存樹木樹林を保全するよう開発事業者に指導してい
きます。

372

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

近代化に伴い自然が破壊される。修復し、古き
良き時代を知る住民の思い出を残して頂きた
い。

区政モ
ニター
懇談会

○練馬区みどりの基本計画において、練馬の歴史を
今に伝える農地や樹林地を一体的に保全することを
位置づけています。今後も市民緑地制度や郷土景
観保全地区制度などを用いて、保全を進めます。

373

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

日銀のグランドの前を通ると塀の前の汚い
キャンバスが非常に不快。もう少し見栄えの良
いものにしてもらいたい。

区政モ
ニター
懇談会

※日本銀行石神井運動場を取得して、区の公園とし
て整備する計画であり、皆さまが気持ちよく利用でき
る公園となるよう、区民の皆さまのご意見を伺いな
がら検討し、整備を進めていきます。

374

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

高齢者のための健康公園を充実して頂きたい
区政モ
ニター
懇談会

※高齢者の方などが健康づくりに活用できるよう、一
部の公園に健康遊具を設置しており、その充実につ
いて検討していきます。

375

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

公園にトイレがない。緑地を増やすならトイレぐ
らい作ってほしい。

区政モ
ニター
懇談会

△区立公園は基本的にトイレを設置していますが、
近隣の皆さまの利用を想定している児童遊園や小
規模な緑地、樹林の保全を目的としている緑地など
では設置をしていません。また、憩いの森は、地主
のご好意で区民の皆さまに開放している場所であ
り、トイレの設置ができないところもありますので、ご
理解をお願いします。
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376

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

みどりの取組は良いが、区民農園や公園を整
備する際は、地域住民の意見を吸い上げてほ
しい。

町会連
合会支
部会

※公園を整備する際には、地域の皆さまの意見交
換会を設け、プランを作成しています。

377

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

みどりに力を入れるのはよいが、高齢者が木
の剪定を行うと危険といった問題もある。

町会連
合会支
部会

※植木の剪定は、練馬区シルバー人材センターで
行っています。植木の剪定は、研修を通じて技術を
習得した会員のみ従事しています。安全管理のた
め、単独では作業せず複数で作業をしています。ま
た、請負う高さの目安は家屋の2階の軒先までとして
います。シルバー人材センターにご依頼いただけれ
ば、技術のある会員が従事いたします。危険な作業
については、専門業者に頼むことをお勧めします。

378

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

壁面緑化の促進をお願いしたい
区政モ
ニター
懇談会

※みどり30推進計画において、公共施設の緑化を
進めていますが、壁面緑化についても取り組んでい
るところです。

379

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

施策４１１
建ぺい率があっても、建築後の住宅は樹木を
植える場所もないほど敷地いっぱいに建って
いて、みどりは減少している。生垣、屋上緑化
などの促進、PRは認めるが建ぺい率を守るよ
う業者への指導をしてほしい。

教育委
員会関
係団体
説明会

※建ぺい率は、当該敷地に対する建築物の建築面
積の制限であり、同じ練馬区内においても商業地域
や第一種低層住居専用地域等、それぞれの用途地
域に応じて都市計画法に基づき指定されています。
従って法令上の制限を超えている建築物につきまし
ては、建築基準法上の違反建築物として指導するこ
とになります。建ぺい率と民有地のみどりにつきまし
ては、直接連動するものではありません。
区は、区域面積が300㎡を超える開発事業について
のみ、練馬区みどりを愛し守りはぐくむ条例に基づ
き、事前に協議を行ったうえで一定の範囲内の緑化
を義務付けています。また、みどりの協定や生け垣
化の助成をＰＲして、宅地の緑を推進することとして
います。
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380

施策
411　ふ
るさと
のみど
りを保
全し、
新たな
みどり
をつくる

校庭を芝生に変えて、果たしてみどりを増やし
たと言えるのか。

区政モ
ニター
懇談会

※みどりには、ヒートアイランド現象の緩和など環境
負荷の軽減や都市に風格ややすらぎを与える景観
の向上などの機能があります。区立学校校庭の芝
生等も同様の機能があり、また、その効果を教育面
に直接反映することのできるという複合的な効果も
もたらします。

381

施策
412　み
どりを
愛しは
ぐくむ
活動を
広げる

区民の方から木を寄贈していただいてはいかがか
パブ
リック
コメント

※練馬区では、平成16年に「練馬区みどりを育む条
例」を制定し、練馬のみどりを愛し守り育んでいくた
めに、「みどりを育む基金」を設置しました。通称名
は「葉っぴい基金」です。
　練馬のみどりを守り育てるために、この基金に、区
民の皆さまや事業者の皆さまから毎年、寄付をいた
だいています。平成21年3月には積立額が、約3億
3,000万円になっています。この基金を植樹や区内
のみどりを守り育てるために活用していきます。

382

施策
412　み
どりを
愛しは
ぐくむ
活動を
広げる

みどりの取組はよいが、みどりを管理していく
ことの議論がされていない。立野公園では地
元住民による芝生の手入れ等がされている
が、大変な労力がいる。校庭芝生化について
も、同様に管理について考える必要がある。

町会連
合会支
部会

○みどりを維持していくには、労力が必要です。区民
の皆さまとの協働を進めるにあたっても、区との役
割分担や区民への幅広い支援をしていくべきと考え
ています。
※校庭の芝生化については、ヒートアイランド対策お
よび緑化対策、環境学習効果や地域のコミュニティ
形成などに資するものとして推進しています。このよ
うな中で、維持管理についても原則的には地域との
協働による仕組みを構築するように進めています。

383

施策
412　み
どりを
愛しは
ぐくむ
活動を
広げる

武蔵関公園の管理が出来ていない。皆で手入
れをして守れるようなものを、コミュニティを通
して発展できるようなことを提案してほしい。

区政モ
ニター
懇談会

※公園の管理については、地元の方と協働しながら
進めていきます。

384

施策
412　み
どりを
愛しは
ぐくむ
活動を
広げる

一部の保護樹木には名札があるが、全ての樹
木にあると自然理解にもつながる。ボランティ
アを活用すれば経費もかからないのでは。（緑
の環境学習）

パブ
リック
コメント

※公園等を整備するときは、原則として、１樹種１枚
の名札を設置しています。すべての樹木に名札を設
置することは困難ですが、これからも現場の状況に
応じてできる限り、設置していきます。また、練馬区
では、区民の皆さまに自主的な緑化活動を進めてい
ただく緑化協力員の制度を設けていますが、公園の
樹木名板付けについては、この緑化協力員の活動
の中で行っていただいています。
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385

施策
412　み
どりを
愛しは
ぐくむ
活動を
広げる

大泉の牧野記念庭園を練馬駅前に移転できな
いか。

区民と
区長の
つどい

△牧野記念庭園については、牧野博士が現存の家
屋で植物の研究に取り組んでいたことに歴史的意義
があり、そのまま保存し、展示内容等を充実していき
たいと考えています。

386

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

温暖化対策がしっかりと盛り込めないか？（学
校の太陽光発電拡大）

パブ
リック
コメント

○平成21年3月に策定した「練馬区地球温暖化対策
地域推進計画」に基づき、住宅・事業所の新エネル
ギー・省エネルギー設備の普及促進や、区が設置す
る街路灯の省エネルギー化など、さまざまな地球温
暖化対策の施策・事業を進めていきます。
○小中学校の施設は改築時期に合わせて、文部科
学省の進める太陽光発電等の新エネルギーの導入
を盛り込んだエコスクールの整備を進めます。

387

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

1章：練馬区のイメージは農地であり。安全な
空気・水・土壌を守ることが10年後区民に喜ば
れ、他区民からも認められる。環境に関する新
しい技術（練馬駅北口のミスト、家庭ゴミを家
庭で生ゴミ→堆肥にする、壁面・屋上緑化、徹
底リサイクル･･･）産業を取り入れ、試験地とし
てアピールしても良いのでは。

パブ
リック
コメント

※練馬区では、ご意見にあるように、練馬駅北口に
おける冷却ミスト実験、生ごみのリサイクル推進のた
めのコンポスト化容器のあっせん、屋上緑化・壁面
緑化推進のための費用助成、容器包装プラスチック
の全区回収など、実験的なものも含めて環境の保全
に係るさまざまな事業に取り組んでいます。
　今後とも、それぞれの事業ごとに、事前の周知・説
明や経過・結果の効果的なＰＲを行っていきます。

388

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

環境関係で　①自然エネルギーの利用　②ゼ
ロエミッションの推進　③交通環境の中で交差
点の合理化　④雨水の活用推進　等も進めら
れたらどうかと思う。

パブ
リック
コメント

※練馬区では、平成21年3月に「練馬から広げよう
エコの“環”」を基本理念とする「練馬区地球温暖化
対策地域推進計画」を策定しました。これは、練馬区
において区民、事業者、区が協働して地球温暖化対
策を進めていくための計画です。この計画におい
て、ご意見にあるような再生可能エネルギー（自然エ
ネルギー）の利用拡大、省エネルギー・ごみ排出量
削減・資源循環、交通環境の整備、雨水利用などを
進めていくこととしています。
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389

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

環境面において太陽熱・風力の活用を実現す
るべきである。

パブ
リック
コメント

※練馬区では、平成21年3月に「練馬から広げよう
エコの“環”」を基本理念とする「練馬区地球温暖化
対策地域推進計画」を策定しました。これは、練馬区
において区民、事業者、区が協働して地球温暖化対
策を進めていくための計画です。この計画では、練
馬区における地球温暖化対策の一つとして「再生可
能エネルギー（自然エネルギー）の利用拡大」を掲げ
ており、例えば、太陽光発電設備については、住宅
への設置を促進するため、国や東京都とともに、区
においても設置費用の助成を行っており、実績が急
速に上がっています。一方、風力発電は、一定の発
電量を得るためには年間を通じて安定した風力が必
要となり、また、太陽光発電設備に比べ、強度等の
面で設置場所が制約されるなどの条件があるため、
練馬区での活用は困難です。

390

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

地球温暖化に対し、関心を示し、NO2、及び
CO2の減少に意欲を示してほしい。

パブ
リック
コメント

※練馬区では、平成21年３月に「練馬から広げよう
エコの“環”」を基本理念とする「練馬区地球温暖化
対策地域推進計画」（地域推進計画）を策定しまし
た。これは、練馬区において区民、事業者、区が協
働して地球温暖化対策に取り組み、ＣＯ2などの温室
効果ガスを削減していくための計画です。
　ＮＯ2（二酸化窒素）は、主に燃焼に伴って発生する
もので、大気汚染物質として環境基準が設定されて
いますが、温室効果ガスではありません。ＮＯ2（二
酸化窒素）は、低ＮＯＸボイラーの普及や自動車排ガ
ス規制の強化により減少傾向を示しており、平成２０
年度は、区設置の大気汚染測定室12か所全てで環
境基準を達成しています。区では、ＮＯ2（二酸化窒
素）などの大気汚染物質の常時測定を行うなど、公
害問題の解決に取り組んでおり、長期計画において
も、地域環境の保全・改善を推進します。

391

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

二酸化炭素排出量チェック、エコチャレンジが
必要と実施計画に入れること。

パブ
リック
コメント

※練馬区では、平成21年3月に「練馬から広げよう
エコの“環”」を基本理念とする「練馬区地球温暖化
対策地域推進計画」（地域推進計画）を策定しまし
た。これは、練馬区において区民、事業者、区が協
働して地球温暖化対策を進めていくための計画で
す。地域推進計画では、地球温暖化防止のためのさ
まざまな取組の一つとして「エコライフチェック事業」
を紹介しています。「エコライフチェック事業」は、平
成18年度から実施している事業で、日常生活におけ
るエコライフ（環境配慮行動）を普及・啓発する取組
です。参加者は、エコライフを意識して実行する日
（エコライフデー）を決め、エコライフデーと普段の日
の環境配慮の状況をエコライフチェックシートに記入
することで、エコライフの効果（二酸化炭素削減効
果）の確認や比較ができます。地域推進計画では、
区の取り組みとして「エコライフチェック事業」の拡充
を掲げており、区民の日常生活における二酸化炭素
排出量の削減を進めていきます。
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392

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

自然の豊かさを破壊するな。（エコチャレンジ）
パブ
リック
コメント

※自然の豊かさを大切にすることは重要であると認
識しており、練馬区では環境の保全に係るさまざま
な施策を実施しています。
　例えば、地球温暖化防止のための取組の一つとし
て、平成１８年度から「エコライフチェック事業」を実
施しています。「エコライフチェック事業」は、日常生
活におけるエコライフ（環境配慮行動）を普及・啓発
する取組です。参加者は、エコライフを意識して実行
する日（エコライフデー）を決め、エコライフデーと普
段の日の環境配慮の状況をエコライフチェックシート
に記入することで、エコライフの効果（二酸化炭素削
減効果）の確認や比較ができます。

393

施策
421　区
民・事
業者に
よる身
近なと
ころか
らの地
球温暖
化防止
を促進
する

エコカーの生産・販売はメーカーとして当然だ
が、それでも「車の利用は本当に必要なとき、
自転車で用を足せるケースは自転車で」という
取組を日本は率先してやるべき。欧州ではそ
の方向へ動いており、アメリカでも同じ運動が
起きている。

パブ
リック
コメント

※ハイブリッド自動車等のエコカーの普及は一段と
進んでいます。地球温暖化対策の観点からは、こう
した自動車そのものの環境性能の向上とともに、公
共交通機関への利用転換を進めることも重要である
と認識しています。また、自転車の利用についても、
利用マナーの向上などと合わせて自転車利用環境
の整備に取り組んでいきます。

394

施策
424　ご
みの発
生を抑
制する

ある自治体ではごみ減量化の取り組みで実際
にごみの量がかなり減り、経費も浮き、そのお
金を町内会に戻し循環して良い効果を生み、
活動が活発になったという話を聞いています。
横浜市では清掃工場でごみを減らすことによ
り、工場を減らしたとも聞いています。都内で
も、もう少し目標を高めに設定し取り組んだら
どうでしょうか。

区政モ
ニター
懇談会

※練馬区では、町会・自治会などが新聞・雑誌・ダン
ボール・アルミ缶等の資源を、一定の日時や場所に
集めて資源回収業者に引渡す「集団回収」に対し
て、回収量に応じて支援を行っています（回収量1kg
あたり6円の報奨金）。集団回収では分別が徹底さ
れ、質がよく、再商品化しやすい資源が集められ、
家庭ごみの減量、リサイクル意識の向上とともに、
地域コミュニティの活性化にもつながるため、区はさ
らに集団回収を促進するよう周知を図っていきま
す。

395

施策
424　ご
みの発
生を抑
制する

リサイクルセンター等含め、ボランティア活動
など、高齢者の方が生きがいとして興味を持て
る場をつくって頂きたい。

区政モ
ニター
懇談会

○大泉地区にリサイクルセンターと高齢者センター
を整備していくことを長期計画事業としています。

396

施策
424　ご
みの発
生を抑
制する

春日町リサイクルセンターは、前長期計画にお
いては「リサイクル学習の拠点」として位置づ
けられていたが、３館目、４館目のリサイクル
センターができるとき、受け継いでいくのか。

NPO交
流会

○現在リサイクルセンターは３館開設済みで、新た
な長期計画では大泉地区に１館整備することを計画
事業としています。４館のネットワークを構築し、ごみ
減量等を進める普及啓発事業の連携を図ります。

397

施策
426　ご
みの適
正処理
を進め
る

ゴミの分別が、全くわかりにくくなり、困ってい
る。

パブ
リック
コメント

※分別変更は、埋立処分場の延命化と資源の有効
活用の観点から実施したものです。分別に関して平
成21年4月に「練馬区の清掃とリサイクル」を発行
し、全世帯に配布しました。この冊子には、品目によ
りどの種別かが分かるように品目一覧も掲載してい
ますので、活用ください。今後も区民の皆さまに分別
方法をご理解いただけるように周知に努めていきま
す。
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398

施策
426　ご
みの適
正処理
を進め
る

新たに住まう方が、練馬区と違うルールのご
み捨てをしている。ルール違反のごみは集収
していかないから、汚れた町になる。ごみ置き
場はだれが管理者なのか。ごみを残す時は理
由を明記したシールをきちんと貼るようにして
ほしい（前はしていました）。

区政モ
ニター
アン
ケート

※転入の手続きをされる際に『資源・ごみの分け方
と出し方』のパンフレットを配布し、周知しています。
ごみの集積所は、基本的には住民の方の管理です
が、管理の悪い所は清掃事務所において指導を
行っています。また、取り残す際は今もその理由を
記入したシールを貼付しています。シールのないも
のは、収集後に出されたものと考えられますので、
今後も排出指導を行っていきます。

399

政策44
地域特
性に
合った
まちづ
くりを進
める

今までの延長線上の都市計画は全て廃止し、
人口減少（100年度6000万人になる日本人）に
対応した江戸時代（究極の街づくり）まで戻す
都市田園計画を。

パブ
リック
コメント

※練馬区は住宅都市として発展しており、区では、
地域特性に合った良好な市街地の形成･保全を図り
ながら、道路・公園などの都市基盤の整備を進め、
練馬らしいまちづくりに取り組んでいます。中でも、
練馬に多く残されている農地や樹林地を保全すると
ともに、公共施設や住宅等の緑化促進に努め、緑被
率を30％まで引き上げることなどにより、環境と共生
する快適なまちの形成をめざして取り組んでいきま
す。

400

施策
441　区
民・事
業者と
ともに
まちづ
くりを進
める

地域毎に特長のあるまちづくりの推進支援を
パブ
リック
コメント

○練馬区では、多くの区民の参加をいただきながら
策定した都市計画マスタープランや地域別指針に基
づき、地域の課題や特性に応じて、地域の皆さまと
協議しながら、それぞれの地域にふさわしいまちづく
りを逐次進めています。また、地域の皆さまが自主
的に取り組むまちづくりに対しては、練馬区都市整
備公社を通じて、まちづくり講座の実施、専門家の
派遣、「まちづくり活動の助成」などの支援を行って
います。

401

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

庶民がささやかな幸せを感じるような心が癒さ
れる街づくり。高さ制限のある建物を。空間の
ある町に。

パブ
リック
コメント

○区では平成20年3月、市街地の環境を維持するこ
とを目的として、建築物の最高高さの制限のある第
一種低層住居専用地域および駅周辺の商業系用途
地域を除く区内全域で、建築物の最高高さを定める
｢高度地区」の都市計画変更を行いました。地区の
状況にあわせて建築物の高さに最高限度が制限さ
れることにより、過度に突出する高層建築物の建築
を制限し、練馬区らしい街並みの実現を図るととも
に、建築紛争の抑制に効果があると考えています。

402

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

地主中心で都市計画がなっていない
パブ
リック
コメント

○まちづくり事業を推進するためには、行政の積極
的な取組とともに、住民参加が欠かせません。区で
は、都市計画における住民参加をより充実するため
に、平成18年4月に練馬区まちづくり条例を策定しま
した。
　この条例では、各種のまちづくり事業を実施する場
合に、土地所有者のみならず関係権利者の方々を
はじめ、区民提案型のまちづくりを制度化するなど、
広く区民の皆さまの参加により進めるよう定めてい
ます。

403

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

都市計画の見直し実行
パブ
リック
コメント

※まちづくり事業には、様々な取組がありますが、こ
のうち行政が主体となって実施するものは、道路や
公園といった都市の基盤となる施設の整備です。こ
うした都市基盤施設については、都市計画であらか
じめ計画が決定されているものもあります。道路を
例にすると、練馬区の都市計画道路の整備率は、
23区の整備率約6割に対し、約5割と低くなっていま
す。そのため、今後順次整備に着手していきます。
都市計画は、公共公益的な観点から定めているもの
であり、その必要について、ご理解をお願いします。
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404

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

建築確認を最終的に取らない建築士には200
万円のペナルティを課し、それを葉っぴい基金
に繰り入れてはいかがか。

パブ
リック
コメント

△建物の構造・用途などの基準を定めた建築基準
法では、建築確認申請手続きを怠った場合の罰則
が定められていますので、区が独自にペナルティを
課すことはできません。今後も「練馬区みどりを愛し
守りはぐくむ条例」に基づき、住宅や駐車場等の緑
化の推進に取り組んでいきます。

405

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

住宅地は30坪以下の面積には建築許可を下
さない法を希望します。

パブ
リック
コメント

※区では平成20年3月、市街地環境の悪化防止等
を図るため「建築物の敷地面積の最低限度」を都市
計画として定めました。これは、新たに土地を分割し
て建てる場合、小規模な敷地が増加することによっ
て、市街地全体に建て詰まりの状態が発生し、日
照、通風、防災などの環境が悪化することを防止し、
住環境の改善をめざすことを目的としています。敷
地の最低限度は、地区によって異なり、70㎡～110
㎡です。また、地区計画制度等を活用して地区毎に
住民参加により詳細な計画をつくり、市街地環境の
保全に努めています。

406

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

住居の計画を集合住宅地域と戸建住宅地域
など計画的にゾーイングして、しかも戸建宅地
最小規模指定も含めた都市計画を計らなけれ
ば優良なベッドタウンは実現しないし、良好な
都市景観も作れない。

パブ
リック
コメント

※区では平成20年3月、市街地環境の悪化防止等
を図るため「建築物の敷地面積の最低限度」を都市
計画として定めました。これは、新たに土地を分割し
て建てる場合、小規模な敷地が増加することによっ
て、市街地全体に建て詰まりの状態が発生し、日
照、通風、防災などの環境が悪化することを防止し、
住環境の改善をめざすことを目的としています。敷
地の最低限度は、地区によって異なり、70㎡～110
㎡です。また、地区計画制度等を活用して地区毎に
住民参加により詳細な計画をつくり、市街地環境の
保全に努めています。

407

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

一戸建て宅地　１４０平米以上の推進化（自然
緑化広まる）

パブ
リック
コメント

※区では平成20年3月、市街地環境の悪化防止等
を図るため「建築物の敷地面積の最低限度」を都市
計画として定めました。これは、新たに土地を分割し
て建てる場合、小規模な敷地が増加することによっ
て、市街地全体に建て詰まりの状態が発生し、日
照、通風、防災などの環境が悪化することを防止し、
住環境の改善をめざすことを目的としています。敷
地の最低限度は、地区によって異なり、70㎡～110
㎡です。また、地区計画制度等を活用して地区毎に
住民参加により詳細な計画をつくり、市街地環境の
保全に努めています。

408

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

区内の住宅をあまり小さな区画にせず、余裕
を持った土地区画にしてはいかがか。

パブ
リック
コメント

※区では平成20年3月、市街地環境の悪化防止等
を図るため「建築物の敷地面積の最低限度」を都市
計画として定めました。これは、新たに土地を分割し
て建てる場合、小規模な敷地が増加することによっ
て、市街地全体に建て詰まりの状態が発生し、日
照、通風、防災などの環境が悪化することを防止し、
住環境の改善をめざすことを目的としています。敷
地の最低限度は、地区によって異なり、70㎡～110
㎡です。また、地区計画制度等を活用して地区毎に
住民参加により詳細な計画をつくり、市街地環境の
保全に努めています。
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409

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

相続時に50坪の土地が25坪の2区画になるこ
とがある。建替えの時、耐震式なら２階半まで
許可していただければ境界巾も90cm離す条例
もつくれるのでは。これ以上すし詰め住宅が並
ぶのは練馬らしくない。

区政モ
ニター
アン
ケート

※区では平成20年3月、市街地環境の悪化防止等
を図るため「建築物の敷地面積の最低限度」を都市
計画として定めました。これは、新たに土地を分割し
て建てる場合、小規模な敷地が増加することによっ
て、市街地全体に建て詰まりの状態が発生し、日
照、通風、防災などの環境が悪化することを防止し、
住環境の改善をめざすことを目的としています。敷
地の最低限度は、地区によって異なり、70㎡～110
㎡です。また、地区計画制度等を活用して地区毎に
住民参加により詳細な計画をつくり、市街地環境の
保全に努めています。

410

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

1区で人口が10万も増加するなど異常。それだ
けマンションが増加した。環境も悪化した。高
層マンションを規制して欲しい。

パブ
リック
コメント

○区では平成20年3月、市街地の環境を維持するこ
とを目的として、建築物の最高高さの制限のある第
一種低層住居専用地域および駅周辺の商業系用途
地域を除く区内全域で、建築物の最高高さを定める
｢高度地区」の都市計画変更を行いました。地区の
状況にあわせて建築物の高さに最高限度が制限さ
れることにより、過度に突出する高層建築物の建築
を制限し、練馬区らしい街並みの実現を図るととも
に、建築紛争の抑制に効果があると考えています。

411

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

1、2年の間に高度制限のなくなった街づくりに
なっている。人の住みやすい街なのか？心の
豊かな生活とは何なのか考えて欲しい。

パブ
リック
コメント

※区では平成20年3月、市街地の環境を維持するこ
とを目的として、建築物の最高高さの制限のある第
一種低層住居専用地域および駅周辺の商業系用途
地域を除く区域内全域で、建築物の最高高さの限度
を定める「高度地区」の都市計画変更を行いました。
地区の状況にあわせて建築物の高さの最高限度を
制限することにより、過度に突出する高層建築物の
建築を制限し、練馬区らしい街並みの実現を図ると
ともに、建築紛争の抑制に効果があると考えていま
す。

412

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

関町北２－３０、関町北２－３４は、近隣商業地
域でありながら、３～４階の建物しか建てられ
ない。不合理を解決するよう検討願う。

パブ
リック
コメント

※用途地域等の制限が同じ地域内でも、建築敷地
の形状、接している道路の幅や周囲の日影規制の
指定状況などによって建築できる建物の大きさは、
変わってきます。従って、具体的な状況が把握でき
ないと解決策があるかどうかも判断ができないた
め、担当課へご相談くださるようお願いいたします。
なお、当該地においては、南側が近隣商業地域で日
影の規制がない地域となっていますが、北側は第一
種中高層住居専用地域で日影の規制があるため、
この影響を受けている可能性があります。日影規制
については、その地域にあった住環境を確保するた
めに定められていますので、これを緩和することは
困難と考えています。

413

施策
442　土
地利用
を計画
的に誘
導する

風致地区の最低住宅区画と建築制限の徹底。
パブ
リック
コメント

※東京都風致地区条例及び練馬区東京都風致地
区条例に基づく許可に関する審査基準要綱に基づ
き、建築許可等の手続きを行います。
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414

施策
443　調
和のと
れた都
市景観
を形成
する

景観法について取り組む考えがあるのか伺い
たい。

区民と
区長の
つどい

○景観法に基づく景観計画については、現在策定に
取り組んでいます。策定にあたっては、区民の方の
ご意見を頂きながら進めています。計画の施行は、
平成23年度を予定しています。

415

政策45
災害に
強く生
活しや
すいま
ちをつく
る

消防車の入れない道路や人車せめぎ合う歩
道・乱立する電柱など、良好な市街地に必要
な都市基盤が多少欠落している気がする。イ
ンフラ整備はどこに位置づけられ（基本構想の
第４章にあるのは知ってます）どの程度の緊急
性を認められているのか知りたいと思う。

区政モ
ニター
アン
ケート

○道路等の都市基盤整備は、長期計画の環境とま
ちづくり分野の「政策45災害に強く生活しやすいまち
をつくる」などに位置づけています。狭あいな道路周
辺に老朽木造住宅が密集した、防災上の危険性の
高い地域については、密集住宅市街地整備促進事
業などにより、優先的に道路・公園等の基盤整備を
推進します。その他の地域については、区民の方々
の協力を得ながら整備を進めます。

416

施策
452　ま
ちの拠
点機能
を向上
させる

北口区有地開発について、区の明確な計画を
示して欲しい。

パブ
リック
コメント

※平成２０年度に「練馬駅北口区有地活用基本構
想」を策定しました。この活用基本構想では「憩い・
交流・活動による区全体の活性化」「区内産業の振
興と経済の活性化」「生活の質の向上」の活用に関
する３つの基本的な方向性を示しました。２１年度中
には、事業概要や施設計画、施設建設にあたっての
基本方針などをまとめた「（仮称）練馬駅北口区有地
活用に関する事業計画（素案）」を公表し、皆さまの
ご意見をいただいていく予定です。

417

施策
452　ま
ちの拠
点機能
を向上
させる

「環境とまちづくり分野」で、石神井公園南地区
で、平成１２年９月からまちづくり懇談会を開い
ているが、同じ議論の繰り返しで、遅々として
なかなか前に進まないでいる。もっと周辺の変
革に対応して、行政やコンサルがリーダーシッ
プを発揮していかないといけないと考える。

パブ
リック
コメント

○平成16年度から「石神井公園駅南口まちづくり懇
談会（全18回）」を都市計画道路補助132号線沿道を
含む南口住居地区を対象に開催し、平成19年度に
は地区計画を念頭においた「南口まちづくり計画」を
策定しました。平成20年度には南口商店街通りを含
む駅前地区を中心に「石神井公園駅南口商店街ま
ちづくり会議（全7回）」を開催し、商店街の将来ビジョ
ンとして「南口商店街まちづくり方針」を策定しまし
た。これらの合意形成活動を経て、平成21年3月に
は、「石神井公園駅南地区まちづくり推進協議会（約
14.3ha）」を立上げました。区は、地域住民が主体と
なった協議会活動を積極的に支援するとともに、西
武池袋線の連続立体交差事業の進捗を見据えなが
ら、平成23年度の地区計画の都市計画決定を目標
に着実にまちづくりを推進しています。

418

施策
452　ま
ちの拠
点機能
を向上
させる

大泉学園は、不便な駅の作り変えの為、アク
セスが不便で、風が強くホコリもひどくなった。
また醜悪極まりない。機能面がお粗末だけで
なく、センスがない。今後は、日大の芸術学部
もあることなので、こうしたところに計画作りの
協力を頼むのはどうか。

パブ
リック
コメント

※大泉学園駅周辺地区では、これまで駅南口や北
口の一部の区域を一体とした市街地再開発事業に
取り組み、南口駅前広場や補助135号線の整備等を
行ってきました。一方、北口地区においては、駅前広
場が未整備であり、駅周辺の都市基盤整備が十分
とはいえない状況です。このため、地元の町会・商店
会を主体とした「まちづくり懇談会」が発足し、より魅
力的な街にしていくため、まちづくり活動を進めてい
ます。さらに、北口地区の交通混雑の改善や利便
性・安全性を確保するため、北口駅前広場の整備に
向けて、関係権利者の皆さまと協議を進めていま
す。今後も大泉学園駅周辺を練馬区西部の地域拠
点にふさわしいまちとするため、引き続き安全で快
適なまちづくりを推進していきます。
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419

施策
452　ま
ちの拠
点機能
を向上
させる

中村橋の中杉通りは大変危険である。
パブ
リック
コメント

○中村橋駅周辺地区のまちづくりの中で中杉通りの
安全性の向上を図っていきます。

420

施策
452　ま
ちの拠
点機能
を向上
させる

外環沿道地区のまちづくりについて。上石神井
通りは駅周辺を中心にバス、自動車、自転車、
人が混在し、危険な状態にあることが指摘され
ている。外環計画とは切り離し、早く着手してく
ほしい。

パブ
リック
コメント

○上石神井駅周辺地区については、平成13年12月
に町会や商店街の発意により、上石神井駅周辺地
区まちづくり協議会が組織され、外環計画の推移を
見据えながら、まちづくりの検討を進めています。区
では、まちづくり協議会からの提言を受けて、平成20
年3月に「上石神井駅周辺地区まちづくり構想」を策
定し、地域住民の皆さまと協働でまちづくりを推進し
ています。まちづくり構想では、南北道路や駅前広
場等の整備促進、鉄道の立体化促進による交通環
境の改善等を整備方針に位置づけ、まちづくりを進
めることとしています。今後とも、地元の皆さまのご
意見を踏まえながら、具体的な整備手法等の検討を
進めていきます。

421

施策
453　災
害に強
いまち
をつくる

実施計画「建築物の安全対策の推進（建築物
の耐震化）」において、対象の建築物を明示す
ることが必要である。区の建築物の耐震化計
画が必要である。

パブ
リック
コメント

○区は他区に先駆けて、耐震改修促進法に基づく
「練馬区耐震改修促進計画」を平成19年3月に策定
しました。この計画に基づき、昭和56年5月以前に建
築された建築物を対象に、平成27年度までに区立
施設を100％耐震化することをめざして計画的に耐
震化を図るとともに、民間建築物の耐震化率を90％
とするために、さまざまな施策を積極的に展開してい
ます。
□実施計画に記載されている耐震診断等の対象の
建築物は、昭和56年5月以前に建築された民間建築
物です。対象の建築物が分かるように明示します。

422

施策
453　災
害に強
いまち
をつくる

建物の耐震性を高めるように取り組んでほし
い

区政モ
ニター
懇談会

○耐震改修促進法に基づく「練馬区耐震改修促進
計画」を平成19年3月に策定し、区内の建築物の耐
震化を図っているところです。区立小中学校につい
ては平成23年度までに耐震補強を実施し、その他の
不特定多数の方が利用する区立施設についても、
平成27年度までに順次実施していきます。公共施設
だけではなく、一戸建て住宅などの民間建築物につ
いても、耐震化を促進するため、耐震診断や改修の
費用の一部を助成しています。
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423

施策
454　だ
れもが
利用し
やすい
まちを
つくる

各駅の階段にはエスカレーターを設置してほし
い。

区政モ
ニター
アン
ケート

※エスカレーターやエレベーターなどのバリアフリー
施設の整備は、各鉄道事業者の責務として行われ
るのが原則です。区では鉄道事業者が行うバリアフ
リー化工事の経費の一部を補助するなど必要な支
援を行っています。バリアフリー法では平成22年ま
でに鉄道事業者に対して、エレベーターやエスカ
レーターの設置等によるバリアフリー化された経路
を、各駅に1ルート確保することを求めており、練馬
区内にある21駅については、目標年次までにすべて
の駅でバリアフリー化が完了する見込みです。今後
は2ルート以上の整備が望まれますが、都内には未
だ1ルートも確保できていない駅が複数存在し、鉄道
事業者としてはまずはそれらの駅のバリアフリー化
を優先させたいという意向です。従って、早期に各駅
の階段に新たなエスカレーターを設置することは困
難と思われますが、駅利用者の利便性向上のため
今後も事業者に働きかけを行うなどして、区内各駅
のバリアフリー化に努めていきます。

424

政策46
良好な
交通環
境をつ
くる

公道と私道との差がひどいと思う。本来道路
は万人のもの、公・私の別があってはならな
い。

パブ
リック
コメント

※私道は、私的財産として所有者等の責任において
維持管理が行なわれるものです。区では、所有者だ
けでなく一般の方も通行しているなど公共性のある
私道の整備について、所有者等からの申請に基づ
き助成することで、区民の生活環境の向上が図られ
るよう取り組んでいます。

425

政策46
良好な
交通環
境をつ
くる

区役所西庁舎とオオゼキをはさんだ道の歩道
は狭くて特に不便をしている。区役所の土地な
のでしょうから広げることは可能だと思う。ギリ
ギリに建物を建てる必要などなかったと思う。

区政モ
ニター
アン
ケート

※区役所西側の歩道の幅員が狭くなっていることは
認識しています。区有地内にある植栽を移植して歩
道を拡幅することは可能ですが、消防設備上の問題
があり困難な状況にあります。今後、歩道の拡幅に
ついて検討していきます。

426

政策46
良好な
交通環
境をつ
くる

大江戸線の延伸について、光が丘の先がバス
もなく、道も暗くてとても不便。外環道の整備を
大至急やってもらいたい。

区政モ
ニター
懇談会

○都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。
○区では、通過交通に起因する区内の深刻な交通
問題などを改善するため、外環の南進に取り組んで
きました。今年度、大泉からの南進が事業化の運び
となりましたが、区としても環状道路の整備効果を生
かした道路交通ネットワークの一日も早い完成に向
けて国に対し要望していきます。

427

施策
461　公
共交通
を充実
する

私鉄では西武線が東西に走っていますが、南
北に走る電車・地下鉄もなく、人の動きをス
ムーズにする交通インフラも整っていないよう
に感じる。（バスの便はありますが、利便性の
点では劣っていると日々思っています。）交通
網整備から住民にとって魅力を感じる区の構
想を練っていただければと思う。

パブ
リック
コメント

※区内の鉄道の多くは、JR山手線から放射状に伸
びており、鉄道は区内を東西方向に横断する路線形
状となっています。バスについては、東西方向に
走っている鉄道駅へアクセスして鉄道不便地域を網
羅する南北方向の主要な交通手段となっています。
この様な背景のもと、区では平成19年度に「練馬区
都市交通マスタープラン」を策定しました。この計画
では、3つの重点テーマを設けており、平成20年度に
は、重点テーマの1つである「公共交通の空白地域
における移動しやすさの向上」に取り組み、平成21
年度からコミュニティバスの再編や新路線の導入な
ど具体的な検討を開始しています。
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428

施策
461　公
共交通
を充実
する

大江戸線の大泉学園町までの早期延伸を望
む。

パブ
リック
コメント

○都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。

429

施策
461　公
共交通
を充実
する

46政策・大江戸線延伸促進事業について
H26年度末目標に、許可取得に実現だけでな
く、“着工準備”も取り込み、早期開通を目指し
て欲しい。

パブ
リック
コメント

○都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。

430

施策
461　公
共交通
を充実
する

大江戸線を光が丘駅から早期に土支田～大
泉まで延ばしてもらいたい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。

431

施策
461　公
共交通
を充実
する

大江戸線を早く延伸してほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。

432

施策
461　公
共交通
を充実
する

大江戸線延伸促進事業を早く実現して欲し
い。都市計画道路（補助230号線）の整備を一
日も早く実現し、早期の鉄道の完線を願う。

パブ
リック
コメント

○都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。
○笹目通りから、大泉学園通り間の補助230号線に
ついては、大江戸線の導入空間となる重要な区間で
あることから、都に早期整備を強く求めてきたところ
です。その結果、区が取り組んでいる土支田中央土
地区画整理事業区域の区間を含め、概ね事業の目
途が立ちつつあり、今後とも、都と連携し、補助230
号線が早期に整備されるよう取り組んでいきます。

433

施策
461　公
共交通
を充実
する

大江戸線の西大泉６丁目までの延伸の実現
を。

パブ
リック
コメント

○大江戸線の延伸は、平成12年の運輸（現交通）政
策審議会答申第18号において、光が丘から大泉学
園町の区間が少なくとも目標年次（平成27年（2015
年））までに整備着手することが適当である路線と位
置づけられています。
また、大泉学園町から武蔵野線方面については、同
答申において、今後整備について検討すべき路線と
位置づけられており、関係自治体と共に、延伸につ
いて関係機関へ働きかけていきます。

434

施策
461　公
共交通
を充実
する

大江戸線の延伸はできないのではないか。
パブ
リック
コメント

※都営地下鉄大江戸線の延伸は区民の悲願であ
り、区民、区議会、区が一体となって早期実現に向
けて都への要請などに取り組んでいます。事業着手
までには事業の採算性等多くの課題がありますが、
一日も早く延伸が実現できるよう、事業主体である
東京都と協議を進めていきます。
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435

施策
461　公
共交通
を充実
する

西武線が高架にしないせいで、いかに経済的
にも景観的にも無駄が生じているか、東西に
走る線路が、どれだけ多くの南北に走る道路
をさえぎっているか、数十年たっても変わらな
いのはなぜか。

パブ
リック
コメント

○東京都は、踏切による交通渋滞等の問題解決の
ため「踏切対策基本方針」を策定し、都内20区間を
鉄道立体化の検討対象区間として抽出しています。
練馬区内でこの20区間に位置づけられているのは、
西武池袋線大泉学園駅～保谷駅付近間および西武
新宿線井荻駅～東伏見駅付近間です。これらの区
間では、道路の単独立体交差化をはじめとした鉄道
立体化以外の対策との比較などを行い、事業性が
高い箇所について事業化に向けた取組を行っていく
こととされています。区としては、西武新宿線の鉄道
立体化の実現に向け、調査研究や関連機関との勉
強会を実施するとともに、沿線地区のまちづくりを進
めていきます。

436

施策
461　公
共交通
を充実
する

政策４６（西武池袋線連続立体交差事業）　Ｈ
２６年度目標が事業完了となっているが、立体
交差の計画は、大泉学園駅の手前で止まって
いる。大泉学園駅まで延びないと、駅東側の
踏切の混雑は解消できない。
　次のステップへ向けて計画を進めてもらいた
い。

パブ
リック
コメント

※西武池袋線（練馬高野台駅～大泉学園駅間）連
続立体交差事業については、現在、整備を進めてい
るところであり、その事業区域を変更することは、地
形上・構造上の制約があることから困難と考えま
す。大泉学園駅東側の踏切については、立体交差
事業完了後の自動車交通等の動向を踏まえたうえ
で対応を検討します。大泉学園駅以西についても東
京都の踏切対策基本方針において鉄道立体化の検
討対象区間に位置づけられていることから、東京
都、西武鉄道など関係機関と検討していきます。

437

施策
461　公
共交通
を充実
する

武蔵関駅が低地なので、1駅だけ高架にしてに
してほしい。

パブ
リック
コメント

○武蔵関駅は、都が平成16年に策定した「踏切対策
基本方針」において鉄道立体化の検討対象区間の
一部に位置づけられています。この区間では、鉄道
による地域分断や踏切による交通遮断への対応を
図るため、鉄道立体化の実現に向けた調査研究な
どの推進活動を実施するとともに、沿線地区のまち
づくりを進めています。

438

施策
461　公
共交通
を充実
する

新宿－上石神井の高架化と地下鉄化実現
パブ
リック
コメント

○西武新宿線の立体化については、平成20年5月に
中井駅～野方駅間で国土交通省により新規着工準
備採択箇所として選定されました。野方以西の区間
については、中井駅～野方駅間の進捗を踏まえて、
取組を進めることになります。
区では、上石神井駅周辺部でまちづくりについて地
元町会、商店会等で構成する協議会を設置して勉
強会等を開催するなど、西武新宿線の立体化をめざ
して取り組んでいます。今後も西武新宿線の立体化
については、沿線区民の皆さま、東京都、西武鉄
道、隣接する区、市と連携を図りながら進めていきま
す。

439

施策
461　公
共交通
を充実
する

西武新宿線沿線の駅周辺の整備、高架化が
全く進んでいない。西武池袋線と比べてもとて
も遅れている。区から西武鉄道にもっと働きか
けて欲しい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○西武新宿線の立体化については、平成20年5月に
中井駅～野方駅間で国土交通省により新規着工準
備採択箇所として選定されました。野方以西の区間
については、中井駅～野方駅間の進捗を踏まえて、
取組を進めることになります。
　練馬区では、上石神井駅周辺部でまちづくりにつ
いて地元町会、商店会等で構成する協議会を設置し
て勉強会等を開催するなど、西武新宿線の立体化
をめざして取り組んでいます。
　今後も西武新宿線の立体化については、沿線区民
の方々、東京都、西武鉄道、隣接する区、市と連携
を図りながら進めていきます。
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440

施策
461　公
共交通
を充実
する

西武池袋線が高架化されているが、空いたス
ペースを、自転車利用や歩行が可能な空間と
して整備することも考えられないか。その空間
に緑を植えたりすることも考えられる。

区民と
区長の
つどい

※鉄道高架下の敷地の所有権は鉄道事業者にあ
り、駅近くには商業施設が入り、離れた地域では公
共用の自転車駐車場が設置されているほかは、自
動車の駐車場などに利用されています。鉄道事業者
にとっては鉄道を利用してもらうことにより収益を上
げることであり、その下を自転車通勤させることは難
しいものと考えられます。区としても高架下の活用に
ついて、鉄道事業者と協議を進めています。

441

施策
461　公
共交通
を充実
する

環8を利用して高野台から春日町に、みどりバ
スを繋げてほしい。

パブ
リック
コメント

※区では、公共交通が不足している地域を改善する
ため、平成20年度に「公共交通空白地域改善計画」
を策定し、既存バス路線の再編（コミュニティバス含
む）および新規導入（コミュニティバス含む）などによ
り、区内の公共交通空白地域の改善を計画的に
行っていくこととしています。この計画に基づき、貫
井地域の改善策として、環八を活用した路線バスの
新規導入（コミュニティバス含む）の可能性について
検討していきます。

442

施策
461　公
共交通
を充実
する

・みどりバスを1本新設し、1時間に1回の運行
にしていただきたい。
（北町車庫→氷川台図書館→氷川台郵便局
→氷川台駅→武蔵野病院→武蔵野音大→新
桜台→日大芸術学部→練馬総合病院→江古
田駅→武蔵大学→豊玉高齢者センター→練
馬区役所）
　既設のバスとの競合は30分ずらせば解決で
きるのでは。

パブ
リック
コメント

※区では、公共交通が不足している地域を改善する
ため、平成20年度に「公共交通空白地域改善計画」
を策定し、既存バス路線の再編（コミュニティバス含
む）および新規導入（コミュニティバス含む）などによ
り、区内の公共交通空白地域の改善を計画的に
行っていくこととしています。この地域へのみどりバ
ス新規導入の計画はありませんが、ご提案のルート
については、改善計画の中で位置づけた「みどりバ
ス氷川台ルート」の見直しとも関連する地域があり、
今後、計画との整合を図りながら検討していきます。

443

施策
461　公
共交通
を充実
する

１日５００円、乗り降り自由の区内循環バスが
あるとよい。

パブ
リック
コメント

△区では、公共交通が不足している地域を改善する
ため、平成20年度に「公共交通空白地域改善計画」
を策定し、既存バス路線の再編（コミュニティバス含
む）および新規導入（コミュニティバス含む）などによ
り、この公共交通空白地域の改善を計画的に行って
いくこととしています。この計画に基づき、21年7月か
ら、区内で運行しているコミュニティバスの名称・運
賃を統一し、「みどりバス」として5路線運行していま
す。現在のところ、ご提案のような区内循環バスの
導入計画はありませんが、コミュニティバス同士の乗
り継ぎなども含めた利用しやすいサービスのあり方
の検討を進めます。

444

施策
461　公
共交通
を充実
する

保谷駅までのバスの運行の早期実現を。
パブ
リック
コメント

※区では、公共交通が不足している地域を改善する
ため、平成20年度に「公共交通空白地域改善計画」
を策定しました。この計画では空白地域である南大
泉地域と居住者ニーズの高い保谷駅を結ぶ新規コ
ミュニティバスの導入を図ることとしています。この計
画に基づき、平成21年6月に南大泉地域コミュニティ
バス地域検討会を設置し検討を開始しました。今後
は関係機関等との調整を行ないながら、早期の運行
開始に向けて取り組んでいきます。
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445

施策
461　公
共交通
を充実
する

政策４６は自力で生活している高齢者にとって
最も早く実現して頂きたいことである。コミュニ
ティバスの路線拡大、乗り合いタクシーの充実
（個人負担が多少増えても）を是非実現してほ
しい。

パブ
リック
コメント

○区では、公共交通が不足している地域を改善する
ため、平成20年度に「公共交通空白地域改善計画」
を策定しました。この計画に基づき、既存バス路線
の再編（コミュニティバス含む）を検討し、それが困難
な場合には路線バスの新規導入（コミュニティバス
含む）を検討していきます。また、道路幅員などの事
情により路線バスの導入（コミュニティバス含む）が
困難な場合は、実証実験を踏まえた上で乗り合いタ
クシー等の導入を検討します。

446

施策
461　公
共交通
を充実
する

交通機関（バス路線）の整備に力を入れてほし
い。近くをバスが走りながら、停留所の設置が
ないために利用できない。（土支田循環）　平
成１９年の「区長と区民のつどい」でもお願いし
たが、実現していない。

パブ
リック
コメント

※本路線は西武バス（土支田循環）と国際興業（光
202）の2社が共同で運行している路線です。本路線
のバス停設置の現況についてバス事業者に確認し
たところ、光が丘駅から土支田通りまでは、概ね
300m間隔で設置していますが、土支田通り交差点
から光が丘駅までの間については、道路幅員や地
先の状況などを踏まえ現況の配置となっているとの
ことです。また、区としては、「区民と区長のつどい」
で出された要望を受け、昨年度に笹目通りを横断し
た先の都道上へのバス停新設を事業者に対して申
し入れ、現地立会いを行いました。結果として、現状
では交差道路の配置や道路上にあるパーキング
メーター等が支障となり、バス停を設けられないとの
ことでした。今後とも、機会を捉えて利用しやすい路
線バスのあり方を事業者に求めていきます。

447

施策
461　公
共交通
を充実
する

コミュニティバス関町ルートの上石神井駅の始
発が７時４５分であるが、病身の初診受付に間
に合わないので６時４５分にするなど、早くして
ほしい。また、増便もしてほしい。

パブ
リック
コメント

※区では、公共交通が不足している地域を改善する
ため、平成20年度に「公共交通空白地域改善計画」
を策定しました。この計画では、コミュニティバスの望
ましいサービス水準として、始発を7時台、最終を20
時台、運行間隔は30分に1便としています。これらの
サービス水準については、利用状況やニーズ、事業
者の体制等を勘案しながら段階的にサービスの向
上を図ることとしています。
　なお、関町ルートについては、運行経費に対する
区の負担割合が高いため、利用者の少ない区間の
再検討や周辺の公共交通空白地域を経由した運行
ルートの検討などを行うこととしており、その際、あわ
せてサービス水準の見直しを行います。

448

施策
461　公
共交通
を充実
する

バス停を近くに作って欲しい。
パブ
リック
コメント

※一般的な、みどりバスにおけるバス停について
は、平成20年度に策定した「公共交通空白地域改善
計画」で、概ね300m間隔以内での設置としていま
す。その他、地形・道路・地先等の条件を踏まえなが
らバス停を設置することとしています。

449

施策
461　公
共交通
を充実
する

千川通りのバス運行を増やして欲しいと思い
ます。区役所に用があっても、日中のバスが
少ないため、不自由しています。

区政モ
ニター
アン
ケート

※現在、西武バス、国際興業、関東バス、京王バ
ス、都営バスの5事業者が、練馬区役所（練馬区役
所入口）または、練馬駅へ乗り入れています。運行
頻度については、一般的に各事業者が経営上の判
断を踏まえ、路線毎に決定しています。区としては、
区民の皆さまのご要望が高い路線などについて、関
連する事業者に対し増便を要望していきます。
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450

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

現存計画道路を早期に作り上げることが出来
ないか。放射8号、230号、大泉街道。

パブ
リック
コメント

○平成15年度に東京都と特別区が共同で策定した
「区部における都市計画道路の整備方針」では、今
後12年の期間で優先的に整備すべき路線を選定し
ました。この計画に基づき、放射7号線や補助230号
線の一部などについては事業化され、東京都や区
が完成に向けた取組を進めています。また、大泉街
道については優先整備路線に位置づけられていな
いため、整備時期は未定です。

451

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

長期計画（素案）46「計画事業名」東京外郭環
状道路の整備促進の件では「青梅街道ハーフ
I.Cの設置」については環境破壊、地域分断で
絶対反対である。外かん地下化本線について
は容認する。

パブ
リック
コメント

※青梅街道インターチェンジについては、周辺にイ
ンターチェンジがないことから、インターチェンジを設
置することにより広域的な利便性の向上が見込まれ
ます。また大泉ジャンクション周辺地域に集中する
交通を分散し、生活道路に入り込む交通が排除され
る効果も見込まれるため必要不可欠な事業と認識し
ています。

452

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

260ﾍﾟｰｼﾞに記載されている「東京外かく環状道
路計画に関する事業」の達成状況見込みを
「概ね達成」とする新長期計画の目標は何か。

パブ
リック
コメント

※新長期計画（平成18年度～22年度）に基づく中期
実施計画（平成20年度～22年度）では、21年度末目
標を「外環の方針および都市計画への区の方針の
反映に向けた国・都との調整・協議、外環の２に関す
る調査・研究等」としています。このうち外環本線に
ついては、国土開発幹線自動車道建設会議(国幹会
議）の審議を経て、国土交通大臣が整備計画を策定
し、補正予算が成立して、平成21年5月に事業化さ
れました。今後、国・都による事業の各実施段階に
おいて、「対応の方針」に基づき詳細な検討を行い、
事業が進められていきます。区としては、平成19年4
月の都市計画の変更時に33項目の条件を国・都に
対して示し、さらに、平成21年3月に追加要望を提出
し、同年4月に回答を得ています。一方、外環の２
（上部街路）については、都は、早期整備が必要な
外環本線と切り離して事業を進め、地上部街路の必
要性やあり方などについて、広く区民の声を聴きな
がら検討を進め、都市計画に関する方針をまとめる
予定です。区としても、地域の意向を踏まえた計画と
なるように都に要望していきます。このような経緯を
踏まえ、外環本線ついては、国・都から回答を得たこ
と、また、外環の２については今後、区としての上部
利用計画の整備方針を都に働きかけを行う予定で
あるため、達成状況見込みを「概ね達成」としまし
た。

453

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

外環について。政権が代わった後、どのように
なるのだろうか。

区民と
区長の
つどい

※外環は、首都圏全体の道路交通ネットワークを充
実し、都心部に流入せざるを得なかった自動車交通
を迂回させ、スムーズな交通流動を実現することで
環境負荷を低減します。また、経済活動や市民生活
を支えるために必要不可欠な道路であり、区では、
これまで通過交通に起因する区内の深刻な交通問
題などを改善するためにも、外環の南進を区政の最
重要課題の一つとして取り組んでいます。今年度、
大泉からの南進が事業化の運びとなりましたが、区
としても環状道路の整備効果を生かした道路交通
ネットワークの一日も早い完成に向けて国に対し、
早期完成をめざし要望していきます。
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454

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

宅地道路にもっと光を、安全に。タテ割り行政
で住宅道路の開発が遅れている。継ぎはぎ、
迂回、行き止まり、狭い、ごま化し（地図上は
道路）道路等（通勤、通学、施設、医療、駅へ
の快適さを）

パブ
リック
コメント

○安全で住みやすいまちにするために、都市計画道
路等の広幅員の道路整備だけではなく、まちづくり
計画を策定し、住宅密集地や狭あい道路の改善な
ど、良好な市街地形成に向けた取組も展開していま
す。

455

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

道路は狭隘であっても、生活している子どもた
ちが遊べるような空間であることが大事であ
る。道路を拡幅するよりも、狭隘であっても生
活道路を残した方が、景観的な意味でも重要
ではないかと思う。他の区と同じような都市化
が進むだけではなく、練馬らしさを出して欲し
いと思う。

区民と
区長の
つどい

※道路には、空間としての役割もありますが、他に
交通機能、防災機能、まちの骨格といった役割もあ
ります。道路の機能が発揮され、練馬らしい良好な
市街地が形成されるよう取り組んでいきます。

456

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

戦後一貫して「地主温存」をしている。道路整
備は杉並区を見習うべき。

パブ
リック
コメント

※練馬区内の生活道路は、旧街道や旧農道からな
る道路が多いのが特徴です。今後も地域の実情を
踏まえつつ、他自治体の例も参考に道路整備に取り
組んでいきます。

457

施策
462　道
路交通
ネット
ワーク
を整備
する

練馬区に来て、行き止まり袋小路など道路事
情があまり、よくないことにおどろいた。住宅地
で道路計画が進まない点もあると思うが、年々
改善したほうがいいと思われる。

区政モ
ニター
アン
ケート

○まちづくり計画を策定し、住宅密集地の改善、狭
あい道路の整備を行い良好な市街地形成に取り組
んでいます。

458

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

７０万都市の問題点を踏まえた長期計画のビ
ジョンとは、どうしても受け取れない。優先順位
を変えて配慮してもらいたい。一番に期待する
ところは、環境と安全。通学路については少な
くとも歩道を作るなど、何年掛かっても実現す
るといった基本的な認識を踏まえた上で計画
を組んで頂きたい。

区政モ
ニター
懇談会

※環境とまちづくり分野の重点事業として、地球温
暖化対策に取り組みます。また、「施策463　快適な
道路環境を整備する」において、安全に配慮したみ
ちづくりに取り組みます。

459

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

都市計画をしっかりと作る。（電線地下化、自
転車道整備など）

パブ
リック
コメント

○区は安全で快適な歩行者空間を生み出すことに
加え、景観に配慮したまちづくりを進めるため、道路
の整備や地域のまちづくりに合わせて、順次電線類
の地中化を進めています。長期計画においても、
「施策４６３快適な道路環境を整備する」の主な取組
として、電柱のないまちづくりを推進することとしてい
ます。
○自転車走行環境の整備については、現在改定中
の「練馬区自転車利用総合計画」の中で計画化し、
取り組みます。

460

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

電柱のない街づくりの推進も入れてほしい。
パブ
リック
コメント

○区は安全で快適な歩行者空間を生み出すことに
加え、景観に配慮したまちづくりを進めるため、道路
の整備や地域のまちづくりに合わせて、順次電線類
の地中化を進めています。長期計画においても、
「施策４６３快適な道路環境を整備する」の主な取組
として、電柱のないまちづくりを推進することとしてい
ます。
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461

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

電線地中化の整備状況はいかがか。
区民と
区長の
つどい

○区は安全で快適な歩行者空間を生み出すことに
加え、景観に配慮したまちづくりを進めるため、道路
の整備や地域のまちづくりに合わせて、順次電線類
の地中化を進めています。長期計画においても、
「施策４６３快適な道路環境を整備する」の主な取組
として、電柱のないまちづくりを推進することとしてい
ます。現在、練馬駅の南側地区に地区計画を定めて
地下埋設に取り組んでおり、22年には完成予定で
す。

462

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

環七、環八のように道幅の広い道路の横断は
大変です。立橋は雨の日や暑い日は大変。屋
根やエレベーター付の立橋を大交差点を設置
してほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

※都の「横断歩道橋の取り扱いについての基本方
針」では、利用頻度の低い横断歩道橋は、交通管理
者等との協議・調整を行った上で、撤去する方針と
なっています。　ただし、「高齢者・障害者等の移動
等の円滑化促進に関する法律（バリアフリー新法）」
に基づき定められた重点整備地区や地域通行に大
きく寄与するもの等においては、エレベーターが設置
された横断歩道橋を新設することとなっています。設
置条件としては、利用者が多いこと、歩道の残余幅
員、地元要望、立地条件等を総合的に判断すること
になります。屋根の設置についての定めはありませ
んが、今後の課題と考えます。

463

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

交通規制が満足に守られていない道路があ
る。警視庁と協力して、無謀運転を防止し、安
心できる生活を確保する為に、交通規制およ
び道路の改造（隘路化、蛇行化、凹凸化、など
実績例は種々あります）に取組んでいただきた
い。

パブ
リック
コメント

※ご指摘の道路については、昨年度「カーブ　スピー
ドおとせ」という立看板を2か所新設しました。本年度
は、小学校からこの道路を含む通学路の安全点検
要望を受け、8月には警察と区で現場立会いを行い
ました。検討の結果、立野小学校南西側の路面上に
スピード抑止のための隘路表示舗装をすることとな
りました。今後も警察と協力しながら、交通安全の確
保に取り組んでいきます。

464

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

駐輪場は駅の近くに。例えば桜台駅千川通り
や新江古田駅、目白通り。歩道はとても広い
のに駐輪を許さず、暗い離れた駐輪場へ行け
というのは防犯上も、土地の有効利用からもお
かしい。

パブ
リック
コメント

※平成17年の道路法改正により、歩道上に自転車
駐車場等を設置することが可能となりました。これを
受けて、歩道上に自転車駐車場等を設置する際の
設置指針が示されています。この指針では駅前等交
通量の多い道路においては、歩道で3.5m、自転車歩
行者道で4.0mの有効幅員を確保することとしていま
す。この幅員を確保しながら自転車駐車場等を駅前
の歩道に整備する場所を確保するのは困難な状況
です。また、歩道等は歩行者等の通行空間であり、
オープンスペース・防災空間としての機能を持つも
のであることから、自転車駐車場等の設置は真にや
むを得ない場合に限られます。自転車駐車場の整
備には、自転車駐車場に適した用地の確保、財政
上の制約等の課題がありますが、区は今後も自転
車駐車場の整備に努力するとともに、利用者の皆さ
まが安心して利用できる施設管理に努めていきま
す。
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465

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

・駅を基点とし200メートル以内の路上違法駐
輪を排除するよう規制してください。代替とし
て、有料駐輪場が必要になると思います。住
居地を都心から郊外に求めると足の確保が原
因と把握しているが、地域の安寧秩序を乱す
行為は排除すべきと考える。

パブ
リック
コメント

※自転車の放置に対しては、「練馬区自転車の適正
利用に関する条例」に基づき、区内21駅周辺を放置
禁止区域に指定し、放置自転車の撤去に努めてい
ます。放置禁止区域は、放置の状況により範囲を決
めていますので、駅から200mを超える場合もありま
す。放置禁止区域に放置された自転車と50cc以下
の原動機付自転車は、５分程度の警告放送の後、
撤去を行っています。なお、50ccを超える自動二輪
車及び自動車は、違法駐車の対象となり、警察の取
り締まり対象となります。区においては、注意看板の
設置等により違法駐車の防止に努めています。ま
た、自転車駐車場については、現在改定中の「練馬
区自転車利用総合計画」に基づき、整備目標台数
の実現に向けて取り組んでいます。

466

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

徹底して行わないから中途半端が多い。放置
自転車の取り締まりや、歩行者専用の路上を
乗車して通行するなどはその一例。そうした監
視体制を充足するためには民力に頼る方策が
用いられているが、何の権限もなく取り締まる
ので、見て見ぬ振りが一般的になってしまうの
であろう。仮免許とでも言うような仮の行政官
のような資格を与えて監視、取り締まることを
決めてはどうか。罰金の徴収も行えるようにす
べき。

パブ
リック
コメント

※区では、駅周辺に自転車誘導員を配置し、自転車
駐車場への誘導案内を行うとともに 放置自転車の
撤去を行っています。こうした取組を年々強化する
中で、平成20年7月から、多くの区民の方から要望
のあった土日の撤去を実施しています。その結果、
区内全駅の平日の放置率（毎年5月調査）は、平成
11年度に26.5％であったものが、平成21年度には
6.3％に減少し、この10年間でおよそ1／4となりまし
た。これらは、平成18年度から放置自転車対策の業
務を包括的に民間委託することによって実現できた
ものです。こうした対策は、改正自転車法や練馬区
自転車の適正利用に関する条例に基づき実施する
もので、これらの法令等については罰則規定があり
ません。区では、今後もルール、マナーの普及・啓発
に努めるとともに、効率的・効果的な自転車対策に
取り組み、適正な自転車利用を推進していきます。

467

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

区内各駅周辺は非常に道路がせまく交通に不
便な上放置自転車が多数あり危険である。そ
の対策を早急に解決する必要がある。

区政モ
ニター
アン
ケート

○区内駅周辺の放置自転車は、これまでの取組に
より年々減少しています。しかしながら、いまだに多
くの自転車が放置されている状況にあるため、より
一層効果的な放置自転車対策等を中心とした、駅
周辺の良好な環境づくりを進めます。

468

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

区の土地が空き地になっている部分を自転車
置き場として整備してもらいたい。

区政モ
ニター
懇談会

○自転車駐車場については、現在改定中の「練馬
区自転車利用総合計画」に基づき、整備目標台数
の実現に向けて取り組んでいます。

469

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

交通網に関して、依然として車の利便性が優
先され、安全対策がおろそかになっている。と
くに自転車に対する安全策が無頓着であり、
自転車用通路と信号、歩行者扱いを車両扱い
にする等の安全策に重点を置く必要がある。

パブ
リック
コメント

○車歩道の分離や生活道路の交通安全対策を推進
し、安全かつ快適な通行環境を確保するとともに、
区民の皆さまの交通安全への高い意識をはぐくむ必
要があります。自転車に対しては、交通ルール・マ
ナーの普及啓発に自転車の走行環境の整備が課題
と考えています。
　自転車走行環境の整備については、現在改定中
の「練馬区自転車利用総合計画」の中で計画化し、
取り組みます。
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470

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

西武線保谷駅前と三菱銀行との間の道路を拡
幅または一方通行化して欲しい。（大泉学園駅
北側から保谷市役所（旧）へ至る道）

パブ
リック
コメント

※本道路は、一般都道東大泉田無線という道路で、
東京都が管理する道路です。また、交通規制（一方
通行化）については、東京都公安委員会が所管して
います。拡幅のご要望については、道路を管理して
いる東京都第四建設事務所に、一方通行化につい
ては、石神井警察署に伝えます。

471

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

事故防止のための監視カメラの設置を。　（特
に車の無謀な運転防止のため。住宅街の中
に。）

パブ
リック
コメント

△監視カメラの設置は犯罪抑止に効果があります
が、交通事故防止には効果的ではないと考えます。
無謀運転については、警察による取締り強化等の対
策を要望しています。

472

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

道路がせまい点、子どもの交通ルールの点で
とてもあぶない場面を見る。道路の整備の件と
学校での交通ルールの点の声がけ、地域と学
校と家庭とで未来ある子ども達を守る点を入
れていただきたい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○平成17年度からは、小学校において自転車運転
免許証制度を開始しました。また、平成21年度から
は中学校においてスタントマンによる交通事故の再
現を中心とした自転車交通安全教室を開催していま
す。児童・生徒を対象とした交通ルール学習は、現
在も各学校で実施されていますが、今後より一層の
指導の充実を図っていきます。

473

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

交通安全対策（特に自転車）の徹底。（自転車
の左側通行は幼稚園から）

パブ
リック
コメント

○自転車を利用し始める小学生に対して「自転車の
乗り方教室」を実施し、「自転車運転免許証」を交付
しています。また、平成21年度から、中学校において
「スタントマンによる自転車の交通事故の再現」を盛
り込んだ交通安全教室を実施しました。今後も「自転
車のルールとマナー」の啓発・普及に、警察と協力し
ながら努めていきます。

474

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

自転車に乗る方（特に子ども、若年層）は前方
を歩行している人に対し、ベルをならさないの
か。車道、歩道等の整備だけの問題ではな
い。

パブ
リック
コメント

※歩道を自転車が通行できる場合であっても、歩道
は歩行者優先で、すぐに停止できる速度で走行しな
ければなりません。また、歩行者の通行を妨げる場
合は一時停止をしなければなりません。以上のこと
は、道路交通法で規定されています。これに基づ
き、前方に歩行者がいる場合には自転車から降りて
歩き、「歩道でスピードを出すことやベルを鳴らすこ
と」は、控えるというのが原則です。ただし、歩道をふ
さいで立ち話している、歩道で遊んでいるなど、歩行
の妨げになっている方に対し注意を喚起するために
は、やむを得ずベルを鳴らすことも必要かと思いま
す。今後も「自転車のルールとマナー」の普及・啓発
に、警察と協力しながら努めていきます。

475

施策
463　快
適な道
路環境
を整備
する

自転車利用について、歩道や車道の正しい走
り方の指針を示して頂きたい。

区政モ
ニター
懇談会

○自転車の走り方については、道路交通法等で規
定されています。「自転車のルールとマナー」の啓
発・普及に、警察と協力しながら努めていきます。

476

施策
471　公
共賃貸
住宅を
管理・
運用す
る

都営住宅は入居期限を決めて入居させるべき
だと思います。（ex１０年間位）例えば同じ収
入、同じ家族構成等、生活レベルが同じ人が
都営に入居できた人、できなかった人で差が
生じるのはおかしい。都営に入居したい人も沢
山いるので、期限つきにして沢山の人が入居
できるようにした方が良い。

区政モ
ニター
アン
ケート

※都営住宅、区営住宅とも、平成17年度から、入居
期間を最長10年に限定した定期使用住宅の募集を
始めています。区営住宅は、今後も一定の募集枠を
定期使用住宅枠とし、入居機会を増やすようにして
いきます。

96



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

477

施策
472　良
質な住
まいづ
くりを支
援する

マンション管理対策事業に関心を強めてほし
い。管理組合協議会などの組織を指導管理す
るよう望む。

パブ
リック
コメント

○現在、区では「分譲マンションの維持管理に関す
る無料相談会」を毎月２回開催し、マンション管理組
合の運営や修繕計画などの相談にお応えしていま
す。また、「ねりまマンション未来塾セミナー」を年３
回開催し、マンション管理組合の課題等について学
ぶとともに、管理組合員相互の交流を図る場を提供
しています。今後も、マンションの適正な管理に関す
る情報提供や管理組合相互の情報交換の場の提供
など、必要な支援に努めていきます。

478

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

わかりやすい情報提供をされているのかという
ことについて疑問がある。今回のプロジェクト
についても中身が区民に伝わっているのか、
特に若い世代や練馬区に新しく入ってきた人
などに届いているのだろうかという点で疑問を
感じる。
練馬区の魅力を伝えるために、広報に力を注
いでいたただきたい。

区民と
区長の
つどい

※区民の皆さまに情報提供する多様なチャンネルを
持つことが重要であり、区報や区ホームページによ
る情報発信のほか、区民と区長のつどいなどを開催
して直接区の施策等についてご説明し、ご意見を伺
う機会を設けています。また、産業界や若い世代の
方々、町会・自治会などと意見交換をする場も設け
ています。区民の皆さまのご意見を伺いながら広
報・広聴の充実を図っていきます。

479

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

横浜市で、市と民間で協働のフリーペーパー
（「ハマジン」）を定期刊行として出している。こ
ういったものを提供してもらえるともう少しお金
が掛からずに柔らかいものが作れる可能性が
ある。

区政モ
ニター
懇談会

※民間との協働により広報刊行物を発行する手法
については、他の自治体における実施状況などを引
き続き調査・検討します。

480

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

区報における民間情報の取り扱いは以前は
3ヶ月で取り扱って貰えたのに、なんと8ヶ月た
たないと同一団体からは発信できない有り様
である。それだけ民意の高まりと多様化が大き
くなってきている。

パブ
リック
コメント

※ねりま区報における「区民のひろば」は、区民の方
の自主的なサークル活動を紹介する場となってお
り、ねりま区報の編集においては、少しでも多くの情
報が提供できるように努めています。一方、ねりま区
報には、区からの情報発信を主として掲載する必要
があり、内容などを精査していますが、紙面の限りが
あります。また、区民のひろばへの掲載希望団数
は、年間1,000件近くあることなどから、再掲載の場
合については８ヶ月の間隔をお願いしています。

481

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

石神井公園におけるふるさと文化館の建設や
石神井台の児童館の建設など、計画内容を工
事現場に掲示してもらえたら住民も関心が増
すと思う。

区政モ
ニター
懇談会

※石神井公園ふるさと文化館の整備にあたっては
計画段階から区報やホームページでお知らせすると
ともに、公募区民を含めた懇談会の開催やパブリッ
クコメント、地元説明会を実施しました。開館後もボ
ランティアなどの区民参加により、皆さまの関心を高
めていくなど運営の工夫をしていきます。石神井台
児童館の大規模改修工事では、利用者説明会、近
隣説明会をそれぞれ複数回実施し、周知を図りまし
た。区立施設の建設や改修工事にあたっての工事
現場での掲示について今後検討していきます。

482

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

.戦略実施計画へ区民専門家の招聘を。
パブ
リック
コメント

○ねりま未来プロジェクトをはじめ、新基本構想・長
期計画にもとづく施策・事業については、区民の皆さ
まとの協働により、お知恵やお力をいただきながら
推進していきます。
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483

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

戸建住民より集合住居者の声を聞いていただ
きたい。

パブ
リック
コメント

※区民の皆さまから幅広く区政に対する意見・要望
等をさまざまな方法により収集し、内容に応じた適切
な回答に努めるとともに、区政へ反映させるための
手法を検討します。

484

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

公益を顧みない個人的エゴ、ゴネ得、クレー
マーの急増に不安を感じる。

パブ
リック
コメント

※公益を顧みない個人的エゴ、ゴネ得については、
行政運営における公正・公平性を確保していくという
観点から、あってはならないことと考えます。区とし
てはさまざまな場面で区民の皆さまと接する際に、
説明責任を果たしつつ、ご批判や苦情は真摯に受
け止め、正すべき点は改善をしていくとともに、不
正・不当な要求に対しては、対応マニュアルを作成し
て対応に努めているところですが、今後とも毅然とし
て適正な対応をするよう徹底していきます。

485

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

政党マニフェストは、どちらもバラマキ競争。人
気取り競争と情けない限りだ。ゴネた人が得を
する、知っている人だけが申請して得をするよ
うな行政ではいけない。誰もが安心できる仕組
みづくりを練馬区から始めて欲しい。他のどの
プロジェクトも、言葉遊びになっている。知恵を
もっと絞り出して欲しい。ありきたりで中身が足
りないのではないか。

パブ
リック
コメント

※区は、国政の方向性を踏まえつつも、地方政府と
してい区民福祉の向上に取り組んでいきます。公益
を顧みない個人的エゴ、ゴネ得については、行政運
営における公正・公平性を確保していくという観点か
ら、あってはならないことと考えおり、区としてはさま
ざまな場面で区民の皆さまと接する際に、説明責任
を果たしつつ、ご批判や苦情は真摯に受け止め、正
すべき点は改善をしていくとともに、不正・不当な要
求に対しては、対応マニュアルを作成して対応に努
めているところですが、今後とも毅然として適正な対
応をするよう徹底していきます。
　なお、ねりま未来プロジェクトについては、指標と目
標値を設定し、実効性のあるものとしていきます。

486

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

高齢者が多くなっているのに、選挙のたびに遠
くて長い道を投票に行くのは大変である。障害
者手帳3、4級では郵送させておらず、投票率
が低いのも当然である。

パブ
リック
コメント

※練馬区の投票所は学校等の公共施設に設けてい
ますが、投票所から離れた場所にお住まいの方に
は、多少ご不便をおかけする場合があります。投票
所はできるだけ住民の皆さまのお住まいの近くに開
設することが望ましいと考えていますが、近隣に適
当な他の施設を確保できないなどの理由により、こ
れ以上の細分化は非常に難しい状況にあります。今
後は、個々の投票区の状況を把握し、極端に遠い投
票所については投票区の変更なども検討していきま
す。
　なお、郵便等による不在者投票については、対象
者の範囲を拡大するよう公職選挙法の改正を要望
しています。

487

施策
511　参
加と連
携によ
る開か
れた行
政を進
める

期日前投票場は駅やバス停近くに開いて頂き
たい。たとえば、石神井支所よりも石神井公園
区民交流センターの方が、高齢者にとって助
かる。

パブ
リック
コメント

△期日前投票所は地域のバランスを考慮しつつ、現
状においてもできるだけ交通の便のよい場所に設置
しています。石神井地域については、長年、石神井
庁舎が期日前投票所として地域に定着していること
や駐車場が確保されていること等を考慮して、当面
変更する予定はありません。
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488

施策
512　健
全な財
政運営
を行う

1,000兆の借金をかかえて、なお借金を返済に
かからず積み増す暮らしは許されるのか。検
証と指針を示してから、未来プランなんてする
ことだ。ない金使うことばかり考えるな。

パブ
リック
コメント

※区では、これまで、行政改革に積極的に取り組
み、職員数の削減や公債費の縮減を図っていきまし
た。加えて、経済状況の変動に備え、財政調整基金
をはじめとする基金への積立を行ってきたところで
す。この結果、平成20年度決算の段階では、区債残
高も10年前の半分以下となるなど、区の財政状況を
表す様々な財政指標はきわめて健全な水準にあり
ます。今後も厳しい経済状況が見込まれますが、引
き続き行政改革を推進することで、長期計画の実現
を図っていきます。

489

施策
512　健
全な財
政運営
を行う

長期に渡る計画ですが、計画には、人、物、金
が必要です。予算については、メドがついてい
ますか。区の財政はどのように工面するのか
説明して欲しい。あまり借金をしないように。

パブ
リック
コメント

※区では、これまでも行政改革を積極的に推進し、
職員数の削減や公債費の縮減を図って義務的な経
費を圧縮し、財政基盤の強化に取り組んできまし
た。現状では厳しい経済環境にありますが、引き続
き行政改革を推進し、税収など歳入の確保に努め、
歳出については無駄を省き重点事業に財源を投入
することで、長期計画の実行性を担保していきます。

490

施策
512　健
全な財
政運営
を行う

色々の案も良いが、横の連絡を取りながら、少
しでも経費を少なくしてもらいたい。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、分野横断的な重点事業として６つ
のねりま未来プロジェクトを設定するとともに、政策
分野ごとの重点事業を明らかにしています。｢選択と
集中｣の観点から、限られた財源を重点事業を中心
に配分し、持続可能な区政経営を進めていきます。

491

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区の戦略会議的なものをやるべきであり、縦
割り行政ではなく進めてほしい。

町会連
合会支
部会

※ 区では、区の政策および経営方針の検討組織と
して、区長、副区長、教育長等からなる政策経営会
議を設置し、総合的・戦略的な政策形成に努めてい
ます。また、関連する施策の分野を担当する部・課
を総合化した事業部制を平成17年度から導入してい
ます。基本構想に基づく分野横断的なねりま未来プ
ロジェクトなどを通して組織間の連携を活かした施策
展開を図るなど、今後もさらに組織の連携を意識し
た区政経営をめざしていきます。

492

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

行政施策の監視の問題。どうしても何か始め
る時は大騒ぎして、また大いに議論してすりあ
わせに必死になるのに、始まってしまうと知ら
ん顔、あるいは担当者まかせになってしまう。
始めながら官民で監視し、修正を何度か行
い、やがて目的に近づくというプロセスが本筋
なのではないか。官民の眼でチェックすること
が大切である。

パブ
リック
コメント

※長期計画では、「ねりま未来プロジェクト」や各施
策において、達成度を測る具体的な成果指標と目標
を設定します。目標の達成状況については、行政評
価において毎年行う事務事業評価、隔年で行う施策
評価と連動して把握し、公表していきます。この施策
評価の結果については、公募区民や学識経験者等
による行政評価委員会において第三者評価を行い
ます。

493

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

日経など第三者サービス機関が充実している
自治体ランキングでは何位になるのか。ランキ
ングは高い方が区民サービスはいい。1位を目
指すというくらいの気概がほしい。杉並区より
高くいくように目指してほしい。民間だと比較が
あるが、区役所はそれがない。

パブ
リック
コメント

※長期計画では、区の施策・事業の区民生活に対
する効果を測るため成果指標を設定し、その目標値
には区の現状分析を基に、５年後に達成をめざす数
値等を記載しています。民間による自治体ランキン
グ調査項目等は、実施機関独自によるものであり、
区の目標値の設定の考え方とは異なるものですが、
区は、区民サービスの一層の向上をめざし、長期計
画の目標達成に取り組んでいきます。
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494

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区が定めた指針・方針は区全体で補完してい
く必要がある。例えば、人事面でスペシャリスト
の位置づけと保証を各部署で守らせること(23
区の特別区の人事委員会の勧告がでている
筈です)。NPO法人の育成については借り入れ
金の優遇策の実施や、会合のための場所の
提供と用具の預かりの補償を可能ならしめる
ことなど、当然そのような便益が計られている
と思うと、全くそんな配慮は示していない。広報
担当者削減を行い、人件費を削減して委託に
切り替えるなど抜本的な見直しを行い、ページ
数を増やすなど改革が必要です。
民間であれば普通に行われている、組織が重
要と認めたNPO法人への区職員を出向させる
など、思いきった施策の実施など本気で民意
を汲み取ろうとするなら、かなりふみこんだ施
策が必要であります。

パブ
リック
コメント

※ＮＰＯへの活動支援については、ＮＰＯ団体の自
主性の確保を基本に、練馬区ＮＰＯ活動支援セン
ターの運営を通じて、相談事業、情報受発信・ネット
ワーク構築事業、人材確保・育成事業、講座・イベン
ト実施事業を行っています。今後も、ＮＰＯ活動支援
センターの事業運営の充実を図り、ＮＰＯの支援を
行っていきます。
※広報に関する事業は、可能なものについては委
託化なども実施しつつ、より効果的かつ適切な情報
発信を行うように努めます。

495

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区職員が区民をお客様と呼ぶのは良くない。
また区に電話をかけた際に、質問にも答えら
れないのにたらい回しするのは良くない

区民と
区長の
つどい

※施策513「区民本位の効率的で質の高い区政経営
を行う」において「職員の能力開発と組織の活性化」
に取り組むことを位置付け、職員の接遇能力の向上
について掲げています。区民の皆さまの視点に立っ
て的確に応対できるよう努めていきます。

496

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

将来、練馬区にはすべての公務員（警察は除
く）が無給、無報酬で働いているようになれば
良い。

パブ
リック
コメント

※区職員の給与は、勤務の提供の対価として支給
される労働基準法における賃金と同じものであり、
民間の労働者と同様、確実に支払われなければな
らないものです。
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497

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

病院の増床、介護施設の整備増床がうたわれ
ているが、光が丘学校跡施設の活用は環境整
備ならびに区民負担軽減にもつながるので、
ぜひ計画に取り入れてほしい。

パブ
リック
コメント

※このたび、区では、光が丘地区内の小学校の再
編統合に伴う跡施設の活用について、「活用基本計
画（案）」を策定し、公表したところです。
　案では、概ね２０年を経過した現在の校舎につい
ても、適切な維持保全を行うことにより、引続き活用
が可能なことから、躯体はそのままで、既存の校舎
を可能な限り生かす視点で整備が可能な施設を計
画しています。
　また、区で、は高齢者施設等の整備は民間活力を
活用した整備を進めていくこととしています。このた
め、民間利用を計画する跡施設では、こうした福祉
施設としての利用者の応募も想定しています。ただ
し、介護施設等として利用するには多額の改修費が
必要となる上、施設の使い勝手や効率性等に課題
があり、跡施設の現状を活かした有効活用という点
での効果は低くなるなどの課題があります。
　一方、近隣にある日本大学医学部付属練馬光が
丘病院については、改修または改築が近い将来の
課題となることが想定されるため、案では、病院の
建替え時等の関連用地として、病院に比較的近い
光が丘第七小学校の跡施設を活用する計画として
います。
　今後、この案については、区議会や区民の皆さま
のご意見を踏まえ、活用基本計画として策定してい
きたいと考えています。

498

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

光が丘の小学校がいくつか廃校になり、空き
施設をモニターの方に考えていただけるよう提
案して頂いたら良い

区政モ
ニター
懇談会

※光が丘地区内の小学校の再編統合に伴う跡施設
の活用については、平成20年度に学識経験者、各
団体の代表者、公募区民により「学校跡施設活用検
討会議」を設置し、検討していただきました。その報
告書をもとに区として検討し、学校跡施設活用基本
計画素案をまとめ、区民意見反映制度等によりいた
だいたご意見を踏まえて、計画案を作成しました。今
後、この案については、区議会や区民の皆さまのご
意見を踏まえ、活用基本計画として策定していきた
いと考えています。

499

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区施設の古・中小・目的終了等の統廃合、再
生、改築、利用替えなどを積極的に検討して
欲しい。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、区立施設の統廃合と有効活用を
実現していくため、区立学校・区立幼稚園の適正配
置と学校跡施設活用を計画事業としています。整備
を計画している他の施設についても、既存の区立施
設の転用等により整備していくことを積極的に検討
していきます。
　また、区立施設の改修改築については、改修改築
計画を策定し、効率的に管理することで建物自体の
長寿命化を図っています。

500

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

総合体育館で床のニスを塗り直すため、半月く
らい使用出来なかったのに、その後に床の張
替えをしていた。そういう実績があると立派な
計画でも、何か引っ掛かるところがある。

区政モ
ニター
懇談会

※総合体育館は昭和47年に開館しましたが、剣道
場の床の改修については過去、床板の部分張替え
を行ったものの、床面のささくれが目立っていまし
た。平成20年8月に、約20日間の工期で床面を全面
研磨しニスを塗り対策を講じましたが、再びささくれ
が発生し、利用者・利用団体から抜本的な修繕の要
望をいただいていました。このため、平成21年12月
21日から平成22年1月29日までの工期で、床面の全
面張替えを行うものです。無駄な経費支出とならな
いよう、今後一層効率的な管理・運営に努めていき
ます。
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501

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

西武池袋線沿線には駅の上部空間の利用の
方法を区で考えて頂けないでしょうか。

区政モ
ニター
懇談会

△駅の上部空間の利用は法律的には難しい問題が
あります。ご意見の趣旨を踏まえて、駅の近くの利
用しやすい環境の整った場所に区立施設等を整備
できるよう取り組んで行きます。

502

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区内で廃屋があり、そういった場所も区で買い
上げて、良い場所をつくって頂きたい

区政モ
ニター
懇談会

△近隣住民の生活環境に著しい悪影響を及ぼす可
能性のある空き家などの問題家屋については、「問
題家屋連絡会」を設置し、区としての対応策の検討
などを行い、解決に向けて取り組んでいます。　区が
施設整備のために用地取得をする場合には調査・
検討した上で計画を策定し、かつ財政的な面を常に
考慮して行っており、区が全ての廃屋を買い取ると
いうのは難しいと考えます。

503

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区議員の大幅な減少を考えてもらいたい。
パブ
リック
コメント

△練馬区の議会の議員定数は、地方自治法により
上限が56人で、その定数は条例で定めることと規定
しています。練馬区議会の議員定数は条例で50人と
定めており、地方自治法に定められた56人よりも少
なくなっています。なお、これまで練馬区議会では、
練馬区議会自らが２度にわたり議員定数条例を改
正し、56人の議員定数を平成３年４月の選挙から52
人、平成11年４月の選挙からは50人と減員を行って
きました。

504

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

基本構想に異論はないが、税金等が高い。国
や都でも問題提起されている、議員定数の削
減を含めた、区としてのリストラ策を打ち出して
経費削減を図って欲しい。

パブ
リック
コメント

※住民税は地方税法に標準税率（区民税６％、都民
税４％）が定められており、原則として全国一律と
なっています。
△練馬区の議会の議員定数は、地方自治法により
上限が56人で、その定数は条例で定めることと規定
しています。練馬区議会の議員定数は条例で50人と
定めており、地方自治法に定められた56人よりも少
なくなっています。なお、これまで練馬区議会では、
練馬区議会自らが２度にわたり議員定数条例を改
正し、56人の議員定数を平成３年４月の選挙から52
人、平成11年４月の選挙からは50人と減員を行って
きました。

102



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

505

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

練馬区の将来像を描くにあたり、区議会議員
の定数や報酬等の見直しも必要である。報酬
以外に得ている調査費、交通費の見直しが必
要である。なお、見直した金額については、教
育予算へ回してほしい。

パブ
リック
コメント

△練馬区の議会の議員定数は、地方自治法により
上限が56人で、その定数は条例で定めることと規定
しています。練馬区議会の議員定数は条例で50人と
定めており、地方自治法に定められた56人よりも少
なくなっています。なお、これまで練馬区議会では、
練馬区議会自らが２度にわたり議員定数条例を改
正し、56人の議員定数を平成３年４月の選挙から52
人、平成11年４月の選挙からは50人と減員を行って
きました。
　区議会議員の報酬額は、「練馬区特別職報酬等お
よび議会政務調査費審議会(以下、審議会としま
す。)からの答申を経て、議会の議決により決定して
います。近年、区議会議員の報酬は、審議会の諮問
および議会の議決を経て、平成18年、平成19年と減
額を行っています。　また、政務調査費については、
平成13年に条例を制定し、交付について定めるとと
もに、区議会も条例に基づく使途基準を定めました。
平成16年に政務調査費の適正執行と透明性の向上
のために、使途基準とともに使途基準実施細目を定
め、その後、平成20年に使途基準実施細目の改正
を行い、政務調査費の使途基準のさらなる明確化を
図りました。交通費にあたる費用弁償についても条
例で定め、区議会自らが、行財政改革、経費の削減
を図るために、平成19年に費用弁償の減額を行いま
した。

506

施策
513　区
民本位
の効率
的で質
の高い
区政経
営を行
う

区議会議員の歳費アップ反対、定員削減をせ
よ。

パブ
リック
コメント

△練馬区の議会の議員定数は、地方自治法により
上限が56人で、その定数は条例で定めることと規定
しています。練馬区議会の議員定数は条例で50人と
定めており、地方自治法に定められた56人よりも少
なくなっています。なお、これまで練馬区議会では、
練馬区議会自らが２度にわたり議員定数条例を改
正し、56人の議員定数を平成３年４月の選挙から52
人、平成11年４月の選挙からは50人と減員を行って
きました。
　区議会議員の報酬額は、「練馬区特別職報酬等お
よび議会政務調査費審議会(以下、審議会としま
す。)からの答申を経て、議会の議決により決定して
います。近年、区議会議員の報酬は、審議会の諮問
および議会の議決を経て、平成18年、平成19年と減
額を行っています。

507

施策
514　区
税負担
の公平
性を確
保する

区政経営は最少の費用で、余ったら住民税は
安くして欲しい。

パブ
リック
コメント

○区の施策・事業を執行する際に無駄を徹底的に
排除し、最小の経費で最大の効果を挙げられるよう
取り組んでいきます。また、行政サービスの内容や
かかる経費について、行政評価等を通じて、透明性
を高め説明責任を果たすことで、区民の皆さまに納
得していただけるよう努めていきます。
△住民税は、地方税法により標準税率（区民税
６％、都民税４％）が定められており、原則として変
更することはできないことになっています。自治体の
判断によって税率を変更することは可能ですが、住
民税は、区民福祉の向上のために区が行う様々な
行政サービスに必要な経費を、広く分担して頂くもの
であり、地方行政の基盤となるものですので、練馬
区としては標準税率を変更する考えはありません。
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508

施策
514　区
税負担
の公平
性を確
保する

区民税・住民税が近年10倍も高くなり、夢も希
望もない。

パブ
リック
コメント

※平成19年度に所得税から住民税への税源移譲が
あり税率が一律１０％（フラット化）になりましたが、
所得税と住民税を合わせた額は原則変わっていま
せん。納付が困難な場合は納税相談をお受けして
いますので、どうぞご相談ください。

509

施策
514　区
税負担
の公平
性を確
保する

生活保護並のわずかな年金だけのものに高
額な税告知書を送るな。前年の収入にかかわ
らず、今年（4月以降）の収入で計算せよ。

パブ
リック
コメント

※住民税は、所得税と違い前年度所得に課税する
制度となっており、現在の地方税法の規定では現年
度所得での課税はできない仕組みとなっています。
所得が激減した場合などには納税相談をお受けして
いますので、どうぞご相談ください。

510

施策
514　区
税負担
の公平
性を確
保する

住民税をなくすことはできないか。
パブ
リック
コメント

△住民税は、区民福祉の向上のために区が行う
様々な行政サービスに必要な経費を、広く分担して
頂くものであり、地方行政の基盤となるものです。な
くすことはできませんが、区民の皆さまに納付してい
ただいた住民税は無駄なく有効に活用できるよう努
めていきます。

511

施策
514　区
税負担
の公平
性を確
保する

犬の飼育を登録制にして税金をとるべき。
パブ
リック
コメント

△犬の所有者は、狂犬病予防法により区市町村へ
の犬の登録を義務付けられており（登録料3,000
円）、犬鑑札を交付しています。現在、練馬区独自の
法定外税の創設は考えていません。

512

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

優先順位をつけながらやっていってもらいたい
と思う。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、分野横断的な重点事業として５つ
のねりま未来プロジェクトを設定するとともに、政策
分野ごとの重点事業を明らかにしています。「選択と
集中」の観点から、限られた財源を重点事業を中心
に配分し、持続可能な区政経営を進めていきます。

513

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

計画はどのように実行していくかが問題であ
る。財源の問題もあるので、プライオリティを示
すべき。

町会連
合会支
部会

○長期計画では、分野横断的な重点事業として５つ
のねりま未来プロジェクトを設定するとともに、政策
分野ごとの重点事業を明らかにしています。｢選択と
集中｣の観点から、限られた財源を重点事業を中心
に配分し、持続可能な区政経営を進めていきます。

514

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

長期計画（素案）はどれも区民生活において重
要な計画と考えますが、まず第一歩は「予算
面」「できる可能性のあるもの」をテーマに取り
組んで欲しい。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、分野横断的な重点事業として５つ
のねりま未来プロジェクトを設定するとともに、政策
分野ごとの重点事業を明らかにしています。「選択と
集中」の観点から、限られた財源を重点事業を中心
に配分し、持続可能な区政経営を進めていきます。
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515

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

実施項目には、メリハリをつけた優先順位づけ
が必要。資金的、人的に見て5年間で出来るも
のではない。目玉テーマをつくるべき。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、分野横断的な重点事業として５つ
のねりま未来プロジェクトを設定するとともに、政策
分野ごとの重点事業を明らかにしています。｢選択と
集中｣の観点から、限られた財源を重点事業を中心
に配分し、持続可能な区政経営を進めていきます。

516

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

内容が網羅的で絵姿が浮かんでこない。各分
野のモデルをつくり、区民の目に入るようにし
てほしい。「10年後に実現すべき練馬区の姿」
といった、アピール力ある構想・計画としてほし
い。

パブ
リック
コメント

○長期計画では、分野横断的な重点事業として５つ
のねりま未来プロジェクトを設定するとともに、政策
分野ごとの重点事業を明らかにしています。｢選択と
集中｣の観点から、限られた財源を重点事業を中心
に配分し、持続可能な区政経営を進めていきます。

517

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

とても重要であると思われる。
パブ
リック
コメント

○新基本構想に掲げる「区のめざす姿」の実現に向
けて、長期計画に定める施策・事業の目標が達成で
きるよう取り組んで行きます。

518

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

70万区民が便利で清潔、合理的な生活ができ
るように、計画を実現してください。

パブ
リック
コメント

○新基本構想に基づく施策・事業を体系的に示す長
期計画を、年度内を目途に策定し、区のめざす姿の
実現に取り組んでいきます。

519

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

実行して下さるようお願いしたい。
パブ
リック
コメント

○長期計画では、各施策や長期計画事業について
具体的な数値目標を設定します。この目標の達成状
況を行政評価制度を活かして点検・評価し、改革・改
善しながら計画の実現に取り組んでいきます。

520

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

計画が実現するようにがんばってほしい。

区政モ
ニター
アン
ケート

○長期計画では、各施策や長期計画事業について
具体的な数値目標を設定します。この目標の達成状
況を行政評価制度を活かして点検・評価し、改革・改
善しながら計画の実現に取り組んでいきます。

521

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

計画は立派だが問題は実行力だと思う。

区政モ
ニター
アン
ケート

○長期計画では、各施策や長期計画事業について
具体的な数値目標を設定します。この目標の達成状
況を行政評価制度を活かして点検・評価し、改革・改
善しながら計画の実現に取り組んでいきます。

522

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

長期計画は非常に素晴らしい。どうか実現して
頂きたい。

区政モ
ニター
懇談会

○長期計画では、各施策や長期計画事業について
具体的な数値目標を設定します。この目標の達成状
況を行政評価制度を活かして点検・評価し、改革・改
善しながら計画の実現に取り組んでいきます。
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523

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

長期計画を拝見したが、大変良いと思う
区政モ
ニター
懇談会

○長期計画では、各施策や長期計画事業について
具体的な数値目標を設定します。この目標の達成状
況を行政評価制度を活かして点検・評価し、改革・改
善しながら計画の実現に取り組んでいきます。

524

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

長期計画が実現した時に、誰が一番メリットを
得ることができ、デメリットを得るのかということ
をもう一度考えてほしい。公平ということは難し
いかもしれないが、公平な区政に努めてほし
い。

区政モ
ニター
アン
ケート

※基本構想・長期計画は、区民福祉の向上を目的と
しています。公平性にも留意しながら、区民の皆さま
の多様なニーズに応えるサービスを効果的・効率的
に提供できるよう、取り組んでいきます。

525

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

区の一部の地域（中心）に偏らず、区内満遍な
く計画が行き渡る事を望む。

区政モ
ニター
アン
ケート

※長期計画に定める施策・事業は、各地域の状況を
踏まえて実施していきます。

526

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

地域差別なく公平に実現されることを願ってい
ます。

パブ
リック
コメント

※長期計画に定める施策・事業は、各地域の状況を
踏まえて実施していきます。

527

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

中央だけは早期実現を達し、我々の住んでい
るところは差が大き過ぎる。

パブ
リック
コメント

※長期計画に定める施策・事業は、各地域の状況を
踏まえて実施していきます。

528

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

区民参加による長期計画の検討は今後大い
に実行されますようお願いしたい。地域ごとに
意見があると思うので、ぜひ区民の希望を参
考にしてほしい。

パブ
リック
コメント

※素案をもとに幅広い区民の皆さまからご意見をい
ただき、長期計画を策定していきます。長期計画に
より、区内全般に渡る区民福祉の向上に努めていき
ます。

529

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

練馬の未来を見据えた計画で、区が区民、事
業者等の協働や国、都、他自治体との役割分
担、連携により進めていく取り組みも素晴らし
い。未来という点で小中学生用のパンフもある
とよい。

パブ
リック
コメント

※22年3月を目途に長期計画を策定した際には、区
報特集号を発行するとともに、長期計画の内容を分
かりやすく紹介するパンフレット等を作成するなど、
周知に努めます。

530

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

伊勢神宮の20年遷宮には馬の木像を奉納し
古い木像はとりはずすという。練馬の八幡神
社を通じて払い下げてもらい、練馬のご神体と
して祭ることはこれからの前向きな地域活性化
のモデルに合致するものと考えられる。

パブ
リック
コメント

△憲法第20条に定められているとおり地方自治体
はいかなる宗教的活動も行ってはならないため、区
がご提案の内容を実施することはできません。

106



番
号

掲
載
項
目

意見内容

意
見
分
類

　　　　　　　　　　　区の考え方
○・・・既に記載があるもの
□・・・趣旨を計画に反映するもの
△・・・趣旨を計画に反映できないもの
※・・・その他

531

個別該
当なし
（計画
全般に
係るも
の等）

光が丘グラントハイツが返還されてからは、区
の方々にとてもよくしていただき、４人の子供と
もども、大変お世話になっている。

パブ
リック
コメント

※グラント・ハイツ跡地については、良好な住宅の供
給に加え、みどり豊かな公園、区民にとって必要な
公共施設や病院を計画整備したところです。しかし
ながら、時代の経過とともに、少子高齢化の進行等
さまざまな課題も生じてきており、区としては、学校
跡施設の活用等を含め的確に対応していきます。
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